
関西電力株式会社

高浜発電所第 1.号機

使用:前検査成績書

t

要領書番 号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :2-31

今みき年 ク角

原子力規制委員会



使用前検査成績書

l発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査華請    検査申請一琵表のとおり

3検査期日 自 舎徹守年″月ど日

至 全荼げ,年 ′月 る日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果―覧表のとおり

6検査結果    検査結果■覧表のとおり

成績書管理番号 :2-31

7添付資将    使用前検査記録



成績書管理番号 i2-3と

・
奪

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

プ

検査申請書番号

(申請年月日)

―
関原発弟299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第202号 (平成 30年 7月 4日 )

関涼発第259号 (平成 36年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月 5日
)

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6日 ).

関原発第582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )、  .

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第204与 (2019年 8月 23日 )

四原発第478号 (?020年 1戸 23日 )

関原発第510号 (2020年 1月 el日 )

関原発第542号 (29?o年 ?月 ?o日 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 29号 (2020年 4月 7日 )

関原警第286号 (2020年亭月2.1甲 )

関原発第603号 (2021年 2月 25日 )

関原発第290号 (2021年 3月 2日 )

関原発第561号 (2022年 2月 28日 )

関原発第581号 (2022年 3月 15日 )

関原発第 136号 (2022年 6月 10日 )

関原発第 195号 (2022年 7月 1日 )

関原発第 50号 (2023年 5月 12日 )

関原発第 66号 (2023年 5月 26日 )

関原発第 112号 (2023年 6月  7日 )

関原発第 152号 (2023年 6月 21日 )



濤

検査結果‐覧表 ヽ
っ

戒績書管理番号 :2-31

窃

特記事項

怠 _レ

検査立会責任者 印

窯議発余 亀 .ィ比†
主任錬術吉

み■.イ ;

原子力施設検査宮 印

熊 や T← ん

〉奥泉 災

検査結果

麓

検査年月日

今浄章年

″月ご`日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
′
使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 i2-31

検査年月日:警 ξ 午 ″ 月,了 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認    
チ

:ζ

亀

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事 の正

程、期 日及び場所が申

請書 どお りであ る こ

と。   |

記録確認 ○・T

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。      |

記録確認
9・

エ

誓



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(4号検査)

成績書管理番号 :2-31

棟査年月日:彿 今年 夕月フF 日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 0す
必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 短議・

二

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 ◇‐

系統構成が完了しているとと。
立会/

記録確認
良・o

す



添付資料3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(四号検査)

、                         成績書管理番号 :2-3と

,検査年月日 :で 未▼す年  ′t月  ど 耳

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

原子炉格納容器内の二次冷却材の漏えいを監視する装置

炉内計装用シンブル配管室ドレンピット漏えい検出装置 別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

・警報検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

姓 ω
記録確認

備考

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

ガヽ



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録
i      l(四号検査)|    :  |  ‐

|(立会検査)・
す .■       !      成績書管理番号 :2=31

1          :襟 套年月日 :令和 0年  
「
ク 月 |ど  日

・       イ   イ i検 査 場 所 :関西篭力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

炉内計装用シンブ

ル配管室 ドレンピ

ット漏えい検出装

置

系統機能検査

・警報検査 艇
目視

備考

ク



I事計画本文(昼規規発第1606104号 (平成2耳年6月 10日認印))   ″F巻 .! コ 「FFI氏

、
:

原子炉冷却系統施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除くと)にあつてはヽ次の事項
10 原子炉格納容器内の二次冷却材の漏えいを監視する装置の名称、種類、 範囲、取付箇所及び個数

絲
＼
蛹

(下部)15ml■ 以上

(上部)40Hlm以上

(下部)1
(上部)1

変 更 後

炉内計装用シンブル西己管室

ドレンピット漏えい検出装置

電極式水位検出器

炉内計装用シンブル画己管室
ドレンピット漏えい検出装置

原子炉格納本器 E.L,+9.6m

変 更 前

盗 水 防 護 上 の 酉己慮 が

必  要  な  高  さ

系    統    名

(ラ イ ン 名 )

床置設

澄 水 防

医  画

の

号

と護

番

数個

称名

類種

計 測 範 囲

取
付
箇
所

ョ
郭
Ｐ
〔
洋
）



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番号 :原規規収第 161007と 号 99

成績書管理番号 :2-32   1

ぞれ3年 1月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請二覧表のとおり

3検査難日   自埒輻争 Z年 す 月 ガ 日

奎命れ 3年 1、 月S含

4検査場所    使用前検査記録のとおり

6検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果 検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 12-32

I



検査事請書番号

(申請年月日)

関原発第299号 (平成28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

F)目 原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

F)目 原発第 202号 (平成30年  7月  4日 )

関原発第259号 (平成30年  8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月  5日 )

Fttl原発第 5.04号 (平成31年 2月  1日 )

関原発第 512号 (平成 31年  2月  6層 )

関原発第582号 (平成31年  3月 18日 )

関原発第  3号 (平成 31年 4月  4日 )

関原発斃 68号 (2019年  5月 16目 )

関原発第 115号 (2019年  6月 24日 )

関原発第204号 (2019年  8月 23日 )

関原発第478号 (2020年  1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年  1月 31日 )

関原尭第 542号 (2020年  2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

Fタロ原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第236号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 :2,32

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

え



検査結果す覧表

成績書管理番号 12-32

傷

特記事項

丁かし

検査立会責任者 印

覇許電昂原子析主任技術者

B孜 式簑
電気ニイ生数街名

売曝生す⑬

原子力施設検査官 印

原子力検査官

彰八 彰⑬

検査結果

ヽ

食

検査年月日

壻蒻静方年

す月/ヮ 日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :2-32

検査年月日:今糸a2年 す 月 /ヮ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査珂ゴ請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査中請書 (変更中請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q―

検 査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請 書 どお りであるこ

と。

記録確認 Q―

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

と。

記録確認 Q―

4



添付資料3Tl

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :2-32

検査年月日 i祢 2午 す 月 ノタ
日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申講者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q

必要な図画等が準備されていること。 図面等確認 Q‐
検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。        i

記録確命ど、 ⑧・二

系統構成が完了していること。
Q夕

′

記録確認
Q―

も



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-2

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-32

検査年月日 :ノ
鋳酌 み 午 子

月 /7日
検 査 場 所 :関藤i電 力株式会社蔦浜発電所

検査結果

検 査 対 象

計測制御系統施設

原子炉非常停止信号

1次冷却材流量喪失 (1次冷却材ポンプ電源電屋低)卿↓添 1■ 参照

1次冷却材流量喪失 (1次冷却材ポンプ電源周波数低)別添卜2参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

検出要素設定値確掘検査

(1)原子炉保護回路設定値確認

検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

ぁること。

衰
⑩

鯰

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :T13-0908

,目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

‘る



添付資料3-3

関西電力株式会社高浜発電,所第 1号機 使用講検査記録

ィ   (三 号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 12-32

検査年月日 :物静2年 す 月 ノ′ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

低電圧継電器

(A■ 次冷却材ホ
°
ンフ
°
電源)

(B一 と次冷却材ポンフ
°
電源)

(C-1次冷却材ホ
°
シダ篭源)

原子炉保護国摂各

設定値確認′決査
別添 2参照

ヽ

発

目視

周波数継電器

(A-1次冷却材ポンフ1電源)

(B■ 次冷却材ドンフ
°
電源)

(C■ 次冷却材ホ・ンフ
°
電源)

原子炉保護回路

設定値確認検査
丹昭協黒22参貝R

花

備考

7



添付資料・8-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 12-32

検査年月日 : 2年 子 月 / 日

測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期限
備考検査項目 検査用計器 管理番号

zフ7:22

Z′??,',/
交流電圧

設定値確認

検査  I

電圧単組電

流単権保護

リレー試験

2辞

下でF酒 [n
′クノ″

0.00～

125.00V
±0,5%FS

周波数
設定値確認

検査

電圧単相電

流単相保護

リレー試験

器

すこ干n程 骨

ρρ/∂

10.000～

′200.000Hz
±30ppm

2つノ夙完を

をク彦θし夙′

以下余自

∂



別添 1-1
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験査方法

日視

」疑

検査

結果

我ヽ

＼虎

碇ヽ

夜ヽ

花ヽ

検査

年月日

冷 神 2年

∫月ノタ自

″ す/711Z

動作値

クどⅢワ歩
V

夕どi.ア/V

夕′θ″ V

J‐夕
'ゼ

HZ

丁π ttνd HZ
±0,0 5Hz

(57.45～ 57.55Hz)

計器許容誤差
※】

(許容範囲)

±3.5%(と 3.8η

(73.2～ 80.8η

57. 5 Hz

セット値

定格電圧の

70%
(77.0ヽつ

57Hz以 上

設定値

定格電圧の

65%以上

に1.5V以 上)

原子炉保護 路設定値確認検査記録口

判定基準 :セ ット値に計器許容誤差を加味した許容範囲内であること。

検査対象

(計器番号)

低電歴継電器

(A一 1次冷却材ホ
6ン

フ
°
電源)

(27と 7ヽ4-iCIA相 )

低電圧継電器

(B― l次冷却材ドンフ
°
電源)

(271M/4TIC2A相 )

低電圧継電器

(C-1次冷却材ホ
°
シフ

°
電源)

(27と 7ヽ4-lD A相 )

周波数継電器

(A-1次冷却材ホ
°
シプ電源)

(951/4■ CiA相 )

周波数継電器

(B-1次冷却材ホ
°
ンフ
°
電源)

(951/4-IC2A相 )

波数継電器

(C― と次冷却材ポシフ
°
電源)

(951/4-lD A相 )

れ
工前
か
時



検査結果一覧表

成績書管理番号 1か 32

一や

特記事項

・可 し

検査立会責任者 手日,

季 滉 虜ウ脅 ,手 ,々主
任技

守
者

/く
二堵け

原子力施設検査官 看酔

髪 水 を

子共 小 徽

検査結果

ヽ

罠

検査年月日

俸 月ゴ為
ノZ日
ノす日
′♭固

″



検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

添付資料 と

〔其・:ノ Z口 ,メ ,gi 7と耳′/ゞ覇,ノどa)

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :2-32

検査年月日 :◆澪口Z準 ノ9月 ぽ )日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前捺

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ③―

検査 をす る工事の工

程、期日及び場所が申

請書 どお りであるこ

と。

記録確認 Q

工事計画の議を、可番号の

記載が適切である手

と。

記録確認 Θ`下

想



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機
‐

使用前検査記録

(三号検査)

′              成績書管理番号 :2-32

検査年月日 :琴湖W2年  ノつ 月 (米)日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

中講者の品質記録が準備されていること。 記録確れ怒、 ③。一

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q・ ―

検査用討器が校正されており有効鶏限内である

こと及び必要な測定範睡l、 測定精度を有してい

ること。               「
記録確認 Q

系統構成が完了していること。
○

′

鋤 e―
o汁:′2B,ノ0日 ,′″e,ノ∫′_■ ,ノあ日)

14



検査結果

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料8-2

使用前検査記録

戒績書管理番号 :232

検査年月日 :若羽鬱 Z年 〃 月 建り 日

検 査 場 所 :Fttl西 電力株式会社高浜発電所

く蒸
′こノ2」 .′aД ./″ε.ノすコ・ノど8)

検 査 対 象

討測制御系統施設       |
制御方式及び制御方法

発電用原子炉の待こ御方法

原子炉非常停止信号

工学的安全施設等の作動信号 別添 l参照
*

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

星軍編禁藍確霊尾最監糖警雹鰺癖桜騒
原子炉保護設備ロジック同F各動作検査

工学的安全施設作動設備ロジック回路動作検査

原子炉非常停止信号応答時間確認検査

工学的安全施設作動信号応答時F日弓確認検査

検基要素設定値確認検査

原子炉保護回路設定値帝窪隷倹査

工学的安全施設作動回路設定値確認検査

設備及び機器が工事計

画に従い製作され、据

付けされ、所定の性能

を有しており、技術基

準に適合するものであ

ること。イ

孔
⑩

鰤

備考

・記録確認は、工事計l西Jに基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )によると

※ 適合性確認倹査成績書のF縦別番号 : T,T〕 学
/∂θノ

・ 目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

*:三号検査の対象を別添 2に示す。

16



検査結果

添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

|         (立 会検査)

成績書管理番号 :2‐ 32

「   検査年月日 :浴漂鬱Z年 ノつ 月/ク 1/9日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

別添 3参照

系統機能検査             :
r⊆

重銹禁甕琵盤尾獣監籍暫雹鰺議綾簸.

/原子炉保護設備ロジック回路動作検査

/工学的安全施設作動設備ロジック!回路動作

検査

ツ原子炉非常停止信号応答時間確認験査

,工学的安全タチ伍設作動信号応答時間確認検査

検出要素設定値確認絞査       |
/原子炉保護回路設定値確認検査

F工学的安全施設作動回路設定値確認検査

房嗜添 4

参照
甍 目視

備考

すか



添付資料 3-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 :2-32.

検査年月日 : 2年 /沙 月
ノP

日

校正年月日

有効期限
備考測定範囲 測定精度検査用計器 管理番号検査項目

2019.11,01

2021.10.31

KTNl―

desktype2

誤差なし

(デジタル
式のソフト
ウェアのた
め)

計器 ラック

保守ツール

2019.11,01

2021.10.31

誤差なし

(デジタル
式のソフト

ウェアのた

め)

原子 炉保護

回路設定値

確認験査

工学的安全

施設作動園

路設定値確

認検査

計器 ラック

保守ツール

KTNl―

desktype3

2020.6.25

2023.6.24

±0.01%
オムニエー

ス
TAFARB0003

2018,0,21

2021,6.20

TCFQED0022

DC(lmHz)～

350MHz

(2.8ns ～

1000s)

士tppⅢ

原子 炉非常

停止信号応

答時 F情ヨ確認

検査

工学的安全

施設作動信

号応答時 F封弓

確認検査

ユニバーサ

ル・カウンタ

以下余自

子7



工事計画本文 (原規規発第1606104号 (平成2心年6月 10日 認可))
計l口lttl抑 系統施設

加圧水聖発電用原子炉施設に係るもの (発 電月原子炉の運転を管理するための制御装置に係るものを除く。)tと あつては、次の事項

1 詢,御方式及び制御方法

(1)発電用原子炉の制御方式

発電用原子炉の反応度の翻御方式、加F止 器の圧力、加圧器ッつ水位の常∬御方式及び安全保護系簿の制御方式

遭
郭

岸

（
↓

州
コ
Ｎ

＄

Ｐ

ｏ

ｈ

μ

〕

団

′

岸

∞

コ

′

岸

ト

コ

↑

Ｐ

伽

コ

一∞

(注 1)既五事計画書の記載を穂理し、記載の適五Fヒ を行 う。

(注2)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行うど

(注 3)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行うと

記載内容は、昭和49年 1月 25日 付け49資庁第270号 にて認可された工事計画の添付資料8「市l御 舵力計算機ヽ」をこよる.

記栽内容は、既工事計画書の制御方式および制御方法 「原子炉保護装置」及び 「安全注入信号」による。

（岸＼
卜
り
）

岸
①
コ
）

変 更 後

発電用原子炉の制御は以下の方式で行 う。

a 発電用原子炉の反応度の制御方式

(変 更な し)

も 加底器の庄力及び加底器の水位の制御方式

(変 更なし)

c 安全倅護系の制御方式

(変 更な し)

d 原子炉トリンプ失敗時に原子炉を安全に停止するための設備の制御方式

(a)原 子炉卜,ッ プ失敗時に原■炉を安全1漱停■するための設備の作動信号による原子炉出力

抑制機能

(b)原子炉 トツップ失敗時に原子炉を未臨界にするための1次冷却材のほう素濃度の調整

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
式

変ヽ 更 前

発電用原子炉の制御は跡下の方式で行う。

a 発電月ユ原子炉の反応度の制御方式 (た。

(a)制御棒の位置調整

(b,1次冷却材の稼う素濃度調整

b ttB圧 器の底力及び加圧器の水位の歳1御方式 rをか

(a)加圧器の圧力の御1御方式

イ加圧器スプレイでの冷却による滅圧調整

,加圧器逃がし弁によるl蕨圧調整

ハカ後に器芝―夕での加熟による加鷹調整

(b)加圧器の水位の制御方式

イ策てん流量による水位調整

c 安全保驚系の需御方式 (差ゆ

(Э)原子炉非常停止信号による原子炉非常停止機能

(b)工学的安全施設作ヨカ信号による工学的安全施設の起動機能

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
式

… lu-lI-4-1-1 -



(2)発篭鳥原子炉の制御方法

制御′昨の位置の制御方法、一次冷却材のほう素濃度の制御方法、加圧器の圧力、加圧器の水位の期御方法及び安全保護系等の制御方法

ど ぅ

変 更 後

発電月原子炉の市l御は以下の方法で行 う。

a 制御棒の位置の制御方法 (1次冷却材の温度の制御を含ユす。)

(変 更な し)

b l次冷却材のほう策イ農度の制御方法

(変 更なし〉

加圧器の圧力及び如屋器の水位の市ll御方法

(変 更なし)

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

変 更 赫

発電月原子炉の制御は
'メ

下の方法で行 う。

■ 制御棒の位置の制御方法 (1次冷却材で″う捜度の制御を含むき)l'1)

制御棒は制御グループと停止グループとに分け、制御グルエプ相l御棒クラタ、夕は1殊冷剖

材平均温度とタービン負狩に比例するプログラム平均温度との差 (主信号)及 び中性子束信号

とタービン負荷信号との差 (補助信号)を 許容r直 内にイ呆つことに主り、ブラントの出力変化に

適従するように自動制御される。

また手動制御も可能である。停止グルータ制御棒クラスタは、制御グルニプ制御棒クラス

タとともに、炉心tと挿入することIIよ り原子炉を麒力状想から速やかに高遠停止させる。

も 1次冷却材のほう素濃度の制御方法 (41)    |

イヒ学体積制御設備は、1次冷却材のはう素濃度調整により、高慮率出力状態から盛温状態

までの1次冷渕1材温度の変化、キセノン、サマツクム等の核分裂生成物量の変化及び燃料の

然焼に伴う比村父的ゆるやかな反応度変化の管償を行う。1次冷却材のほう紫濃度調整は、ク

ィードアンドブノード方式の4つ の制御モード(年 自動構給」、「驀釈」、「急速希釈」みび

I濃績1)の いずれか守とよって行う。

c 頼産器の圧力及び加圧器の水位の制御方法

(ぅ)加戸と器の圧力【/〉 制御方法 にとつ

加圧器し')圧力を布l御することにより1次冷却材の圧力を一定に保つ。

このため、加圧器にはカコ圧器スプレイ弁、加圧器逃がし弁及び加圧器と,夕 を設置し、

原子炉通犠 r捧 でlま力い底器の圧力変動に応じて、加底器スプレイでの冷却任よる滅厘調整又

は加圧器ヒータでの加熱による加圧調整の組合せにより加圧器の圧力 lア)制御を行う。

なお、畑圧器スプレイの能力を′霞えるような圧力上昇があつた場合には、加鷹器逃がし

弁の作動により圧力上昇をお農止する。

(b)加庄器の水位の寄l御 方法 ←主け          _

加底器水位プログラムに基づき1次 冷却材平均温度に比例 した力a圧器基準水位を設定

し、出力変化に伴 う実際の貰次冷簿材の体機変化が基準水位に一簑するように制御する。

この加圧器基準水位と加履器水位 との偏差信号に従レヽ、化学体税制御設備の売てん流登を

自動調整して加圧器の水位の制御を行う。

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

|

1

(1/4)

遭
鶉

Ｐ

（
↓

枡
『
呻

＝

岸

ｏ

油

岸

い

範

オ

岸

∞

コ

ノ

牌

、

コ

ノ

騨

伽

コ

（囀
＼
卜
∞
）

μ
③
コ
）
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(2/4)

変 更 後変 更 前

d 安全保護系の制御方法 (よ。

(a)原 子炉非常停止信号による原子炉非常停止機能 l'と。

原子炉非常停止信号の作動回路は、"2 out of 3"方式等の蛤理回路及び原子炉 トリッ

プしゃ断器で棒成され、原子炉非常伸上を行 う。

d 安全保護系の制御方法

(a)原子炉非常停止信号による原子炉非常停止機能

原子炉非常停止信号の作動回路は、"2 out of 3"方式等の論理回路及び原子炉 トリッ

プしゃ断器で構成され、原子炉非常停止を行 う。

原子炉非常停止信号の論理回路はヽマイクロプロセッサを用いたデジタル制御装置を適

し、横証及びハードクェアと統合されたシステムに対する妥当性確認を行つたノフトウ

コとアを使用する。

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

原子炉非常停止信号の作動回路

マイクロプロセンサを用いたデジタル制御装置

シングルタスク方式

論理回路 :4

マイクロプロセッサの停止、通信の進断等を検知 し、

警報を発信するとともに、保護機能喪失の場合は当該

チャンネルを トツシプ状態とする

0～ 50℃

10～ 95%RH

放射線の影等のないこと(非 管理区域に設置)

0.2秒以下         、

プロセス信号がデジタル制御装置に入力されてから、

原子炉非常停止信号が原子炉トリンプしや断器へ出力

されるまで。ただし、デジタル制御装置の入力が接点

信号である原子炉非常停上信号は、0,16秒 以下。

計測制御系と電気的及び機能的に分際

外部ネットワークヘの直接接続なし

種 類

演算処理方式

デジタル制御装置の個数

自己診断

温 展

湿 度

放射線量

応答時間

データ通信

外部ネットワークとの連断

環境

条件

ヨ
郭

岸

（↓
営

Ｎ
常

Ｐ
ｏ
れ

μ
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騨
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コ
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〕
９
コ
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岸
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コ
）

― とu― II-4-ユ ー3 -



(3/4)

変 更 後

(b)工学的安全施設作動信号による工学的安全施設の起動機能

工学的安全施設作動信号の作動回路は多重構成で
°

2o■t of 3"方 式等の論理回路及び

2系列の され、工学的安全施設の起動を行 う。

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

|

I

工学的安全施設作動信号の作動回路

マイクロプロセンサを用いたデジタル制御装置

シングルタスク方式

論理回搭 :4

作動装置 :2

マイクロプロセッサの停止、通信の進断等を検知し、

善報を発信するとともに、異常な信号を出力しないよ

う:とする

0-50℃

10～ 95。/。 RH

放射線の影響のないこと(非 管理区域に設置)

〔
lf O秒以下

プロセス信■がデジタル制御装置に入力されてから、

工学的安全施設作助信号が出力されるまで 〕
言†潤 翻 毎 系 と電 気 瞬 及 び 1段露 rlに″ 蹂

外部ネ ットフークヘの直接接続なし

種 類

演算処理方式

デジタル制御装置の個数

自己診断

温度

湿 度

放射線量

応答時間

アーダ退信

外部ネットワークとの進断

環境

条件

変 更 前

(b)工■的安全施設作動信号による工学的安全施設の起動機能 (注 1,9

工学的安全施設作動信号の作動回路は多重構成で
力
2 out of 3"方式等の論理回路及び

作動装号Lで構成され、工学的安全施設の起動を行う。

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

淫
郭

岸

（ミ
占
）

（↓
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解
ｏ
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(4/4)

選
郭

Ｐ

（
↓

蛸
口
Ｎ

ａ

μ

ｏ

れ

Ｐ

や

コ

ン

牌

∞

Ш

々

岸

（

コ

′

騨

９

亜

肖
Ｎ

(注 1)

(注2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

B猛 工事計画密の記戦を整理し、記載
`″

)適正化を行う。

既工事計画書に記載がないたゥ記載の適工Tと を行う。盈載内容は、E召 和49年 1月 25日 付け49資庁第270号 にて認可された工事計画の添付資料3「制御蒋力計算妻oに よる。

記載の適正イヒを行う。既工事計画警には「原子炉保護褒霊」と記lttj

既工事計画書に記載がないため記栽の適五化を行う。記改内容は、既工事計画書の制御方式および綱l御方法「原子炉保護装置」によるこ

,電 工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記裁内容は、,毛 工事計画妻の詢l御方式および制御方法「安全注入信号」による。

（勧
＼
卜
∽
）

Ｆ
Ｏ
コ
）

変 更 後

む 原子炉 トジップ失敗時に原子′静を安全に停止するための設備の制御方法

(a)原 子炉 トリップ失敗時に原子炉を安全に停止するための設備の作動信号による原子炉出力

抑制機能                ッ

原子炉 トリップ失敗時に原子炉を安全に停止するための設備の作動信号の作動回路は、

α
2o」 t of 3"方式の論理回路及び作動褒置で棒成され、原子炉出力抑制を行 う。

原子炉 トリップ失敗時に原子炉を未臨界にするための設備の作動信号の検出部及び静膊理

回路部は、検出却又は論理回録露ヽ部の駆動源の要失が生した場合において、原子炉 トジップ

失敗時に原子炉を未臨界にするための設備の作動信号を作動させず原子炉施設の安全と支

障がない状態を維持する設計 (フ ェイル・アズ・イズ)と し、駆動源が喪央したことを逐轄

員が確実に認知できるように中央制御室に等報を表示する。  1

(い)原子炉
~ト

ジップ失敗時に原子炉を未臨界||するための1次冷却材のほう繁濃度の調整

原子炉 トリジプ失敗時の1次冷却材のはう繁濃度調整として、炉心に十分な豊のほう酸

水を注入する。            ‐

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

変 更 前

発
電
用
原
子
炉
の
制
御
方
法

~ 14~I~4-1-6/と  一



7 原子炉非常停止信号の種類、検出器の種類、増西教及び取付箇所、原子炉非常停止に要する信号の個数及び置安定値並びに原子炉非常停止信号を発信させない条件

常 設
(1/18)

肖
働

変更な し

変更な し

変更なし

変更な し

原子炉非常

停止信号を

発信 させ

ない条件

奄格出力
の■1%
必下

定格出力

の2?%
以下

|× 105cps

以下

定格出力

の30%
以下

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

上 の

が 必

の

番

金

変更な し

変更なし

の

さ

上 の

絵

配

区  画

慮 が

の
号

上護

番

防

画

水途

区

盗 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

変更な し

の

号

上護

番

防

画

水澄

区

栓 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

1錘 1設離
1信号の1園数 i

取付笛所

変更な し

1固数

検出器及び作動条件

検出器
の種類

変更な し

変更な し

変更な し

変更な し

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

出力領域中性子束が定

格 出力の10%以 上の場

合、手動で原子炉非常

停 止 信 号 を 阻 上 で き

る。

出力顔域中性子束が定

格出力の10%以 上の場

合、手動で原子炉非常

停止信号を阻上 で き

る。

な し

原子炉非常停止信号を

発信させない条件

中間額域 中性 子束が

10~“ A以 上の場合、手

動で原子炉非常停止信

号を阻止できる。

出力領域中性子束が定

格出力の10%以 上の場

合、自動で原子炉非常

停止信号が阻止 され
る、 ~

定格出力の

100-125%

定格出力の

5～ 25%

設定値 (H0

定格出力の

5～ 25%

2

2

原子炉非常

停止に要する

信号の1口数

中性子源領

域上限値と

中性子l原領
域高電圧し

ゃ断中性子

束値との間

1

原子炉格納容器

E.と ,Ⅲ 17.48m

原子炉格納容署

E L.+17 48:n

原子炉格納容器

ε 二 十17,48n

設  置 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

原子炉格納容器

E.L +17.48亜

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 骨嘩 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

取付衝所

4

2

個数

2

出力領域

中性子東

検出器

4

出力領城

中性子束

検出器

中F首:傾域

中性子束

検出器

検出器及び作動条件

検出器

の種類

中性子

源領域

中性子束

検出器

中間顔壌

中性子東高

低設定

高設定

出
力
顔
壕
中
性
子
束
高

|

中性子源領域

中性子束高

変 更 前

原子炉

非常停止

信号の種類

渡
郭

牌

（０
＼
｛
い
）

岸
ω
Ⅲ
▼

― lu一 Ⅱ 47-1 -

コ
′



(2/18)

変更なし

変更なし

原子炉非常

停止信号を

発信 させ

ない条件

定格出力

の-8%
ステ ップ

変化以上

設定値

定終出力
のと1%

ステップ

変化以下

原子炉

非常停止

に要す る

信号の個数

変更な し

変更なし

盗 水 防 護 上 の

配たが必要な高さ

1金 水 防 護 上 の

区 画 番 号

取付笛所

変更なし

塗 本 防 覆 上 の

区 画 番 号

盗 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

変更な し

個数

検出器及び作動条件

検出器
の種類

(1と 13)

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

変更なし

変更なし

な し

な し

原子炉非常停止信号を

発信させない条件設定檀 (aφ

定格出力の

5～ 80%

定格出力の

5～ 30。ノ。‐

原子炉非常

停上に要する

信号の個数

2

2

E L_+17 48n
原子炉格納容器

原子炉格納容器
8 と +17 48n

取付笛所

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

4

4

個数

(注 13)

検出器及び作動条件

検出器
の種類

出力傾域

中性子束

検出器

出力領域

中性子案

検出器
減少率高

増加率高

非常用炉心

変 更 前

原子炉

非常停止

信号の種類

出
力
偵
域
中
性
子
東
変
化
率
高

ふ

選
郭

Ｐ

沌

μ

〕

コ

ン

岸

ω

コ

ィ

騨

ト

コ

ン

岸

伽

コ

（ミ＼
卜
い
）

岸
０
コ
）
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》

変更なし

原子炉非常

停止信号を

発信させ

ない条件

可変

(図 1参照)

設定値

原子炉

非常停止

に要する

信号の個教

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

議 上 の

が必要な高さ

上 の

水 防 護 上 の

の

の

配

区  画  番

の

さな必

水 防

取付笛所個数

4

検出器及び作動条件

検出器
の種類

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

変更なし

原子炉非常停止信号を

発信させない条件

な し

設定値 (な0

計算値
0～ 120%

原子炉非常

停止に要する

信号の1目教

2

E と_+17 48m
原子炉格納容器

A、  B、  Cループ

原子炉格納容器
Lと ,+17、 On

加圧器

原子炉格納容器

[.L_+9.6亜

設 置 床

系  統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

取付箇所

系 統 る

(ラ イ ン名 )

設 置 床

名
名 )

系 i統
(ラ イ ン

個数

3

出力領域

中性子束

検出器

検出器及び作動条件

検出器
の種類

榔鉤的

加圧器圧カ

検出器
過大温度
ΔT高

変 更 前

`と

→

原 子 炉

非常停止

信号の種類

１
次
冷
却
材
可
変
温
度
高

遭
郭

岸

岸

∞

コ

ン

牌

ト

コ

ン

解

観

コ

（∞
＼
卜
伽
）

岸
〇
口
）

- 1■―II-4-7-3 -



変更なし

原子炉非常

停止信号を

発信させ

ない条件

可変

(図 1参照)

設定値

変更なし

原子炉

非常停止

に要する

情号の個数

取付箇所

変更なし

の
号

上護

番

防

画

水盗

区

途 水 防 護 上 の

配慮 が必要な高 さ

変更なし

途 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

防

画

水盗

区

護 上 の

番  号

個数

4

検出器及〔ド作動条件

検出器
の種類

変更なし

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

原子炉非常停止信号を

発信させない条件

な し

設定値 (と。

計算値
0～ 120%

原子炉非常

停止に要する
信号の個数

原子炉格納容器

E.L.+17.43江

A、  B、 Cループ

E L.+17 0D
原子炉格ネ内容器

取付笛所

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

系 湧 名

(ラ イ ン名 )

設  置 床

福教

3

1次冷却材

温度検出器

(注ヽ
'出力篠域

中性子束

検出器

検出器及び作動条件

検出器
の種類

過大出カ

ΔT高

原子炉

非常停止

信号の種類

１
次
冷
却
材
可
変
温
度
高

変 更 前

韓
点

ｏ
沌

岸

巾

″

μ

∞

コ
′

肖
卜

トエ

)ト

コ

トエ

C滉

コ
トと

湮
郭

（Φ
＼
卜
ｍ
）

岸
⑤
コ
）

… lⅢ Ⅱ望-7-4-



変更なし

変更なし

原子炉非常

停止信号を

発信させ

ない条件

16.61

正Pa[gagea

以下

12.83

rPa[gage]

以上

設定値

変更なし

原子炉

非常停止

に要する

l獨

‐
号の個勢

変更ナFし

変更な し

途 水 防 護 上 の

配虚が必要な高 さ

途 水 防 覆 上 の

ほ 画 番 号

変更なし

の
号

上霞
番

防

画

水盗

区

途 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

取付箇所個数

4

4

検出器及び作動条件

検出器
の種類

変更なし

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

変更な しな し

出力鎮域中性子束及び

タービン負荷が定格鶴

力の10%以下の場合、

自動で原子炉非常停止

信号が阻止される。

原子炉非常停止信号を

発信させない条件設定値 (と

'

15,69-
16 67

MPa[gage]

ll.77-
13.24

卜lPaCgage]

2

原子炉非常

停上に要する

信号の個数

E.L.+9.6れ

原子炉格納容器

原子炉格納容器

E_と,+9.6n

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

取付箇所

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

8

個教

検出器及び作動条件

検出器
の種類

加圧器圧カ

検出器

加E器圧カ

検出器

原子炉

非常停止

信号の種類

加圧器屋力高

加圧器圧力低

変 更 前

削
」

載

岸

ｏ
沌

騨

Ю

コ
ン

解

ω

コ

′

μ

ト

コ
′

】
↓

卜と
郭

朗 μ

コ

（中Φ
＼
膵
銅
）

了

岸
③
コ
）

-1じ―■■-7-5-



(6/13)

変更なし

原子炉非常

序止信号を

発信 させ

ない条件

定格流量

の87。/6

以上

設定値

原子炉

非常停止

に要する

E号のイ固数

変更なし

変更なし

変更な し

変更なし

の

の

の

要

遼

な

上 の詮 水 防

の

一き

濃 水

盗 水 防 護 上 の

配慮が必要な

総 水 鱒
必

取付笛所

4

4

4

櫛数

検出器及び作動条件

検出器
の種類

、 変 更 後

原子炉

非常停止

信■の種類

変更なし

原子炉非常停止信号を

」看信させない条件

出力領域中性子束及び

タービン負荷が定格鶉

力の10%以下の場合、

自動で原子炉非常停止

信号が阻止される。

(と ?,|

磯 為 1設
定値権D

信号の個数 1

ヽ

キ

ー

．
■１

１

コ
１

１

１

１

１

ｌ

ｉ

ｔ

ゝ

ァ

ー

ー

‐

‐

‐

‐

キ

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ツ

E.L.+9,6〔E

Aル‐―プ (藍
よう)

Bル‐―プ (注
〕0)

E

子炉格納容器

子炉格納容器

ン

設 置 床

設  置 床

設 置 床

Cルーラ〆(連 モ0,

ライ ン

定終流量の

85～95%

2″―ア・

以上の

一致

系 統 名

子炉格納容器

E と +9.6n

系 統 名

(ラ イン名 )

系 統 ネ

取付箇所

3

個数

3

検出器及び作動条件

検出器
の種類

Aループ

1次冷却材

流量検出器

8ループ

1次冷却材

流量検出器

C)レープ

1次冷去「材

流量検出器

１
次
冷
却
材
流
量
低

変 更 前

原子炉

非常停止

信号の種類

１
次
冷
却
材
流
孟
喪
失 や

牌

〇

Ю

じ

岸
　
∞
Ⅲ
・́　
岸　
ト
コ
一頑

黒
本
フ
昨
」

ア （
ｒ
洋

ふ
、

中
）

コ
）

― lじ一II-4-7-6 -



(7/18)

時
や

変更なし

変更なし

変更なし

原子炉非常

解止信号を

発信 させ

ない条件

定格流量
の87%
以上

定構流量

の870/。

以上

定格流量

の87%
以上

設定値

原子炉

非常停止

IL要 する

言号の個数

変更な し

変更なし

変更なし

変更なし

防 護 上 の

号

護 上 の

区

盗 水

の
号

上護

番

防

画

水途

区

溢 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

取付笛所

変更な し

r益 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

の
号

上護
番

防

面

水澄

区

変更なし

4

4

個数

4

検出器及び作動条件

検出器
の種類

変更なし

変更なし

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

変更な し

出力領域 中性子東が定

格 出力の40°/o以 下の場

合、 自動で原子炉非常

停 止 信 号 が 阻上 され

る。

原子炉非常停止信号を

発信させない条件

出力領域中性子京が定

格出力の40%以下の場

合、自動で原子炉非常

停止信号が阻止 され

る。

出力領域中性子東が定

格出力の40%以 下の場

合、自動で原子炉非常

停止信 号が阻止 され

る。

定格流量の

85～95%

設定檀 lイ

=う

定格流量の

35-95。/。

定格流量の

85～ 95%

2

原子炉非常

停正に要する

信号の個数

2

c″レ‐―プ (注
11)

原子炉格納容器

E.L +9 6m

Aルーープ  (注
,o)

E_L_+9 6血

原子炉格納容器

2

ン

系

E.L.

設  置 原子炉格納容器床

名
Bルーラ′(遺 iS,

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

取付笛所

系 統 名
(ラ イン名〉

設 置 床

3

3

信数

3

Cループ

1次冷却材
流量検出器

検出器

の種類

Aループ

1次冷却材

流量検出器

Bループ

ニ次冷却材

流量検出器

検出器及び作動条件

１
次
命
却
材
流
畳
低

変 更 前

原子炉

非常停止

信号の種類

１
次
冷
却
材
流
豊
喪
失

遭
郭

牌

岸

∞

コ

′

岸

ト

ロ

′

岸

Ы

コ

呻
＼
ヽ
９
）

岸
⑤
コ
）
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(8/18)

tし
く)

原子炉非常

停止T含 号を
発信させ

ない条件
設定値

原子炉非常

停止に要する

信号のl回数

変更なし

澄 ホ 防 護 止
す
の

区 画 番 号

絵 水 防 譲 上 の

配建が必要な高さ

変更な し

の
今

上譲
番

防

画

水途

騒

F企 永 防 謹 上 の

西己慮が必要な高さ

変更なし

の

号

上緩

播

防

画

水冷

医

途 水 防 護 上 の

配慮が必要 な高 さ

取付衝所

変更なし

個 数

検出器及び作動条件

検出器

の種類

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

変更な し

原子炉非綸停止信号を

発信させyFし 条ヽ件

嵐力領域中雄子東及び

ターどン負荷が定格士鶴

力の 10。/。 以下の場合、

自動で原子炉非常停止

信号が限止され /p。

設定1蔵
(至ゆ原子炉非常

停止 1と 要する

信号の儘数

1

1

の一致

以上の

(と le】

Cい二次冷却材
ポンプ

しゃ瞬器接点

ター ビン建屋

こ.L.■ 10,1破

A-1次 冷却材

ボンプ

しゃ断器接点

ター ビン遵屋

E.L,キ 10 1n

B-1次 冷却材
ポンプ

しゃ断器接点

ター ビン建屋

E と 十二〇 lD
設 置 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置_ 床

取付笛所

系 統 名

(ラ イン名〉

設 置 床

系 統 名

(ラ イン名 )

1

上

個 数

i

3-1次冷抑材

ポンノ

しゃ。断器

接点

検出器及び作動条件

検機器
の種類

トー1次冷却材
ぷング

とゃ断器

接点

Bl次冷却材

ボンプ

しゃ断器

接点

■
次
冷
却
材
ポ
ン
プ
し
や
断
器
開

変 更 前

原子炉

非常停止

信号の種類

１
次
冷
却
材
流
量
喪
共

岸
　
ω

岸

ふ

翌
郭

μ

（騨く
義
）

′

岸
●
コ
′

♯
〇
口
）

… 1ローⅡ-4-7 8 -
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∝
一

原子炉非常

停止信号を

発信させ

ない条件
設定値

原子炉非常

停止tこ 要する

俗■の個数

変更なし

変更な し

配 慮 が 必 要 な 高 さ

盗 水 防 護 上 の

統 水 防 議 上 の

区 画 番 号

変更なし

澄 水 防 護
・
上 の

区  画  番  号

盗 水 防 護 上 の

配睫 ウゝ必要な高 さ

取付箇所

変更な し

の
号

上護

番

防

画

水盗

区

澄 水 防 護 と の

醗慮が必要な高さ

個数

検出器及び作動条件

検出器
の種類

変 更 後

原子炉

非常停止

1富 身の種類

変更な し

原子炉非常停止信号を

発信させない条件

出力領域 中性子束が定

格出ノザの40%必 下の場

合、 自動 で原子炉非常

停 止 信 号 が 阻 止 され

る。

1

1

1

ター ビン建屋

E L Ⅲ10 1lD

ター ビン建履

8 と +10,1,

B-1次 冷却材

ボンプ

しゃ断器接点

C L.+10.ユ II

タエ ビン建屋

C… 1次冷去口材
ポンプ

しゃ断器接点

A-1次 冷却材
ポング

しゃ断器接点

系 統 名

(ラ インテ名)

設 置 床

原子炉

非常停止

信号の種預 設定値 (なφ

検出揺及び作動条件

取付筒所個 数
原■炉非常

停止に要する
検出器

の種類

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

系 統 名

(ラ ムン名)

設 置 床

1

１
次
冷
却
材
ボ

ン
ノ
し
や
断
器
開

次冷却材

ポンプ

しゃ新器

接点

1次冷却材

ポンブ

しゃ断器

接′憮

1次冷去β材

ポンプ

しゃ断器

接点

変 更 前

１
次
冷
却
材
流
嵐
喪
失

湮
郭

岸

騨

伽

コ

（｝卜
＼
添
銅
）

′

騨
⇔
コ
）

-lu一 エー4-7-9-
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原子炉非常

停止信号を

発信 させ

ない条件

変更なし

設定値

定格電圧
の6SO/。

以上

原子炉

非常停止

に要する

僧身の他数

′久ヽ更な し

lIB―G8N

E.L,+4 00n

以上

1lB… G3N

E L.+4.00n

以上

lIB…63N

E.L ±4 00m

雰上

の

号

止證

番

防

画

水途

区

澄 水 防 護 上 の

配慮が必美
‐
な寓き

変更なし

の

とす

と護

番

防

画

水検

区

溌 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

変更なし

の
号

と護

番

防

画

水盗

医

企 水 防 護 上 の

醜感が必要な高 さ

取付笛所

変更なし

個 数

検出器及び作衝ナl条件

倹士ド1器

の種類

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

変更なし

原子炉非常停止信号を

発1自 させない条件

盛力領域中性子束及び

タービン負荷が定格出

力の10。/。 以下ク)場合、
自動で原子炉非常停止

信号がいユ止される。

設定値
(渡ゆ

定格値の

60～ 80%

原子炉非常

停止に要する

ほ尋つ 担強

2

2

致

路

の

低竜圧継電器

(A■ 次冷却材

ボンプ竃源 )

制御建農
E.と す4.Om

低電圧継奄各

(31次冷却材
ポンプ電源)

制御建屋

B L.+4 0n

低電圧継電器

(C-1次冷却材

ポンプ範源 )

E卜 し +4 0n
制御建屋

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

取付箇所

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床
3

個数

3

(B■ 次冷却

材ポツプ

竃源 )

(C-1次冷去口

材ボンプ

電源 )

検と苗器及び作動条件

検出器

の種類

(A― I埃冷却

材ポンブ

篭源)

１
次
冷
却
材
ボ
ツ
プ
篭
源
電
歴
低

変 更 前

原子炉

非常停止

信号の種′頓

ｌ
次
冷
却
材
流
量
黎
失

Ю

〇

銹
Ｎ

遭
郭

岸

（Ｓ
活
９

Ｐ
観
コ
ン

ド
③
コ
）
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務

原子炉非常

麻止信号を

発信 させ

ない条件

変更なと́

設定植

57Hz必 上

原子弾耳

非常停止

に要する

匡号の個数

変更なし

lIB C8N

E L +4 001‐ a

以上

上IB-03N

ε.し +4_00m

以上

lIB― C3N

8.L.=4.00m

メ上

変更なし

の
縁

上護

番
訪
画

水盗

区

遼 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

変
｀
真なし

の
働す

上畿

番

防

画

水除

区

漆 水 防 護 と の

配慮が必要な高さ

取付箇所

変更な し

の
号

上護

番

防

画

水総

Ｅ

流 水 防 譲 上 の

配慮が必要な高 さ

個 数

検出器及び作動条件

検出器
の種類

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

変更なし

原子炉非常停止信号を

発信させない条件

出力傾域 中性子束及び

ター ビン負符が定格 d議

力の10%以 下の場合、

自動で原 子炉非常停止

信号が阻止 される。

設定値・
こち

'

56-591″

原子炉非常

停止に要する

信号の個数

2

2

2回 P昏

ユ

以上の
工致

周波イ琴〔継電器

(B… 1次冷却材

ポンプ電源 )

E と_+4 0■

制御建屋

月波数継電器

(Cl次冷却材

ポンプ電源 )

詢!御建屋
E.L.■ 4 0m

周波数継韓器
(A-1次冷去,材

ポンプ監源)

E.と ,■ 4 0Hl

市ll御 感屋

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

設 置 床

系 統 名

(ラ イ ンネ )

設 霞 床

取付衝所

系 統 名

(ラ イ ン名 )

個 玖

3

再波数継竃籍

(B■ 1次冷却

材ポンブ

電源)

闘波数継電器

(C-1次冷却

材ポンブ

電源 )

検出器及び作動条件

検出器
の種類

同波数継篭器

(A■次冷却

材ボンプ

竃源)

１
次
冷
却
材
ポ

ン
プ
篭
源
周
波
数
低

ｌ
次
冷
却
材
流
還
喪
夫

変 更 前

原子炉

非常停止

信号の種類

遭
鶉

岸

μ
　
観

（解Φ
＼
ふ
釦
）

コ
ン

Ｐ
Ｏ
コ
）

… 1コーII-4-7-11 -



(12/18)

伽
ふ

変更なし

原子炉非常

停止信号を

発信 させ

ない条件

変更なし

6 4MPa

[自age]

以上

設定値

2

４
回
路
の
一
致

1

1

1

i

原子炉

非常停止

に要する

信号の価数

変更なし

の
号

上護

番

防

画

水陰

区

盗 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

取付箇所

変更なし

の
号

上護

播

防

画

水金

区

ャ金 水 防 議 上 の

巴Ёが必要な宙 さ

2

2

2

個数

3

2

主蒸気上

ウ弁 (#2)
全 Fお位置

検出器

主蒸気止

め弁 (#3)
全閉位置

検巴器

主茶気上

め弁(,4)

全″B位置
検出器

検出器及び作動条件

検出器
の種類

変更なし

主恭気上

め弁 ('1)
全閉位置

検出器

変更なし

変 更 後

原子炉

非常停止_

変更なし

原子炉非常停止信号を

発信させない条件

出力領域中性子束及び

タービン負荷が定格出

力の10%メ下の場合、

自動で原子炉非常停止

信号が阻止 される。

出力領域中性子束及び

タービン負有が定格出

力の10%以 下の場合、

自動で原子炉非常停止

信号が阻止される。

(l二 4か

6.4～ 7.4MPa

[gage]
(1系 列の内)

2

(1系列の内)

4

タービン建屋
E`L.+10.ln

ター ビン建星

E.L+17.0“
設 置 床

系  統  名

(ラ イ ン名 )

設置床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

6

(3個で

1系列)

8

(4個で

1系列)

タービン

非常しゃ断

油圧検出器

主蒸気止め弁

全閉位置

検出器

主
蒸
気
止
め
弁
閉

タ
ー
ビ
ン
非
常
し
や
断

油
圧
低

変 更 前

原子炉

非常停止

信号の種類 設定値 にお

検出器及び作動条件

1目数 取付箇所
原子炉非常

停止に要する
検出器

の種類

タ
ー
ビ
ン
ト
リ

ン
プ

ヨ
郭

牌

（伴ミ
添
９

コ
，

岸
∞
□
′

岸
ト
コ
ン

滓
枷
コ
ン

岸
⑤
コ
）
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変更なし

原子炉非常

停止信号を

発信させ

ない条件

両
回
路
の

一
致

変更なし

変更な し

l

2

海ゞ

上 の森 水 防

防 護 上 の

傘 水 防 譲 上 の

護 上 の

な 高

計器スパ

ンの23%
以上

定格流登

の30%
メ下

取付箇所 設定値
非常停止

に要する

4

個数

2

検出署及び作動条件

検出器
の種類

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

変更なし

原子炉非常停止信号を

発信させない条件

な し

設定値 (た。

20～ 30%

20～ 40%

原子炉非常

停止に要す る

信号の個数

百
回
路
の

一
致

1

l

A蒸気発生器

E_L +24 0コ

原子炉格納容器

A蒸気発生需

及び

主給水 ライン

原子炉格納容器

E L.■ 24,0巨

及び

中F口弓建屋

E.L ■24.Om

設 置 床

取付箇所

系 統 名

(ラ イン名)

設 置 床

系 統 名

(テ イ ン名 )

個数

2

A蒸気発生器

狭域水位

検出器

検出器及び作動条件

検出器

の種類

(l孝 4S)

燃 気発生器

主茶気流量

検出器

及び

主給水流量

検出器

Ａ
主
蒸
気
―
主
給
水
流
量
差
大

(工

“

)

原子炉

非常停止

信号の種類

蒸
気
発
生
器
給
水
流
量
低

変 更 前

N

μ

Ｏ

騨
〕
コ
ン

∞
”

遭
郭

Ｐ

（畔く
爵
）

岸
ω
コ
ン

ド
ふ
コ
′

μ
Ｏ
コ
ン

Ｐ
①
コ
）
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”
い

変更なし

原子炉非常

停止信号を

発信 させ

ない条件
設定値

定格流と
の30%
以下

計器スパ

ンの23%
以上

両
回
路
の
一
致

2

原 子 炉

非 常 停 止

に要 す る

情暑 の 価 稜

]会 水 防 護 上 の

区 画 番 号

虚 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

変更なし

の
号

上譲

番

防

画

水途

区

澄 水 防 譲 上 の

配感が必要な高さ

取付笛所

変更なし

個 数

2

4

検出器及び作動条件

検出器
の種類

変 更 後

― 原子炉

非常停止

信号の種類

変更なし

原子炉非常停止信号を

発信させない条件

な し

20～ 40°/0

設定値 に0

20～ 30%

両
回
路
の
一
致

1

l

原子炉非常

停止に要する

信号の個数

(士 IS,

B蒸気発生器

E.L.+24 0■

原子炉格杵内容器

B寒気発生器

及び

主給水ライン

原子炉格納容器

Eo L■ 24.Om

及び

中間建屋

E二 十二7.(lm

系 続 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

取付箇所

系 統 名

(ラ イン名 )

設 置 床

2

個数

B蒸気発生器

狭域水位

検出器

検出器及び作動条件

検出器
の種類

B蒸気発生器

主蒸気流量

検出器

及び

主給水流量

検出器

Ｂ
主
本
気
―
主
給
水
流
量
差
大

(dllH

変 更 前

原子炉

非常停止

信号の種類

蒸
気
発
生
器
給
水
流
量
低

削
エ

Ю

コ

ン

岸

ω

コ

ン

岸

ト

コ

▼

メ郭
C風 トェ

コ

（一０
＼
ヽ
い
）

′

岸
０
コ
）
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原子炉非常

停止信号を

発信させ

ない条件

変更なし

計器スパ

ンの23%
以上

設定値

定格流量
Q30%
以下

両
回
路
の

一
致

l

2

原子炉

非常停止

に要する

信号の1固教

変更なし

盗 水 防 謹 上 の

配慮が必要な高さ

盗 水 防 護 上 の

医 画 番 号

変更なし

の
号

上護

番

防

画

水詮

区

盗 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

取付箇所個数

2

検出器
の種類

検出器及び作動条件

変更4し

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

原子炉非常停止信号を

発信させない条件

な し

設定値 はφ誌成
1

両
回
路

の

一
致ライ ン

20～30%

20-40%

設 置 床

設  置 原子炉格納容器床

OnE.

系 統 名

(ラ イン名)

C蒸気発生器

及び

主給水ライン

子炉格 I網容器

E L ■24 0m

及び

中間建屋

E と キ17 0m

取付歯所

2

個数

2

味 気発生器

狭域水位

検出器

検出器及び作動条件

検出器
の種類

C蒸気発生器

主蒸気流量

検出器

及び

主給水流量

検出器

Ｃ
主
蒸
気
―
主
給
水
流
孟
差
大

蒸
気
発
生
器
給
水
流
量
低

変 更 前

原子炉

非常得上

信号の種類

”
『

∞

μ
募

t風 卜と

IEl

瀬
ニ

〕

コ

ン

ド

ω

コ

′

Ｐ

卜

Ш

″

（〕
〇
＼
卜
釦）

′

騨
⑤
コ
）
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変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

原子炉非常

停止信号を

発信 させ

ない条件

計器スパ

ンの11%
以上

計器スパ

ンの94γc

以下

計器スパ

ンの■%
以上

計器 スパ

ンの■%
以上

設定信

変更なし

変更なし

変更なし

変更な し

変更なし

が必要な

の

号

の

変更なし

の
■

上護
番

防

画

水金

区

陰 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

の

号

上護

番
防
酎

水途

区

盗 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

変更なし

金 水 防 護 上 の

配慮が必要 な高 さ

盗 水 防 護 上 の

区 蔵 番 号

, 原子炉

1奮塁写七
十信号の個数

取付箇所

変更なし

4

4

掴数

4

(HS?)

検出器及び作動条件

検出器
の種類

変更なし

変更なし

変更な し

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

変更な し

な し

な し

(t2・ ,

出 力 顔 域 中性 子 束 及 び

タィビン負荷が定終出

力の10%以 下の場合、

自動で原子炉非常停止

信号が阻止される。

原子炉非常停止信号を

発信させない条件

な し5～ 15%

5～ 15%

5～ 15%

設定値 lと 。

2

85～95%2

2

原子炉非常

停止に要する

信号の個数

2

原子炉格納容器

E.L、 +17.Om

原子炉格納容器

E.L.+24.OD

原子炉格納容器

こ と,+24_0腱

原子原格納容器

= L.+24.On

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

設 置 床

系 続  名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

取付笛所

系 統 名

(ラ イ シ名 )

3

3

個 数

3

ｍ拶蝉旺
加圧器水位

検出器

検出器及び作動条件

検出器
の種類

謀 気発生器

狭域水位

検出器

B蒸 気発生器

荻域水位

検出器

|

|

|

|

|

|

3

A蒸気

異常低

B蒸気

異常低

C蒸気

発生器水位

異常低

加圧器水位高

変 更 前

原子炉

非常停止

信号の種類

蒸
気
発
生
器
水
位
異
常
低
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(17/18)

∝
０

変更な し

変更な し

原子炉非常
停上信号を

発信させ

ない条件

160Gal

以下

十1X'al以 下

設定値

変更なし

変更な し

原子炉

非常停止

に要する

信号の個数

変更なし

CBrElN

E.L.ヤ 17.(l(la

以上

変更なし

配慮が必要な高さ

区 画 番 号

栓 水 防 議 上 の

澄 水 防 護 上 の

変更な し

の

号

上護

番

防

画

水途

区

金 水 防 褻 上 の

配慮が必要な高 さ

取付箇所

変更な し

の溢

個 数

検出器及び作動条件

検出器

の種類

変更な し

変更な し

変 更 後

原子炉

非常停止

信号の種類

変更な し

な し

原子炉非常停止信号を

発信させない条件

な し

な し50-200gal

100-300gal2

2

1E と +17 0m
制御建屋

E:と,-1.6D
原子炉補助建屋

原子炉補助建屋

E_L -1 6n

系 統 名

(ラ イン名 )

設 置 床

系 統 名

(ラ イ ンと名)

設 置 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

3

2

設定値 に0

検出器及び作動条件

取付笛所個 数
原子炉非常
停止に要する

検出器
の種類

原子炉

非常停止

信号の種類

水平方向水平

地震大

3
鉛直方向鉛直

地震大

スイ ッ手動

変 更 前

地
震

大
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(18/18)

変 更 後

20

50

340       350300       310       320       330

1次冷抑材平均
'目

惹 Tavg(℃〉

図1 過大温度 Δl高及び過大出力ΔT高

トリップ計画設定範囲

ΔT

(℃ )

変 更 前

(注 58)

31も295

30

320

40

25

遇雄 △T

過失出力ΔT商
トツクプ段定は

305       810

t次冷却材平均重配 Ta▼8(C)

図1 追大温度ΔT高及び過大出力ΔT高

トリンプにより保護される額域

（
９

争
『
網
日
電
苺

予

盗
ヽ

】

声トフンプ

競 仁

巣
０

(注1)記載の適正化を行 う。

(注2)記載の適正化を行 う。

(注 3)記載の適正化を行 う。

既工事計画書には「原子炉スクラムの種l煩」と記載

既工事計画書には「スクラムに要する僣数」と記歳

既ェ事計画書には「スクラム設定値」と記載
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(注4)記載の適症化を行う。既工事計画書tと は「スクラムを線止するインタロックどと記栽

(住3)記載の,直正化を行う。既I事計画書には
「
中性子束高 (中性子源領以)」 と記戦

(注6)既 工事計画善にコ¬転載がなしヽため縦載の適正化を行う,記萩内容は、設計図書による。                                    |
(注 7)記栽の適正化を行う,研上事計画書には「中間領域中性子束が守桂子源領域高電圧しゃ断中性子束値を超えた場合手動でスクラムを卜生止できる。また儀力領域中性子束が設定憶 (約 10%)

スクラムを阻止する。どと記載

(虚 8)記載の適五rヒ を行う。既工事計画等には「中性子東為 (中 間領域)」 と記載

(注9)記載の適正化を行う。既工事計画要には
'原

子炉 :中1カ が設定値 (約 10%)以上の場合手動でスクラムを阻止できる。」と記載

(注 10,記数の適こ化を行う。既工事計画等には「呻毎佐子束高 (出 力傾域)Jと 記哉

(注 11)記 載の適正化を行う。既工事計画書4こ tu「 出力領域中性子束変イ協率高」と記歳

(注 12)記 萩の適五化を行う。既工事計画書には「自動安全注入信号」と記載

′
(注 13)工 学的安全施設作露

'l信

号の非常用炉心冷却系作動信号 1口 じ。

(注 14)記 載の適正化を行うt既 工事計画書には「温度過大△T」 と配載

く注15)記載σ″適工化を行う。既工事計画書には「冷却材温度差検Jミ器Jと 記載

(注 16)既 工事計画書に記戒がないため記載の適正化を行う。

(注 17)図 1の 設定値の変更

(注 18)総数の適正化を行う。既■事計画書には f過出力411と 記載

(注 19)識 載の適五化を行う。a監 工事計画妻には
'原

子炉圧力萬1と記喰

(注 20)SI単 位に換算したものである。           ´

(注21)記載の適正化を行うt既五事計画轟ヽイこは「原子炉圧力抵」と諏載

(注22)記載の適正化を行う。既工事計,監 書には
'原

子炉出力が設定値 (約 10%〉 以 ドで夕=ビ ン出力が設定値以下の場合」と記載

(注23)記戦の適正化を行 う。既工事計画書には「1次冷却材流量英失」と記載                                  ～

(注 24)轟載の適正化を行うむ既工事口‐l ttI凄 には
'Aル

ープ冷却材流量検出器」と記致

(江 芝b)記栽の適工化を行 う。Fノξ五事計画様には「2回路以上の一致」と認我

(注26)記栽の適工化を行うヴ瞬工事言r画書には「定格値の85～ 95%」 と甜哉

(注 27)記載の適I〔 十とを行う。既工事計画書には「Bループ冷却材流量検出器どと記載

(注 28)記戦の適工化を行う。既と寧計画書には
'Cル

ープ冷却材流量検出器どと記載

(r学 29)縦競の適と化を行う。既工事計画書には
'原

子炉出ヵが設定値 (約 60%)以下の場合」と記載

(注 30)盤載の適正化を行 う。既工事計画書には「Aル●プ冷却材ポンプしゃ断器補勢スイッチ (断検出)」 と記載

(注 31)記散■,適 五化を行う。既工事計画等には 12つ 以上のスインチ
`′

)~致」と記載

(注 32)記載の道正イヒを行う,既工事計画書には「Bル‐プ冷渕材ポンプしや断器補助スインチ (断検出)」 と記載

(注 33)記載の適正化を行う。既工事計画書には rcル ープ冷ユ岬材ボシプしゃ断器補助スインチ (瞬検出〉Jと 記載

(注34)記載の道正イとを行う。既工事計画審には「6,600VCi母 森電圧検出器」と記載

(注 85)記 載の適五化を行う。既工事計画書には「6,600VC2母 線雹圧検出器Jと 記載

(注 86)記載の適正化を行う。既工事計画警億は「6.600VO母 徐電圧検出器」と記載

以上の場合自動的に
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(注 37)

(歳 38)

(注 39)

(注 40)

(注 41)

(注 42)

(注 43)

(どL44)

(虚 45)

(注 46)

(注 47)

(注 48)

(注 49)

(注 50)

(注 51)

(成 52)

(注 53)

(注 54)

(F主 き5)

(注 56)

(注 57)

(注 68)

記数の適正化を行う。既工事計画書には「6,600VCk母 線周波数検出器Jと 霊載

記載あ適正化を行う。既五事計画書には
'6,600VC2母

線局波数検出器」と爺栽                                  i
記載の適置化を行う.雰工事計画書には「6,600D母 線周波玖検崩器こと記載

記哉の適五化を行う。既五事計画書には「ターrン トリップJと 記改                                 _

寵載の適王化を行う。既五事計画書には「タエビン非常遺断漁圧検出器」と記載                     ,′
記栽の適と化を行う。既工事計画善に1ま 「6.4～ 7.4MPa」 と記哉

講載の適こ化を行う。既工事計画書には
'41と

言こ載

記載の適こ化を行う。既工事計画書には「蒸気発生器水位低 終気―給水流婁差大電と記載

識載の適正イヒを行う。既I事計画書には「Aループ寒気弾給水流量差擦出器」と記事                          ´

寵載の適正化を行う。既工事計画霧には「A蒸気発生器水位検出器」と記載

記栽の適正化を行う。既工事計画書には「Bループ泰気一給本流量差検出器」と記載                     ・

記栽の適軍化を行う。既工事計画書には「B恭気発療器水位検出器」と記事               I
記載の道正化を行う。既五事計画書には rcループ蒸気一給水流盈差検出器」を記栽

記載の適五化を行う。既正事計直番には「C蒸気秦生器水位検出器」と記載                             ヽ

記栽の道正化を行う。既工事計画答には「慕気発生器水位異常低」と記栽

本設備は、4個 のうちll回 をと学的安全施設等の作動信号で兼用

証載の適正化を行う。既工事計画書には「地震」と記我

記載の適エイとを行う。既工事計画書には「水平方向地擬検出器」と記職

誡載あ適五化を行う。研と事計画書には
'垂

直方向地残検出器Jと記載

記載の適正化を行う。舞I事計画書には「手動スクラム」を記載

記載の適正化を行う。既工事計画穣にはィ「手動スクラムボタン」と記織

既工事計画書に記載がないため証韓の適正化を行う。語載内容は、日g和 40年 1月 25日 付け49資庁第270号 にて認可された五事計画の添付資料3「制御能力計算書」による。
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8 工学的安全施設等の作動信号の種類、検出器の種類、個家及び取付箇所、二学的安全施設等の作動に要する信号の個数及び設定値並びに工学的安全施設等の作コ,信号を発信させない条件

常設 (工学的安全施設の作動信号) (1/10)

£

変更なし

変更なし

l乍動信号を発信させ

ない条件

10,97

MPa[gage]

以上

設定値

一
致

2

2

11.66

曜9[gage]

以上

計器スパン

の3%
以上

変更なし

工学的安全施

設等の作動に

要する信号の

個数

の
号

上護

番

防

画

水途

区

途 水 防 護 上 の

配慮 が必 要 な高 さ

取付衝所

変更なし

の

号

上護
番

防

画

水盗

Ｅ

F盆 水 防 護 上 の

西己慮が必要な高さ

変更なし

の

さ

の

区

詮

変更なし

4

4

4

個 数

検出器及び作動条件

検出器
の種類

施設等の

作動信号

の種類

変更なし

変 更 後

T基 ぬ 弁 ィ全

変更なし

(注 1 ll

加 圧 器 圧 力 が

13_73MPa[gage]以 下
の場合、手動で非常

用炉心冷却系作動信

号を阻上できる。な

お、上記阻上の自動

解除は、カロ圧器圧カ
が 13,731伊 a[gage」 以
上、かつ中間領城中

性子東が10~1。 A以
上で行われる。

工学的安全施設等の

作動信号を

発信させない条件

加 圧 器 圧 力 が

13.73MPa[gage]以 下

の場合、手動で非常

用炉心冷却系作
=b信号を阻上できる。

10,79～

12.26

MPa[gage]

0～ 10%

一
致

1

1

[gage]

11 77-
12 75

加圧器

E.と.+9,6n
原子炉格納容器

加圧器

E,L.+9`6れ

原子炉移納容器

方W圧器

原子炉格納容器

E.L.+17.On
設 置 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設  置 床

系 統 名

(ラ イン名 )

i誤  置 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

3

工学的安全

施設等の作動

信号の種類 取付箇所個 数

検出器及び作動条件

検出器

の種類

工学的安全施設等の

作動に要する信号の

検出器

検出器

加
圧
器
圧
力
低
と
加
圧
器
水
位
低
の

一
致

加
圧
器
圧
力
異
常
低

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号

検出器

変 更 前
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(2/10)

変更なし

工学的安全

施設等の

作動信号を

発信 させな

い条件

設定値

主
蒸
気
流
量
高
と
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
と
の

一
致

く)

I

l

２
回
路
以
上

（主
蒸
気
流
量
高
）

定格流量

の120%
以下

工~子
的安全

施設等の作

動に要する

信号の個数

の

号

上護

番

防

画

水盗

区

途 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

変更なし

変更なし

の
号

上議
番

防

画

水盗

区

途 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

取付笛所

変更な し

個 数
検出器
の種類

検出器及び作動条件
工学的安全

施設等の

作助信号
の種類

変更なし

工学的安全施設等の

作動信号を

発信 させない条件

1次冷却材平均温度
が1次冷却材平均温

度異常低の設定値

必下の場合、手動

で非常用炉心冷却

系作動信号を阻止

できる。

主
蒸
気
流
量
高
と
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
と
の

一
致

+10～

(珀をく)

従
２

回

路

以

上

（主

蒸

気

流

曇

高

）

+40°
/。

l

1

1

,蒸毎発生器系 統 サ名

(ラ イン名)

E.と.+24_Om
子炉格納容器帯 置 床

IF

生器
,蕪

気 発
系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床 原子炉格納容器

E_L_Ⅲ 24.Om

h蒸気発生器系 統  名

(ラ イン名 )

設 置 床
1原

子炉格納容器
E,と ,■ 24 0亜2

2

検出器

C蒸気

発生器

工学的安全

施設等の作動

信号の種類
取付箇所個 数

検出器及び作動条件

検出器
の種類

工学的安全施設等の

作動に要する信号の

検出器

A蒸気

発生器

検出器

B蒸気

発生器

主
燕
気
流
量
高
と
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
と
の

一
致

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号

変 更 前 変 更 後

―
~磁

ヨ
郭

岸

奮
ミ
ト
９

騨
∞
コ
′

岸
ト
コ
イ

ド
観
コ
ン

岸
⑤
コ
）

-lu― ■-4-8-2-
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ふ
的

変更なし

工学的安全

施設等の

作動信号を

発信 させな

い条件

3.35

MPa

[gagea

以上

設定値

倖
き

2

2

主
恭
気
流
量
高
と
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
ほ
と
の
一
致

ワ
回
路
以
上

（主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
）

工学的安全施

設等の作動に

要する信号の

個数

中間建屋

E L.キ 4.On

中間建屋

E_L.■ 17,Oin

lIB… 61ド

lIB― El

E.L.+4.ユ 3n

以上

E.L 十二7.25崩 l

以上

中間建屋

B.L`+4.Om

中間建屋

EL`■ 17.llH

lIB■ lN

lIB― El

E.L.+4.13m

以上

E.L.+17.25n
以上

中間建屋

E L ■4,OID

中間違屋

E.L、 ■17.0コ

lIB― GlN

lIB― El

E,と ,■4.13■

以上

E.L.■ 17 25n

以上

変更なし

設 _ 置   床

の
号

上護

番

防

画

水流

区

盗 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

の

号

上護

番

防

画

水後

区

澄 水 防 護 上 の

配慮が必要 ′よ高 さ

変更なし

設  置  床

の

号

上護
番

防
画

水盗

区

盗 水 防 護 上 の

配はが必要な高さ

取付箇所

変更なし

設  置  床

4

個 数

ヽ

4

検出器及び作動条件

検出器

の種類

変 更 後

工学的安全

施設等の

作動信号
の種類

変更なし

き

1

1

MPa[gage]

94-4.90

儀
主
蒸
気
流
量
高
と
主
寒
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
と
の
一
致

推
２
回
路
以
上

（主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
） ノ

1次冷却|オ 平均温度

が1次冷却材平均温

度異常低の設定値

以下の場合、手動

で非常用炉心浴却

索作動信号を F且 止

できる。

B圭蒸気管 (盗■

(在 7】

中間建屋

E.L.+17.Om

C主蒸気管 (■ 0

中間建屋

E.し,+17,Om

A主蒸気管 (こ°

中間建屋

E,L ,17 0H

設 置 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

系 統 名

(ラ イ ン名〉

設 置 床

系 統 名

(ラ イン名 )

3

3

G蒸気

発生器

主蒸気

圧カ

検出器

A蒸気

発生器

主蒸気
圧カ

検出器

は

３

B恭気

発生器

主蒸気

圧カ

検出器

主
蒸
気
流
量
高
と
主
蒸
気
ラ
イ
ン
圧
力
低
と
の
一
致

変 更 前

工事的安全

施設等の作動

信号の種類
設定値 で苫°

取付箇所

の

個数

検出器及び作動条件

作動信号を

発信させない条件

検出器
の種類

工学的安全施識等の

作助に要する信号の

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号

ヨ
郭

岸

岸

伽

（Ю
∞
＼
卜
釦
）

コ
ノ　
牌
０
コ
）
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さ 変更なし

工学的安全

施護等の

作動信号を

発信 させな

い条件

231 9℃

メ上

奄格流量

の120%
以下

設定値

工学的安全麓

設等の作動に

要する信号の

個数

変更なし

取付笛所

変更な し

の
号

上護

番

防

画

水盗

区

絵 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

変更なし

の
身

上護

番
防
証

水途

医

盗 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

変更な し

途 水 防 護 上 の

配慮が必要なおさ

の
号

上護

播

防

画

水盗

区

変更なし

の
号

上護

番
切
画

水盗
区

盗 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

個数

2

2

2

4

検出器及び作助条件

検出器
の種類

変 更 後

工学的安全

施設等の

作動信二
の種類

工学的安全施設等の

作動信号を

発信させない条件

1次 冷却材平均温度
が1次冷却材平均温

度異常低の設定億

以下の場合、手動
で非常用炉心冷却

系作動信号を阻止

できる。

変更なし

+10～

+400/。

280～ 283℃

呻
主
蒸
気
流
量
高
と
１
次
冷
却
材
温
度
異
常
低
と
の
一
致

帷
２
回
路
以
上

（主
蒸
気
流
量
高
）

2

l

1

1

蒸ゝ気発生器 (働〕

EL.■24.0■

原子娠格納容器

〕蒸気発生器 lt働

E L ■24.0題
原子炉格納容器

〕蒸気発生器 lこ。

原子炉格納容器

E L キ24,Om

A、  B、 Cループ

E.L +17.OIn

原子炉格株内容器

系 縦 名

(テ イ ン名 )

設 置 床

系 統 名

(ラ イン名)

設置床

工学的安全

施設等の作動

信号の種類
設定値 "=°取付窪所

検出器及び作動条件

検出器
の種類

工学的安全施設等の

作動に要する信号の

系 統 峯

(ラ イン名〉

設 置 床

系 統  る

(ラ イン名 )

設 置 床

2

2

8

変 更 前

主
蒸
気
流
盈
高
と
ｌ
次
冷
却
材
平
均
温
度
異
常
低
と
の
一
致

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号

出

発生器

蒸 気

検出器

l次冷却材

検出器

検出器

C蒸気

A蒸気

発生器

B蒸気

発生器

ヨ
鶉

岸　
奮
く
義
）

ノ

岸
伽
コ
タ

岸
ω
コ
）

-1■―■-4-3■ ―
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式 変更なし

工学時安全

施設等の

作動信号を

発信 させな

い条件

ループ

問差圧

0 94

MPa以 下

設定値

工学的安全施

設等の作動に

要する信号の

個数

変更なし

中間建屋

E L +4 0m

中間建屋

E_L.■ 17.伍

lIB― (,lN

lIB一 El

E と ■4.13m

必上

E.L.十 二7.251:l

以上

中間建屋

E。 と.+4,Om

中間建屋

E.L tt17.On

lIB― GIN

lIB― El

E!L +4 13コを

以上

EL■ 17251n

以上

中関建屋

E.L.,4、 0ュ

中間建屋

E.L+17_On
lIB― GIN

とこB―El

E と +4.13コ

以上

E L ,17.25nl

以上

設置床

の

号

上護
番

防
画

水途
区

変更な し

設置床

の
号

上護

番

防

画

水溌

区

途 水 防 譲 上 の

配慮が必要な高 さ

変更な し

設置床

の
号

上護

活

防

画

水漆

区

ぬ 水 防 護 上 の
配慮が必要な高さ

取付箇所

変更なし

盗 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

個数

4

4

4

検出器及び作動条件

検出器

の種類

変 更 後

工学的安全

施設等の

作動信号

の種類

変更なし

工学的安全施設等の

作動信号を

発信させない条件

な し

設定値 (と。

0-0_98
MPafgage]

一致

(PA`乳

>Pa)

(P、>Pa)

2回路

以上

(Pc>Pa)

2回路

以上

一致

(PA,Pコ

>比 )

(PA>PC)

2回路

以上

(Pュ >Pc)

2回路

以上

工学的安全施設等の

作動に要する信号の

個数

一致

(PB恥

>PA)
lPt>P、 )

2E罰略

以上

lPB>Pミ )

2回路

以上

取付箇所個数

検出器及び作コ,条 件

検出器

の種類

A主蒸気答 (と。

B主蒸気管 はじ)

C主蒸気管 (とけ

E.L.+17.On_

中間建屋

主
蒸
気
ラ
イ
ン
差
圧
高

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号

ン

3

3

設 置 床

設 置 床

設 置 床

(ラ イ ン名 )

中間建屋
E.と ,+17、 OB

中間建屋
E と.十 二7 01n

系 統 名
(ラ イン名)

C蒸気

発生器

主蒸気

圧カ

検出器

A寒気

発生器

主蒸気

圧カ

検出器
｀

B蒸気

発生器

圭蒸気

圧カ

検出器

統  名

変 更 前

工学的安全

施設等の作動

信号の種類

ヨ
郭

岸

騨
　
頓

（ω
Ｏ
＼
ふ
伽
）

壼
′

牌
Ｏ
Ｈ
）
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(6/10)

基
鯵

変更なし

32kPa

Ettge]

以下

変更なし

変更なし

原子原′綸助建屋

E.L.+20 1五

原子炉補助建屋

E と +27,3m

原子炉補助建屋

B,L.+32_3コ

燃料取扱建屋

8,と.+32.8B

lAB― Dl

lAB―Bl

lAB― Al

lFH=Al

E.L.+20,71n

以上

E、 と +28 57血

以上

E.L.■ 32.48■

以上

E.L +32 39■

以上

CB―ElN

E,L,+17.001れ

以上

盗 水 防護 上 の

区 画 番 号

盗 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な

高     さ

変更な し

森 水 防 護 上 の

医 画 番 号

盗 水 防護 上 の

配慮 が必 要 な
高     さ

工学的安全

施肩費等の

作動信号を

発信させな
い条件

検出器及び作動条件

取付箇所個数

信

検出器
の種類

施設等の作

動に要する

変更なし

設  置  床

4

変 更 後

工学的安全

施設等の

作動信号
の種類

変更なし

変更なしな し

工学的安全施設等の

作動信号を

発信させない条件

な し

設定値 ltひ

19_6´ψ

39.2

kPa[gage]

工学的安全施設等の

作動に要する信号の

個数  ´

2

制御建屋

E.L+17.OH

(甚 7)

_原 子炉

補助建屋

E`と ,+27.8n

原子炉

補助建屋

E二 十323n
燃料取扱建屋

E.と .+32.3魔

設  置  床

取付箇所

系  統  名

(ラ イ ン名 )

設  置  床

(ラ イ ン 名 )

系  統  名

2

個数

手動

スイ ンチ

検出器及び作動条件

検出器
の種類

格納容器

圧カ

検出器

原子炉

格納容器

圧力高

(tS'

手動

変 更 前

工学的安全

施設等の作動

信号の種類

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号

円

Ｐ

Ｏ

騨
　
尚

卜と

「

翌
鶉

岸

ａ
滓卜
９

ト

コ
ｒ

岸

伽

コ
⌒

岸

③

コ
）

- 1■―II-4-8-G 一
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〈
芍

変更なし
140kPa

[gage]

以下

変更な し

変更な し

工学的安全

施設等の

作動信号を

発信 させな

い条件

検出器及び作動条件

取付箇所 設定値
施設等の作
動に要する

検出器

の種類

変更な し

CB―EIN

E L 117_00皿

以上

lAB― Dl

lAB― Bl

とAB―Al

lFH― Al

E.L.Ⅲ 20,71れ

以上

E_と Ⅲ28 57ュ

以上

E.L +32 48肛

以上

E_L +32_39n

以上

C8-Elド

E L.+17.00■

以上

原子炉補助建屋

E_L_キ 20 1m

原子炉補助建屋

E.L +27 8m

原子炉補助建屋

E と.■ 32.3)|

燃料取扱建屋

E。 と.+32.3D

織 水 防 護 上 の

配なが必要な高さ

の
号

上霞
番

防
画

水溢
区

盗 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

の
号

上護

番

防

画

水詮

区

途 水 防 護 上 の

配慮が必要な高さ

変更なし

上 の

号

護

番

防

画

水溢

区

変更な し

変更な し

設   置   床

変更な し

変更なし

変 更 後

I学的安全

施設等の

作動信号
の種類

変更な し

な し

な し

工学的安全施設等の

作動信号を

発信させない条件

な し

設定値

2

2

工学的安全施設等の

作動に要する信号の

1回数

kPっ [gage]

131
2

制御建屋
E.L.キ 17.0〔 l

制御建屋

E.L.+17 0ロ

設 置 床

系 続 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

取付箇所

2

2

個 数

原子`炉補助建屋

E.を  +20 1m

原子炉補助建屋

E.L ■27.8ェ

原子炉補助建屋

E L_Ⅲ 32.3:n

燃料取扱建屋

E.L +32,3:B

4

設  置 床

系 統 名

(ラ イ ン名 )

手動

スイ ッチ

手動
スインチ

検出器及び作動条件

検出器
の種

',碩

格納容器

圧カ

検出器

原子炉

格納容器

圧カ

異常高

手 動

変 更 前 (注け

工学的安全

施設等の作動

信号の種類

原
子
炉
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
作
動
信
号

N

μ

Ｏ

岸
　
〕

トエ

遭
辣

牌
頓

（∞
Ｎ
＼
ぶ
い
）

口
′
岸
Ｏ
Ш
）
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釣
０

変更なし

工学的安全

施設等の

作動信号を

発信 させな

い条件

87XPa

[gagea

以下

設定値

工学的安全

施設等の作

動に要する

信号の個数

変更なし

原子炉補助建屋
E L ■20 1D

原子炉補助建避
B.L +27.3a

原子炉構功建屋
E.L`+32 3コ

燃料取扱建屋
E L,+32.3D

E.L`+20,71n

以上

E.L +28_57E

以上

=.と
.± 32.48ほ

必上

E_L.+32 89E】

以上

lAB― Dl

lAB― Bl

lAB■ 1

lFH=Al

取付箇所

変更なし

設  置  床

途 水 防 護 上 の

区 画 番 号

の
な

さ

上

要

護

必

防

が

水
慮

栓

配
高

個数

4

検出器及び作動条件

検出器
の種類

変 更 後

工学的安全

癒設等の

作動信号

の種類

変更なし

(注29)

(注29)

工学的安全施設等の

作動信号を

発信させない条件

な し

設定植

kPa[gag9]

78

工学的安全施設等の

作動に要する信号の

～ 担数

2

原子炉補助建屋
E L +27.8m

原子炉構勁建屋
E L.+32.3m

燃料取扱建屋
B L +32.3れ

取付笛所

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

個数

3

検出器及び作動条件

検出器

の種類

格津内容器

圧力

検出器

(注 29)

(注 29)

原子炉

格納容器
圧カ

異常高

主蒸気

流量高と

主蒸気

ライン

堅力低 との

一致

主慕気

流量高と

と次冷却材

平均温度

異常低 との

一致

変 更 前 〔重い

工学的安全

施設等の作動

信号の種類

主
蒸
気
ラ
イ
ン
隔
離
信
号

Hl
′

 削

トユ
郭

Clトェ

]二El

（∞
∞
＼
卜
い
）

ノ

μ
ω
Ⅱ
）
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工学的安全

施設等の

作動信号を

発信 させな

い条件

な し

設定値

】

変更なし

変更な し

変更なし

工学的安全

施設等の作

動に要する

信号の個数

CB―EIN

E。 と.Ⅲ 17.00駆 l

以上

CB― EIN

E L +17 00:n

以上

CB―ElN

B́ L 十二7 00n

以上

CB―ElN

E.L.■ 17 00コ 1

以上

途水 防護 上の

配慮 が必要′F
高    さ

変更なし

詮水 防護上の

区 画 番 号

配慮が必要な
盗 水 防 護 上 の

さI島

取付笛所

制御建屋 E.L+17_llH

ど俊水防謹上の

区 画 番 号

途水防護 上の

配慮が必要な

高    さ

変更なし

盗大 防護 上の

区 画 番 号

遼水防護 上の

配慮 が必要な

高    さ

変更なし

途水 防護 上の

区 画 番 号

個数

2

手動

スイ ッチ

(全ループ)

検出器及び作動条件

検出器
の種類

手 コ

変 更 後

工学的安全

施設等の作動

信号の種類

主蒸気

ライン

隔離信号

変更な し

変更な し

変更なし

な し

な し

工学的安全施設等の

作動信号を

発信させない条件

な し

設定値

1

工学的安全施設等の

作動に要する信号の

個数

制御建屋

E.L.+17.0れ

制御建屋

E.L.■ 17.Om

制御建屋

E L.■ 17.Om

系 統 名

(ラ イン名〉

設 置 床

取付笛所

系 統 名

(ラ イ ン名 )

設 置 床

系 れ  る

(ラ イ ン名 )

設 置 床

1

個教

検出器及び作め条件

検出器
の種類

手動

スイッチ

(Aループ )

手動
スイ ッチ

(Bループ〉

手動

スイ ンチ

(Cループ)

変 更 前 (よP

工学的安全

施設等の作動

信号の種類

主
蒸
気
ラ
イ
ン
隔
離
信
号

手動

|

N

牌
　
〇

N

鉾
一

削
工ヽ
卵
μ　
　
（∞卜
＼
卜
い
）

添
コ
′
μ
ぃ
コ
ン

ド
ω
コ
）

― lu― II-4-8-9 =



鶯
(注 1)記草宅の適正イヒを行う。瞬工事計画書には r原子炉スクラムの種類」と詑載

(注 2)記載の適正化を行う。班五事計画奉には rス クラムに要する個数」と記載

(注 3)記載の適正化を行う。多モ通事計画書には
'ス

クラム設定値」と記載、

(注 4)記載の適正化を行 う。既工攀計画書には「スクラムを膵負止するインタロンク」を記載

(注 5)記取の適工化を行 う。,そ I事計画書には「自動安全注入信号」と記載

(注6)研 工事計画書に記載がないため記載ク)適工化を行う。

(注 7)既上事計画書tと 記載がないため儲敏の適正化を行う。記載ん容は、設計図霰による。

(注 8)記載の適正化を行 う。既五事計画書にli r両回路の ―数Jと 記戦

(注9)SI単位 ,こ複算した )ヽの である。

(注 10)記 載の適正化を行う。既工事計画書には「加圧器圧力が設定値以下の場合手動で安全注入設備作動を膵良上できる。

(注 11)記 栽クノ適正化を行うる既工事計画答には「加圧器圧力が設定1直以 下の場合手動で安全と人設備作動を阻止できる。

A以上で行われるでう」とЯ己載

(注 と2)記我の適正イビを行 う。既工事計画書にI表 「Aループ蒸気流農高検出器」と記栽

(注 13)記 載の適正化を行 う。既工事計画魯には「Bル ィプ奉気流盪高検盛器」と記載          ~

(注 14)記 栽の適正化を行う,既 正票計画機に|ま
「Cループ寒気流孟高検出器どと認敏

(10/10)

|ユ

〇

れ
トと

時

m

‐                               トユ

∞

コ

Jと 記 載                                       
了

な お 、 上記 阻止 の 自動 解 除 は加 圧 器 五『 力 が 設 定 値以 上 かつ 原 子 にすコ出力 が設 定 値 (約 10~腱 ～ 10を
'ユ
ト

IEl

卜と

瀬

郭

―ユ淳―H 4鍔 -10-

牌
　
（∞
９
＼
卜
伽
）

９

コ

／

牌

０

コ
）

重学的安全

施設等の

作動信号を

発信 させな

い条件

設定値

工学的安全

施設等の作

動に妻する

信号の1固数

変更な し

CB一BIN  ・

E.L +17.00m

以上

取付箇所

変更な し

の

号

上種

巻

防

画

水澄

区

の

な

さ

上

要

護

必

防

が

水

慮

遼

艶

高

個数

検出器及び作動条件

検出器
の種類

変 更 後

五学的安全

施設等の

作動信号の

種類

(注 29)

(注 80)

変更なし

工学的安全施設等の

作動信号を

発信 させない条件

な し

設定値

工学的安全施設等の

作動に要する信号の

個数

1

制御建屋

Eと +170ェ

取付衝所

設 置 床

系 統 名

(ラ イン恣 )

1回数

2

検出器及び作動条件

検出器
の種類

(注 29)

(注 30)

手動
スイッチ

非常用

炉心

冷却系

作動信号

原子炉

格納浴器

ノ、プ レイ

作動信号

手動

変 更 前
(お

工学的安全

施設等
`′

作ヽ動

信号の種類

原
子
炉
格
納
容
器
隔
離
信
号



(注 16〉

(注 16)

(注 17)

(注 13〉

(注 19)

(注 20)

(注 21)

(注 22)

(注″3)

(注 24)

(注 25)

(注 26〉

(注 27)

(注28)

(注 29)

(嵐 30)

記載の道こ化を行う。緊工事計画書には「2回 路以上の一致ょと記載

記載の適正化を行うし既工事計画書には「主蒸気管安全注入プロック手動操作 (2ィレープ以上から冷去p材平均温度異常低信号が出ている場合に手箋カブ露ック出来る)」 と記載

ロエ栽の適正化を行うと既工事計画書にイよ rAループ泰気管圧力低検出器」と記載

記載の通正fと を行う。既工事計画書には「l」 と記載              「

記栽の適こ化を行う。既工事計画書tと は
'Bル

ープ蒸気管圧力低検出器」と記載

記載の適正化を行う。跳工事計画書には
'Cル

ープ蒸気管圧力低検出器」と記載  |

記載の道正rと を行う。既工事計画書には「Aループ冷却材平均温度異常低検出器 Bループ冷却材平均温度異常抵検出器 Cループ冷去F材平均温度異常低検脱器」と記載

記載の適こ1ヒ を行う。玩■寧計画書には「8ループュループ主蒸気管圧力差検出器 CループーAル ープ主蒸気管産力差検出器Jと記載

(途22)、 (注 24)、 (渡 2,〉 の検出器の種類(′,表諷rッ,変更に伴vヽ 記載の適五化を行う。

記載の適正化を行う。夢峰工事計画書には「AループーBル iプ主恭気管圧力整検出器 CルィプーBループ主蒸気管F上 力差検出器」と甜栽

記載の適五化を行う。既互事計画書には「Aループ荒ループ主蒸気管圧力斎検出器 BループーCループ主蒸気管屋力差検出器」と記載

記載の適こ化を行う。班工事計画書には「格納容器内圧力検出器コと記域                                           ・

検出器及び作勤条件のl固数41国 のうち1個 は取付箇所の変更を行う。 (lPT-952)

記載の適正化を行う。既五事計画書に

'=「

手動」と記載

非常用炉心冷却系作動信号と園しЬ

原子炉格納容器スプレイ作勤信号と同じ。

辛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
」鴛卵
μ
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ω
＼
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伽
）

（↓
智
Ｎ
■

μ
ｏ
油

μ
〕
Ⅲ
フ

μ
∽
コ
′

牌
ト
コ
′

牌
ω
コ
ン

ド
ω
コ
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工事計画本文 (lttl原発第121号 (平成30年5先 24日 )にて軽微変更届出)
房li紙 い3-1-2

(13/18)
の る に る の を )に あっ は 、 の

魚

― Tl― Il-4-7-13 -

削
卓
鴛卵
滓
　
（ω
『
＼
卜
釧
）

岸
や
コ
イ

ド
∞
・コ
ン

ド
ふ
コ
ン

μ
９
コ
ン

ド
〇
コ
）

変 更 前 分 更 後

検出器及び作動条件 検出器及び作動条件
原子炉非常原子炉

非常停止 原子炉非常
停止に要する

信号の個数

1原子炉非常停止信号を
発信させない条件

原子炉  ‐~|…~~
療手デF

非結停止 |

に要する |

信身,)鶴数十

1停止信号を

T″ 穣標 |

検111器

の種類
個数 取付箇所 設定値 鶴 燃壌錘就 取付箇所 設定値 1発信させ

,ない条件

―
系   統   名

(ラ イ ン 名 )

|な蒸気発生器 |

1  及び   !
主給水ライン

i

Ａ
主
蒸
気
―
モ
給
水
流
量
差
大

恭
気
発
生
器
給
水
流
近
ほ

A恭気発生器

主蕪気流造

検出器

及び

主給水流彙

検歳器

21設   置

僚子炉
~格

納本器
|

erと、+24.0駅  |

床   及び   1
中間違屋  |

定務流最の

30%以下 、変更
|

iな し

ε_し ,+24.0ュ

:隠 蔵 番 号 画
回
路
の

一
致

な し 変更なし 変更なし

1盗ヌ務 護
=示1配慮が必要な高さ|

系   統
藤 気発生器

ン

A恭気発生器 酸   霞   床
電.L +24. 計器スノくン

の23%以上
変 更

狭域水位

検出器
の

2
な し



(14/18)

原子炉非常
俸止信Bを
発信させ

ない条件

変更
なし

変 更 後

原子炉
非常停止

信号の種憑

検麟‖器及び作働条件

俄密使取付箇所個数
冷離 止
に郵する

原キ炉非常停止信号を

発信させない条件

計器スパン
の23。/。 以上

tと,■17

を,と ,■24,04

及び

守閥建屋

B熱気発生器

原子炉格納容稲

E.と、Ⅲ24,OH

変更なし変更なしな し画
回
路
の
一
致

30%
定格流最の

変更
なと

弘 下

統   奉

イ ン 名 〉いフ

系

く

設   置   床

の
身

上霞
番

膵
画

水途

区

途 水 防 儀 上 の

醜慮が必要な高さ

B恭気発生器

及び

主給水 ライン

取付笛所

変 更 前

原 子炉非常 |

停止に露する1 設定値
信号の個数 Ⅲ I

検出器熟び作動条件

個数
検出器
の種類

原子‐炉

非常停止

Ｂ
菫
黙
気
十
歳
給
水
流
と
窪
大

蒸
気
発
生
器
給
水
流
と
低

4

と

名

，名ン

統

イいフ

系

く

．B蒸気耗生器

=驀
気流童

検出器

及tド

主給水述豊

検出器

B恭気莞在器

狭域水位
検出器”

労

渤
エ

ド

〕

コ

と

Ｐ

ω

コ

ン

ド

ト

コ

′

トユ
郭

銀 岸

EEl

（ω
∞
＼
添
ｍ
）

オ

岸
ω
コ
）
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(16/18)

個数

変更

なし

変更な し

変更
なし

検出器及び作動条件

・駁付箇所 説だ億

子炉非常
1棒 虚信号を

非常停止

に要する
,と信させ

ない条件

変 更 後

検出

原子炉

非常停止

信号の1重類

原子炉非常体止信号を

発信させない条件設定鍾

床子炉非常

停とに要する
信号の個数

変買なしな し面
固
欝
の
一
段

．
計器ス

の23%メと

ヽ

2
パ うノ

定格流量の
30%ツ 下

E.と ,■

B,と、+24.OШ

及び

中間建屋

C蒸気露生器

B.Lコ ■2■ 0廟
設   囲  床

の

の

が 必

(ラ イ ン

1薗教 I 取付箇所

4

検出器及び作魏条件

号の
検出器
の種曇

原子炉
非常停止

Ｃ
と
泰
気
―
芝
給
ネ
流
豊
斎
大

蒸
気
発
生
器
給
水
流
量
低

2 設   盛   床

C紫気発生器

及び

主給水ライン

系   統   名

(ラ イ ン 名 )

C蒸気発生器

歳泰気統登

検出需房. 
及び

十歳給来流量

1 検出器

C蒸気発生器

狭域水位

検出器鈴
併

慟

μ

Ｏ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
浬
辣

ド

拌

ゃ

コ

ｖ

μ

∞

コ
才

μ

ト

コ

ン

ド

伽

コ

（ω
Ｏ
＼
卜
碗
）

′　
騨
〇
・コ
）

■■1-u-4…7-15-



(注37)

(注38)

(注89)

(渉 40)

(注4二 )

(注4?)

(注43)

(掟雀Jら 1)

(連 52)

(注う3)

(注 54〉

(注65,

(注66)

(注67)

(注58)

(注39)

記載の適工化を行うと既I事計画喜tと は「6,600VCI再 γ`腺厠波数検出器」と縮載

記載あ適正化を行う。既工事計画書に,ま f6,600VC2母森周波数検賤器」と記載

誡載の適正化を行う,既上事計画書には f6】 600VD母繰,蔚波数検出器」と露載

寵1歳 の適正イとを行う。既工事計画森には「夕Tビントサップどと誼哉  i

記載の道正化を行う。既工事計画書には「タエビン非常遮断油圧検農器」と記載 ヽ                          !  .
記載の適正化を行う。既工季計画書には ±6.4～7,4世aJを 記載

酪載の適正化を行うこ雛工事計画書には「建」と甜載    (
隷載の適正、屹を得う。既五事計画害には r療気舞生器水位其驚低」と組載

本設備は、4+園のうち1働 をと学的安全絶設等(″)作動信号て'兼用

記載の適正イ協を行う。l電 工事計画書には
'地

療Jと誡歳                                         ‐

翻載の道重1と を行う。雛■事計画書tと は r水平方向地藤検出器J士 や鮨載

祀載の適産イとを行う。既正事計画書には「垂直方向地震検t軒器世と認嘩

語載の適正化を行う。銃と寧計画様には「手動スクラム」と記載   ・

観載の適正化を行う。既五事計画書には「争動スクラムボタン」と記載    ｀

,監 工事計画Ⅲ書に記裁がないため剤載の適五化を行う。寵載内容は、昭和49年 1月 25日 付け4も資庁第270号 にて認可された二事計画の添付資料3「制御鍵力計算書J

平成28年 6月 10日 付け原規規,と第1606104号 1とて認可されたB電工事計画書に:a r2Jと記致

子とよる。
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8 工学的安全施設等の作動信号の種類、検出器の種類、個数及び取付箇所、工学的安全施設等の作動に要する信号の個数及び設定値並びに工学的安全施設等の作動信号を巽信させない条件

常設 (工学的安全施設の作動信号)

】叫紙 -3-1-3

(1/10)

鉾
鬱

(連a2)

頚圧 器 圧 力 が
3,73MPa[gagei 以
下の場合、手

'力

で

十常用炉心冷却系

乍動信号お_'阻上で

きる。

(ltaを｀

■ 圧 器 圧 力 が

3_78Pa[gage]以
下の場合、手動で

に常月炉心冷却系
乍助信号を睡上で

きる。なお、上記
駐上 の 自動解 際
よ、加圧器圧力が

弘73MPargage]以
と、かつ中間領域

“

性子束が10~1。A
ス上で行われる。

変 更 前 変 更 後

検出器及び作動条件 検出器及び作動条件
工学的安全

施設等の作動

信号の種類
検出器
の種類

撥数 取付箇所

工学的安全建設

尊の作動に要す 設定値

る信号の個数

工学的安全施設等の

作勁信号を

発信させない条件 籍稼壇轟歳 取付箇所
設等の作助に

要する信号の
設定億

作動信号を

発信させない条件

系 盈
‐

名  瀬圧暑

(ラ イ ン 名 〕

加
圧
器
圧
力
低
と
加
圧
器
水
位
低
の
一
致

海l歴警雇カ

検出器

設   虚  床
瞑

と[逮熱奪

番 '

11.66

MPa tgagea                   l

以上        (H3ゅ |
十    ―加圧器圧力が13.791

褒
,一

■ 督i[撃聟 撮 盈福
|

1心冷却系作動信号を |

ィ計器スバン1限
止できる。

    .
I の3% |          |

以上

4
防

顔

水濃

Ｅ

の

い≡
．

上
　

一

感

番

2

濠 氷 防 議 上 の

霊車が必要な高さ ＞
イ
　

　

‐
‐

‐
，

変更な し一系 一籠 名 痢屋器

(ラ イ ン 名 )

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号

加睡器水位

検出器

1設 置  床原ξ『埼#篤帯
の

2

区 節 番 .号

溢 水 防 議 上 の

名

＞名

統

ンイ】フ

系

ぐ

加圧器 〔連

“

)

加圧器屋力が 13.79

MPa[gage]以 下の場
「
合、手動で非常用炉

1心冷却系作助信号を

阻上できる。なお、
上記阻上の自動解除 |

は、加圧署圧力が
|

13.79Pa[gage] 以
―

上、かつ中間領城中 |

佳子束が10~ユ
OA以

上で行われる。

加
圧
器
圧
力
異
常
低

設   置   床
原子炉格納容器
―  E.と .+9.6n  十 10.97

加圧器撃カ

検出器 |
2       MPa[gageュ 変更なし

途 水 防 護 上 の

区 画 番 号

以 上

濃 水 防 稜 上 の

配慮が必要な高さ

騨
郭

観 岸

コ

削

岸

ト

ロ

ノ

（ふ
μ＼
添
９）

′

岸
ω
コ
）

一Tl―■ 48いI―



別紙…9-1-4

(4/10)

皓
☆

施設等の

い条件
させな設定値

要する信号の

個数

取付箇所撥数

変更
なし

検出器及び作動条件

検機器
の種類

工学的安全

施l資等の

作動信号
お種類

変更なし変更なし

変更

なし
I次冷却材平均温

度が1次冷蝉材平

均温度異常低の

設定値以下の場

合 、手動で非常

用炉心冷却系作

嘉L信 号を鳳止で

きる。 _

281.9℃

必上

C蒸気発生器

B、 Cルー七ノ

E.を .

ε L_Ⅲ 24.0,コ

醸 気発生器

Eィ と,+24:0聰

L.キ24.Om

笠
療
気
流
量
萬
と
１
次
冷
却
材
還
渡
異
常
ほ
と
の
一
致

２
回
路
以
上

（主
蒸
気
流
最
高
）

薇蒸気発生器

ゝ

，

2

l

定格流最
の120%
以下

工学的安全施設等の

作動に要する信号の

個数

設定値駁付衝所 させない条件

工学的安全施=渋等
の作動信号を

ン

統

酸  霞   末

の

区

イ  ン

設
′
 置  床

の

番区

の

な

(ラ イ ン 名 )

設   露   床

の

の

さぉミ

ン

設   繊   床

番  身

きが必

4

C恭気
養生器

個数
検出器
の種類

2

検出器

A蒸気

発生器

B蒸気
発生器

検出器

検出器

工学的安全

施誠等の作動

信号の再_類

検出争癖及び作動条件

〓
恭
気
流
量
萬
と
と
次
冷
却
材
平
均
農
度
異
常
低
と
の
一
数

非
常
用
炉
心
冷
却
系
作
動
信
号

トユ
琳

頓 卜ょ

コ

コ
」

Ｆ

ト

ロ

′

（卜
Ｗ
＼
卜
銅
）
　
，

′

牌
①
コ
）

-11-コ ー4-浄 4-



別組 -3い 1-5

(7/ill)

体
∪

変  更 後

T学的安全施設等の

作動に要する信号の機数
取付餞所個数

験襲器及び作勁条件こ学白,安全

信号の種類

等の作動倍身を

発信させない検出器
の種類

変更なし

変更なし

な し

な し

こ学的安全施設等の

作動信号を
発信させない条件

制御建屋

E.L.Ⅲ 17.l近

CB 01N

00コE.と ,+1?.

以上

L工 +17.Oa
制御建駐

研 ■ IFl

E.L.キ Iイ.(lll車

以上

な し

|

lAB Al

ユ40にPa

itageコ

以下

坤
E.と ,す20.ln l  、

原子炉補助建屋1 
´

E,L.■2τ .8子Ⅲ I

原子炉給助鐘亀
E.し.+32_3m  i

燃料取扱建量 |

8,と,+32,3凛   `

t組:|

変 更 前

工学的安全

施設等の作軸

信号の種類
1検出器
1 の種類

検出器及び作動条件

イ  ン

(ラ イ ン

原
子
炉
構
締
容
器
ネ
プ
レ
イ
作
動
信
号

)

の

の

床

区

2

2

出器

圧力

検

格納容器

幸勲

設   置   床

絞 ;餓  床

鞠励疑

ラ イ ン

濃 本 防 畿 上 の

醜憩が必要な高さ

手動
スイ ッチ

(MSP'と 、

障SPi2)

手動
ス″(_ッ チ

く穏SP'3、

雄SP-4)

原子炉

●

身

と譲

番

防

画

水総
区

吾貴  重

瀬

ド
郭

伽 トェ

IEl

（卜
∞
＼ヽ
働
）

〃

岸
①
コ
）

i Tl― E―争8い7-



号l浄磯-8‐ よ-6

(10/10)

変 更 前 変 更 後

検舶器及び作動条件
工学的安全

検出器及び作豊
'J条

件 工学的安全

施険等の

作研力信号を

発信き常な
い条件

工学的安全

施設等の作勤

信号の種類

工学的安全施設等の
|

!作動に要する惜号の! 設
1   個数   十

~~∵
と学的安全施設等の

施設等0 1工学的安全

検崩器
の種類

取付簿所
作動信号を

作勲信号′〉1峡出器
|の 種類 llttl数 観離墓字客1設定値個数 '

定

“

  携1吉 させない条件 取付箇所
種類

非常チ構

炉心

冷却系

作助信号

(遊29) 変更なし

原
子
炉
格
納
容
器
鴎
離
信
号

原子オ″

格納容器
スブ レイ

(議30) 変更な し

くライ ン

設  置

手動
拳 動

倫 水 防 譲 _上 の
GB一 BよN

な し 変買なし
スイ ンチ

lう
(

の
E. L 十ユ 00れ l

配 慮 拘式必 要 な
以 上

い
｛ (浅嶺)記載の適正化を行 う。既正事計画書には 「原冷炉スクラムの種頚Jと 記載

くと遺之)記載の適五化を行 う。既工事計画書には「スクラムに要する個振 1を 記載

く注3)蔵載の適玉イヒを行う。雛工事計麓密には「スクラム設くと値ょと記載

(造4)記載の適正化を行う。既{事計穏妥には
'ネ

クラムを阻止するインタロンク」と,とこ我

(浅5)記載の適正化を行 う。既五募計画書には「自動安全注入信材」を金峨

(注6)暁五事計画秦に講載がないため訥載の適正化を行 う。

(注 7〉 雛工事計l塵!書 に記載がないため記歳の適韮化を行う。記載内容は、設計醸害,こ よる。

(注8)絶織あ通正rと を行う。既■事計画議には 「両周路の一致Jと 証載

(滋9)SI二ま位に換算したものであるし       ヽ

く連 x彦 )記載の遭正Fヒ を行う。既五事計画春には fAル ープ恭気挽童高検出器」と記載

(注 13)記載の適正化を行うし雛≧事計画書には 丘Bループ蒸気流と高検出器〕と記載                                 _

(泣貨4)記載の適正化を行う。既I事計画書 tと は「Cループ蒸気流量高検出器」と記載

(注16)記載の適正化を行うじ既五事計画書には「2園躊以上の一致」と記載

(とと16)尋勾巳載の道とFヒ を行うね既工事計L鳴I春 には「主恭気管安全注人プロンク手動操作 (2ル ープ以上から冷却材平均温度異常低信号が量言ている場合に手動ブロンク出来る)

t(江
17)記載の適正化を行 う。既工事計画書 t〔 は「Aループ祭賀管屋カイ丘検出器dと 記載

瀬
こ
彗
卵

騨

　

（
心
卜
＼
卜
銅
）

，

Ｐ

ｏ

ｈ

騨

Ｎ

コ

ノ

岸

∞

画

′

Ｐ

ト

コ

′

Ｐ

朝

Ш

′

岸

⑤

コ

）

と認教
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(注 18)

(滋 19)

(注20)

(注夕2)

(注23)

(注24)

(I125)

(と26)

(遠V)

く浅29

(注29)

(注30)

(注31)

(注 32)

(注 3め

(注 84)

記載の適正化を行う。既工事計画盛には「lJと 記載       ,
記哉の適上化を行う。既工事計l爾審には

'Bル
‐プ蒸気管正力機検,H器」と霊載

記載の適正化を行う。既工事計画書には「Cループ蒸気管歴力低検出器」と記載

語載の適Iイ監を行う。既工事計画書には「Bループ…▲ループ主蒸気管歴力遷検出器 Cループー影レ●プ主蒸気管屋力歳絞腱攀Jと 記載

(注22)、  f注24)、 (連25)の検出器′′種類の表記の変更に伴い記奪たの蓮正化を行うぅ

寵載の適正化を行う。班五事計画書には「Aループ F,ループ
=蒸

気管歴ブ,表検出器 Cループ…Bループ主慕気管圧力差検出器Jを 記栽

記喰の適工化を行う。競I事計画書には「AループーCループ主蒸気管屁力差検出器 aルーデーCループエ恭気管圧力差検出器」と語載

記りこの適正化を行う。斑工事計画書には I格紳容器内F上 力検機器」と諷職                  ―

検鶴器及び作電色条件の個数4個あうぢ11題 は取付笛所″,変更を行う。 (lH-952)

記載の適五イしを行う。既工華計画書tと ば f手動Jと 霊載  
´

非常用炉心冷却系作嚇信号と同じ.

原子炉務納容器スプレイ作動信号と局じ。

r遣載の適正イヒを行う。甜歳内容は設計園書による。

平成28年6月 10日付け原規規発第1606装 04号 にて終可された既工事計爾書には変更議に寵戯

平成28年 6月 10自 付け原規女見舞第1で

'06104号
にて認碑lさ れた醍工事計画書には「2」 と記載

語載の連正化を行う。平成28年 6月 10H付け原規規発第1606よ 04号 にて認可された藪五事計画書には「手動スインチ」と記載

渓
郭

騨

（占
潜
９
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蛸
コ
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μ
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岸
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コ
′

岸
∞
コ
′

岸
ト
コ
′
μ
観
コ
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畔
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施設 機 器 名 個数 検査項目 確認内容

安全保護

装置

安全防護系
シーケンス盤
lSFSA-1
lSFSA-2
lSFSA-3
lSFSA-4
lS「 SA‐ 5

lSFSB-1
lSFSB‐ 2
lSFSB-3
lSFSB-4
lSFSB一 :5

原子炉保護系
計器ラック
lPI-1
lPⅡ -1
lP正 -1
lPⅣ‐ 1

ユ 4

系統機能検査
・工学的安全施設

作動設備自己診

断動作検査

自己診断

囃子炉保護系
話器ラック
lPI二 1

lPI-2
lPⅡ 一 と
lPH-2
lPⅢ -1
lPⅢ -2
lPⅣ-1
lPⅣ=2

8

系統機能検査
・原子炉保護設備

自己診断動作検

査

自己診断

別添 2■ 1(※ )

(※ :令和 2年 10月 12日 ( 13日 、 14日 、 15日 、 16日 )

とa



別添 2-2(※ )

(※ :令和 2年 10月 12日 、 13日 、 14日 、 15日 、 16日 )

bイ

機 器 名 個数 検査項目施設

力領城中性子束変イヒ率高 (増加率高)

力領城中性子束変化率高 (減少率商)

l次冷却材ポンプ電源電圧妊

生器水位異常低 (Aループ)

生器水位異常低 (Bループう

器水位異常低 (Cループ)

―主給水流盤差大と蒸気発生器水位低

主給水流量差大と黙気発生器水位低

気―主給水流量差大と黙気発生器水位低

力領城中性子束高鶴設定)

力観域中性子束高 (低設定)

1次冷却材ポンプ電源周波数l残

l次冷却材流逮低 (Aループ)

と次冷却材流量低 (8ループ)

1次冷却材流量低 (Cループl

i次冷却材ポンプしゃ断器開 (Aループ〕

1次冷却材ポンプじゃ断器ll構 (Bループ)

1次冷却材ポンプしや断器B躍 (Cループ)

と次冷却材流量低似ループ以上の一致)

と次冷欝材ポンプしや断器開 (2,レープ以 権の

一数)       ,
―ピントリップ (非常しゃ断油圧低)

タービントリップ (主蒸気止め弁閉〉

動

常服炉心冷却系作動

力△T高

中性子束高

性子源領域中性子束高

の 一致 (Aループ)

の一致 (Bルニプ)

の一致 (Cルーカ

蕊

器圧力低

平地震大

位高
△T蕊

・原子炉保護設備

ロジック劇路動

作検査

安全保護

装置

子炉保護系
ク

ー

２

１

２

１

２

１

２

ツ

一　
一　
一　
一　
一　
一　
一
　
一

ラ

ー

ー

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

皿

Ⅳ

Ⅳ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

と

と

茎

１



施設 機 器 名 個数 検査項目 確認内容

安全保護

装置

安全防護系
シーケシス盤
lSFSA-1
lSFSA-2
lSFSA-3
lSFSA-4
lSFSA下 5

lSFSB-1
lSFSB-2
lSFSB-3
lSFSB-4
lSFSB-5

原子炉保護系
計器ラック
lPI-1
lPⅡ -1
lPⅢ一 l

lPⅣ -1

14

常 用 '静
~

冷却 系

号

・工学的安全施設

作動設備ロジウ

ク回路動作検査 子炉格

容 器 ス

レイ作

号

蒸 気 ラ

ン隔離

子 炉格

容 器 隔

号 A

子 炉格

容器 隔

信号B

加圧器圧力低と加圧器水位低の一

致

加圧器圧力異常低

主蒸気流量高と主蒸気ライン圧カ

低との一致

主蒸気流量高と 1次冷封l材平均温

度異常低との一致

ループ主蒸気ライン差圧高

ループ主蒸気ライン差圧高

Cループ主蒸気ライン差圧高

原子炉格納容器圧力高 (高 -1)
手要力 (安全注入作動)

原子炉格納容器圧力異常高

(高 -3)
手動 (格納容器スプレイ)

原子サ膀
~格

納容器圧力異常高

(高 -2)
手動 (全ループ)

手動 (格納容器隔離)

手動 (格納容器スプレイ)

別添 2-3(※ )

(※ :令和 2年 10月 12日 、 13日 、14日 、15日 、 16日 )

る点



施設 機 器 名 個数 検査項目 確認Fttl容

安全保護

装置

原子炉保護系
計器ラック

１

２

１

２

１

２

１

２

一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　

一

Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ

Ⅳ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

15
,原子炉非常停止

信号応答時間確

認検査

過大温度△T高

遷大出力△子高

蒸気発生器水位異常低 (Aループ)

蒸気発生器水位異常低 (3ループ)

蒸気発生恭水位異常低 (Cループ)

加圧器圧力高

加圧器圧力低

1次冷却材流量低 (Aループ)

と次冷燕材流量低 (Bループ)

と次冷却材流量低 (Cループ)

と次冷却材ポンプ電源電庄低

(2回路以上の一致)

出力領域中性子束高 (高設定l   ′

1出力領域中性子東高 (低設a

十夕すビントリップ ()'常 しや断油圧低〉

|タ

ービン
|!ッ
プ(差蒸昇|1弁

,)

別添 2-4(※ )

(※ :令和 2年 10月 12日ナ` 18日 、14日 、15日 、16日 )

るる



施設 機 器 名 個数 検査項目 確認ぬ容

安全保護

装置

安全防縦系
シーケンス盤
lSFSA-1
lSFSA-2
lSFSA-3
lSFSA-4
lSFSA-5

lSFSB=l
登SFSB-2
とSFSB-3
lSFSB-4
lSFSB-5

原子炉保護系
1計器ラック
lPI-1
lPI-1
lPⅢ -1
lPⅣ-1

9

系統機能検査
・工学的安全施設

作動信号応答時

F口弓確認検査

非 常 罵 炉

心 冷 却 系

作動信号

加圧器圧力低と加圧器

水位低の一致

匡力低

水位低

り「l圧器圧力異常低

主蒸気流量高と主蒸気

ライン圧力低との一致

主 蒸 気 ラ

イ ン圧 力

低

主 蒸 気 流

量高

票子炉格納容器圧力高

原子炉格納

容器スプレ

イ作動信号

環子炉格納容器圧力異常高

主蒸 気 ラ

イ ン隔 離

信号

蒸 気

ン圧

フ

蒸気流量高 と主蒸

イン圧力低との一致

蒸 気

丹吋添 2-5(※ )

(※ :令和 2年 10月 12日 、13日 、14日 、15日 、16日 )

る7



施設 機 器 名 個数 検査項目 確認内容

安全保護

装置

炉保
ク

ー

２

１

２

１

２

１

２

ツ

一

一

一

一

一

一

一
　
一

ラ

ー

ー

Ⅱ

コ

正

正

Ⅳ

Ⅳ

護系子

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ｌ

一１

１

１

１

１

１

１

18

要素設定値確

1原子炉保護回路

設定値確認検査

別添 2-6(※ )

(※ :令和 2年 10月 12日 、と3日 、14日 、15日 、16日 )

るa



施設 機 器 名 個数 検査項目 確認内容

安全保護

装置

原子炉保護系

計器 ラック
lPI一 ユ

lP正 一 生

lPШ 一 l

lPⅣ-1

9

検出要素設定値確

認 .

・工学的安全施設

作動理路設定値

確認検査

非常 用 炉

心冷 却 系

作動信号

原子 炉格

納容 器 隔

雛信号

器圧力低と力a圧器
力低

一致
低

灯「圧器圧力異常低

非常 用 炉

心冷 却 系

作動信号

主蒸気 ラ

イ ン隔離

信号

原 子 炉格

納 容 器 隔

離信号

蒸 気

蒸気流量高と主蒸

蒸 気

ン圧

イン圧力低との一致

1

均 温

非常 用 炉

心冷 却 系

作動信号

原子 炉 格

納容 器 隔

雖信号

主蒸気ライ差圧高

原子炉格納容器圧力高 (高 -1)

主 蒸 気 ラ

イ ン隔離

信号

原子炉格納容器圧力異常高

(高
二 2)

原子 炉格

納容器 ス

プ レイ作

動信号

原子 炉格

納容 器 隔

闘性信号

原子が格納容器圧力異常高

(高 -3)

別添 2-7(※ )

(※ :令不E2年 10月 12日 、 13日 、 14日 、 15日 、 16日 )

る?



施設 機 器 名 個数 検査項目 確i認内容

安全保護

装置

安全防護系
シーケンス盤

1

系統機能検査
・工学的安全施設

作動設備自己診
断動作検査

。自己診断

原子炉保護系
子r器 ラック

1

系統機能検査
・原子炉保護設備

自己診断動作検
査

・自己診断

原子炉保護系
計器ラック

1

系統機能検査
・原子炉保護設備

鬱ジック回路動
作検査

・中性子源領域中性子束高

原子炉保護系
計器ラック

安全防謹系
シーケンス盤

1

系統機能検査
・工学的安全施設

作頭力設備ロジッ
ク回路動作検査

原子炉格納容器スプレイ作動信号
・原子炉格納容器圧力異常高 (蔦 -3)

原子炉保護系
計器ラック

1

系統機能検査
・原子炉非常停止

信号応答時 F日電確
認検査   =

・蒸気発生器水位異常低 (Aル‐プ)

原子炉保護系
話器ラック

安全防護系
シーケンス盤

1

系統機能検査
・工学的安全勉設

作動信号応答時
間確認検査 「

主蒸気ライン隔離信号
こ主蒸気流量高と主蒸気ライン圧力低との一致

A主蒸気ライン圧力低

原子炉保護系
計器ララク

1

険出要素設定値確
認
・原子炉保護回路

設定値確認検査

・加圧器水位高

1

検II要素設定値確
認
・工学的安全施設

作動回路設定値
確隷倹査

t加圧器圧力異常低

別添 3(※ )

(※ :余訴Π2年 10月 12日 、 13日 、 14日 、 15Л 、 16日 )

7D



ミ

系統機能検査 立会検査検査記録

検査方法

目視

備考

検査年月日

若>ン ≧年
/`)月 /θ 日

差々を年
/,月  /ざ 日

今
～

2年

ノρ 月 ノP 日

彿 2年
ァク 月 /2日

検査結果

食

ヽ

罠

灸

父

確認内容

自己診断

(原子炉保護系計器ラック (PlCl))

自己診断

(安全防護系シーケンス盤 (SFSBSL2))

原子炉非常停止信号

i中性子源領域中性子束高

工学的安全施設等の作動信号

。原子炉格納容器スプレイ作動信号

原子炉格納容器圧力異常高 (高 -3)

検査項目

系統機能検査

・原子炉保護設備

自己診断動作検査

系統機能検査

i工学的安全施設作動設備

自己診聯動作検査

系統機能検査

・原子炉保護設備

ロジック回路動作検査

系統機能検査

・工学的安全施設作動設備

ロジック回路動作検査

波
辣
ト
ー

牌



『
肖

確認

方法

目 視

検査

結果

段ヽ

検査年月日

◆摩口2年

ノp月 ノ゙ 日

0.2秒
以下

(200ms

以下)

判定基準

ノタρ

/夕 々

合計応答
※1

時間 (ms)

/さ言ノ

/●/9″

/´″

ノ/2

Bト レイン

計測時間

(ms)

ν″

/夕之

合計応答
※1

時間 (ms)

/'

/る
「

/

ノπp

∂∂

タ∂

ノク房

//2

Aト レイン

計測時間

(ms)

LS-4野 6

LS-477

信号入力

箇所

LS-474

LS-475P2Cl

P3Cl

P4Cl

盤

PlCl

Ш

Ⅳ

確認対象

チャンネル

I

Ⅱ

考

合計応答時間窒演算周剌測定時間×2+計測時間

演算周期測定時聞 :PlCi P/ ms、 P2Cl 台ノ mRごノ,ms、 P3Cl d/ nsれ P4Cl

備

※ 1

系統 機 能検 査

原 子 炉非 常 停 止 信 号 応 答 時 間確 認検 査 記 録

検査対象

原子炉非常停止

信号

蒸気発生器
水位異常低
(Aループ)

湮
郭
ふ
Ｉ
Ю



、
ｋ

後

系統 機 能検 査

工 学 的安 全施 設 作 動 信 号 応 答 時 間確 認検 査 記 録

確認

方法

目 視

備  考

※ 1:合計応答時間=演算周期測定時間X2+計測時間

演算同期測定時間 :PlCl じ′ ms、 P2Cl .〔! / m(ミ ヽ P3Cl ど/ms、 P4Clヾ / ms

検査

結果

段

検査年月日

埒形臣2年

イ0月 /θ 日

判定基準

1,0秒
以下

(1000ms以下 )

確認対象

出力箇け‖ SFSBSL2

合計応答
※1

時間 (ms)

むdP

之77
を√フ

∂ア″

計測時間
/

(憔 )
‐ (

ヽ

2ク,
≧/す

2つ φ

S/b

信号入力

箇所

PS-478

PS-474

PS-475

PS-476

PICl

P2Cl

P3Cl

P4Cl

チャシネル

I

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

検査対象

工 学 的 安 全 施

設 作 動 信 号

主蒸気ライン
隔離信号

主蒸気流量高と主
蒸気ライン圧力低

との一致 ｀

△主蒸気ライン

圧力低

波
郭
ト
ー
∞



式
ふ

確認

方法

目 視及ヽ

検査

結果

埒落ワ2年

ノρ月 ノノ日

検査年月日

宏 じ
'

%

27i p %

夕′_D %

″ p %

動作値
※2

(工学値 )

92. 0%

92,0%

セット値
※I

工学値

921 0%

92,0%

94%以 下

94%以下

94%以 下

94%以 下

確認対象

設定値

工学値

LB459Aと

LB460Al

LB461Al

LB462Al

「加圧器水位高」
原子炉 トリップ

「加圧器水
原子炉 ト

位高」
リップ

検査対象

「加圧器水位高」
原子炉トリップ

「加圧器水位高」
原子炉トリップ

加圧器
水位高

備  考

※1:デジタルのため、許容誤差範囲はセツト値のとやりである。

※ 21保守ツールの表示値にて確認          _

検 出 要 素設 定 値 確 認検 査

原 子 炉 保 護 回路 設 定 値 確 認検 査 記 録

要素

波

や郭
ト

ー

ト



式
野

検査

結果

ン
若羽諄z年

/沙 月/2日

ノ/./々 MPa

ノ/、
アχ MPa

ll,1 4MPa

11.1 4MPa

セットィ盲L刈

工学値

ll.1 4MPa

10。  97

MPa以上

10. 97

MPa以上

設定値

工学値

10, 97

MPa以上

10. 97

MPa以上
PB456Al

PB457Al

PB455Aと

「加圧器圧力異常低」
非常用炉心冷却系作動

「加圧器圧力異常低」

非常用炉心冷却系作動

「加圧器圧力異常低」
非常用炉心冷却系作動

「加圧器圧力異常低」
非常用炉心冷却系作動

備  考

※ 1:デジタルのため、許容誤差範囲はセット値のとおりである。

※2:保守ツールの表示値にて確認

加圧器圧カ
異常低

検 出要 素 設 定 値 確 認検 査

工学 的安 全 施 設 作 動 回路 設定 値 確 認検 査 記 録

淫
鶉

ト
ー
い



検査結果一覧表

成績書管理番号 :歩32

ぶ

特記事項

亀し

検査立会責任者 ロユ

、奉き麦 式 冷 _ュ |夕
主

″
技術

=
旅・ :為

原子力穂議検査官 景尊

権快床と

検査結果

我ヽ

検査年月日

偽
‐

日

年

≡

彙
゛

月



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :232

検査年月日 :今細 S年  1 月 ξ 日

検 査 場 所 :Fttl西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項              ,

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査中請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ⑧

検査 をす る工事 のエ

程、期日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。        '

記録確認 Θ―

工事計画の認可番号の

記載が適切 で ある こ

と。

記録確認 ⑧ィ

77



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-32

検査年月日 :今細 S年 十 月 6日
検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

李請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑧―

必要な図画等が準備されていること。 図面等確認 ①―
検査用計器が校正されており有効身翻限ハ!である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。             
｀

記録確認 ③i

系統構成が完了していること。
立会/

鰤 ⑥―

7P



｀
   添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

|   (三号検査)

′
(   成績書管理番号 :2-32

検査年月日:今撫aS年  1 月 さ ョ

、  検 査 場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

計測制御系統施設

計測装置

別添 1参照
*

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

性能検査

計測範囲確認検査

設備及び機器が工事計

画に従い製作され、子属

付けされ

'所
定の性能

を有しており、技術基

準に適合するものであ

ること。

R
目視

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確懇検査成績書の識別番号 :Tl-3-0721

*:記録確認の対象範囲を別添 2に示す。

7?



計測制御系統施設

47諄暴最え綴監靴監歴配駈猛露電財割鍾離題送ia募:なこ銃壇憲,革會登言F個蓼〔及び取付笛所
予常設   `                                      ・

(1/3)

め
0

所箇付取

盗 水 防 護 上 の

区 画 番 号

冷 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

|

の

の上防 縦水後

意 が必 さ高な要酪

必 要な高 さ麓醒

後 水 上 の

号

上 の

区

絵 水

．護
番
・譲

一防
画

． 防

必

の

区

栓 水

画  番
防 譲

号
お一生

個 数
警 報動作
範   囲

計測範 囲
器
類

出
種

検

の
検

の

曲
称 取 付 笛 所 イ名 称数個器名 出 計 測 範 囲 1警 線 動 作

変更なし
(注おⅢ

6Ml'aEttge〕1次冷却材圧力

|

l歯お
|

2

A、 Bループ (滞0
~   

儀DI

原子炉格納容器
E.し,I17.On  i

(ラ イン名 )

設 置 床

|

(世

`,I

辮 ,筑

変更なし

変更なし

変更なし

た、 B、 Cループ (巌
炉

B、 Cループ

ユヒ +17.

B、 Cループ

原子炉格納容器

一．
　

１

　

１

　

１
■
■

Ｉ

Ｉ

．
‐
１
１

と2

原子炉格納容署床

3

置

E.二 十17,0韓   十
設 置 床

一

     曲

原子炉格納容器
駐と.■ 17.0昴

i(又 上イ名 l

｀
設 置 床

一名一統一系

変 更 後変 更 前
ド

277～ 343℃

(■ |●〕|

0～8礎

鶴協抵粧件

渕l健掻軌伸
`,14

(狭勲

0～37●℃   I

・    fiⅢⅢ I

路歯盤擁体 |

二次冷欝牲傷離鶴羅凛 |

(虜燃)

I欧冷掛材協農鶴諷震
〔広壕)

激
」郭

ド

（
ド
＼

ミ
）

６
む
夕
事
一拶
り
醇
）



(2/3)

』
一

配慮 が必 要な高 さ

護
番

・護

|

区  画

濃 水 防

上 の

号

上 の

濃 水 防

変更なし

|

麓 水 Fガ 護 上 の

区 画 番 号

ね 水 防 護 上 の

配慮 が必 要な高 さ

途 永 防 譲 上 の

区 画 番 号

詮 水 防 護 上 の

配慮 が必要な高 さ
E:L.+17.30Hlメ 上

変更なし

lAB―E2

|

gこ琵登竜a:!すれ:

変更なし

12減採隆轟封 変更なし

変更なし

ライ

設 置 床

十系  r[名

原子炉補助建屋

LL.+17.0:B

I(ラ イン名 )

変更なしi

ライン
`!"お

ゆ系 統 名
(ラ イン名 )

設 置 床 原子炉補助建屋

E,L.'20.la

~~…   …
 tttSう |

0～ 120%“
rlこ 1

0～ 120%
100%=20,100■ 4/h)

変更なし ′

計縄 範囲

変更なし

器

類

一
樹
種

協君名 所箇

3

―
中i

ライ ン

取数爛称笛警 穏動作隠

変 更 後賀 質 出

A、 B、  Cルーいう′
`と

]6Ⅲ

答 報動 作
範   囲

決冷却柑低儘歯温度
(狭城)

・
検

の

一

原子炉格納容器
E.L。 ■17.Om

設 置 床

出
構

検

の

い
務
・

基
1計

帝里教 取   付

1系  統 名

:次冷却材流量
圭度式流量

検出器

議 側基 注入諄 た
騒隷 評 0～225n3/h

高温欄安全注人流監 1差額蒼璽| 0～ 225れ “れ

導
垂
邦
ド

（
Ю
＼＼
ミ
）

（◆
♂
ψ♯
二
寄
じ



じ.し ,■9,91m以 七

警熱動作
奮B  燃

E L ■I,8in

|

1

変更なし

変 更 後

‐
計 漂1 範 調

変更なし0-1,Oll〔 lll13/h

ンフ

上A8-‖ 1

とAB一 F2

2

名

E.L.■ .R7れ以上

1縫

置

称付 、 衝

一系

鬱

　

設

濃l tt I翻 1警 報 動́

変 更 前

の

号

の

さめく芝.凰

取個 数名

機 水 傍

の上

な萬

一統
″ クーラ出同

工|

蟄

0～ 15043/h

000“ 膨(澁脚け〉 途

差E式流盤

検14器

恒試代答低屋
注水ポンプ
出口流量嶺傑

一名
衛
一　
抹

計
樹
判
無

出

徹
一

検

の

四
称

選層:武流魅

検出器

余黎除去クーラ

出 IR流 量

箇    所

恒設代審低匠

付

ヽ 縦

原子炉補助建農
e と,■9 7醸i O～ 1,00。破4/h

器

類

出

種

検

の

段   麓   床

障 画  番
詮 水 防 護 上

(3/3)

皓
Ｎ

(イ [1)轟戦の適ばイとを行う,既工事計画書には r項 目すと記載                    /
(注2)既 L球Ⅲ計陣i書に記栽がないため甜袋の通正rヒ を行う。    (              ヽ

ざ注5)記載の適正イとを行う。班工事計画書の「指示言卜」決び r記録計Jの記載を削除

(雄 4)記歎の適正化をそ1う っ瞬工事計画書|こ は「検出器設置場所」を記畿

(れ 5)暁工事計画警|こ 記栽がないため建載の邁ュE化を行う。記載内容は、設計図書による。f

(柱 6)niど 載の適五化を行う,既工事計画1豊 には「0-70kg/o中絶 (記録計ほ0-240(g/cm'f。)」 と記歳

(注7)熟棋の適正化を行う。既工事計画書には「1」 と記載              ヽ

(注8)記熊の適正イとを行うと班工事計l画善には「ループAJと 舘載            '        下

(注9)記載の適正化を行う.既五事言卜画書には「1次 冷歩p材温度Jと 記載

(1い 0)記載の遵エイとを行う。ド九丘事計歯iきには「0-370℃ Jと 欝己載

(注 11)記故のlttF化 を行う.既 ¬二事計歯1書に
'ま

rループA、 ルエプB、 ループC低温蠅」と誰較

(注 ,2)記 破の通正化を行うこ,t工事汁痺「馨には F平均逮度ループA、 平均杜度ループB、 平均遼慶ループC」 と記載

(捜 18)融載の述正化を行う。既工事計画書には「27イ…333℃ とと記歳

(注 14)班■事計回容に組葺比がないため寵載の適I化を行う。警線動作範囲tま 計測範囲と同じ.・

(注 li)記
`様

|の 道止化を行う。既工事計画書にはループごとに「2Jと 記載             .
(注 16)穏載の適正化を行う。斑手事計画書には

‐
ループA、 ループB、 ループCJと 蜀離載

(注 17〉 議載り
'菌

正rと を行う。】猛I事計ltti善 には
マ・虚度差ループA、 親度差ループB、 退度差ループCJ・ と記載

(注 18)、 記城め適正1と を行う。既工学計画善には
'0-150X(C-55.5℃

)」 と記載

潮
違
邦
卜

（
ω
＼
、
Ｎ
）

余
番
舒
葺
毬
）



(1119)

(浅 20)

(112よ )

(減 22)

(注 23)

(注 21)

(江 25)

(注26)

(注27)

(注 2d)

講載の適エイとを行 う。

R¬し較の適正イとを行 う。

記敷の適
「

化を行 う。

輿F敏の適正化を行 う。

記載▽つ適 IFイとを行 う.

記載の適正化を行うt

:ど 戴の適 lF化 をそすう.

積第流量の計測範囲

記 1散 の適正化を行 う。

熟哉の適正化を行う。

班工事計画森には 「1次冷却材流盈ループA、 1次冷却材流錢ループB、 1次冷却材流避ループC」 と記載

Fン1工事計画調́には「θ-120%(100%憲 20100れ'/b),と 記載

班工事計 l霞彎番にはル
=プ ごとに 「

3」 と記載

瞬I事計画書には「安全注人ライン流量 (ほ う駿注入タンク線曲)」 と青E載

既工事計画書には 19-215nd/h避 と寅こ載

既iL事計画書には「安全注入ライン配管」と記裁

駈上李計画書 l、 は「安全注人ライン流量むど誡載

班工事計画壽には「余熱除雲ル録プ流量」と記裁

跳■蓼計l直 蕃には「0,1000ぼ /hぅ と記轟健

的
∽

渤
遷
邦
騨

（
ふ
＼
＼
『
）

谷
び
善
蓋
崎Ｏ



氣

(3)加圧器内の圧力又は水位を計測する装置の名称、検lttl器の種類、計減l範囲、個数及び取付箇所

常設

(注 1)記載の道こ化を行 う。既工事計画書には「項目」と記載

(注2)班 刊i事計画書に記載がないため碑E哉の道正化を行う。

(注3)記段の適正化を行 うぅ既工事計画書の「指示計」及び「記録計」の記載を削除

(注4)記較の適二E化を行 う。うモエ事計画書には「検出器設置場所 Iを 記破

(注5)既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 うけ記載内容は、設計図書による。

(注6)Si単位に換算したものである。

(注7)記載の適正化を行 う1,電工事計画善には「100-175kg/cm2G」 と記載

(れ8)既工事計画書に記載がないため記哉の適正化を行 うと警報動作範囲は計頑ll権 臨と同じ

(れ 9)口と栽の適正化を行 う。既I事計画書には「3」 と記載

(注 10)記載の適正化を行 う。斑工事計画書には「加圧器Jと 記歳

(江■)記載の適正化を行 う。既■事計画書には「12併 175kg/cnZG」 と記載

(注 12)記載の道正化を行 う。既 工事計画書には 「
2」 と配載

(注 13)記載の道五化を行 う。既工事計画書には 「0100%(0-105 10nlm)」 と記載

(淀 14)設計基準対象施設としての値

(注 15)旨「測装置の個数4個のうち2個 を重人事故等対象設備として使用する。 (lH-459、 460)

変更なし

(2(イ
'i!ξ

))変更なし
4

が必要な高さ配

盗 水 防 護 上 の

区  画  番  号

盗 水 防 護 上 の

取 付 箇 所

変更なし

数個

′変更なし  4

配慮が必要な高さ

報動作

四

の

号

の

上

　

上

護
番
一護

一防

画
防

水
　
水

途
区
．途

計 測 範 囲

l           i`11'

置 床 '原子炉格納容器

|   と と,+9 6m

の 種 類

変更な し

称

設

箇

加圧器

軍'務取   付

系 統 名

(ラ イン名 )

変更なし

加圧器

設  置 子炉格納容器
E と +17 0m

床 1原

系 統 名 |

(ラ イン名)|

0～ 100%
(0´

ヤ10,510mm)

変 更 前 変 更 後

名   
´
称 検 出 器 の 種 類 計  測  範

11,8-17.2MPa[gage]

3

2

(イ勝 0

(持討復4マ9

9.8-17.2MPa[gひ ge]19 8´ こ17.2MPa[gagel

加圧器圧力  弾性圧力検出器

囲 1露 辮 動 作 範 囲 個 家

れ
電
邦
岸

（
ｕ
＼
、
ミ
）

ら
ひ
レ
事
一郵
い
匹
）



協

(5)蒸気発生器内の水位を計測する装置の名称、検出器の種類、計測縫四、個数及び取付箇所

・常設

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「項目」と記載

(た 2)班 ER事 計画書に瞬己載かないためЛE載の適正化を行 う。

(注3)記載の適 iE化 を行 う,既工事計画書の「指示計」及び「記録三十」の記載を削除

(注4)記載の適二ほ化を行 う。雖工事計画書には「検出器設置場所」と記載

(注 5)記歳′)適 正玉とを行 う,既工事計画書には「蒸気発生器水位Jと 記載

(■6)班工事計画書に記取がないため記 1霊の適正化を行 う。記載内容は、設計口書による。

(注7)記載の適正化を行 う七Bを 工事計画書には「0-100%」 と記載

(注8),コし線の適正化を行 う。既工事計十自
‐
書には「各蒸気発生器 (1個 づつ)」 と記載

(注9)記歳の適正化を行 う。既工事計画書には「蒸気発生器A水位、蒸気発生器8水位、蒸気発生器C水位」と記載

(注 10)既工事計画書に記載がないため記載の適工化を行う。讐課動作範囲は計測範囲と同じ

(江 n)記載の適正化を行 う。既工事計画書には蒸気発生器ごとに
'3」

と記裁       |
(注 12)記載の道正化を行 うぅ既工事計画書には「蒸気発生器、蒸気発生器B、 蒸気発生器 C」 と註歳

(注 13)設計基準紺象施設としての値

(注 14)計測装 l冒 の個数12個 のうち6個 を重大事故等対処設備 として使用する。 (lLT-475、 476、 485、 486、 495、 496)

水

百d慮 が必要な高 さ

の

の

区

盗 水

上

　

上

護

番
・護

防

画
一防

変更なし

変更なし
E L.+24.Om

原子炉格納容器

A、 8、 C蒸気発生器

し変更な
12

(6(1111))

系 統 名

(ラ イン名 )

0～ 100%鳴

klVll 

計
Iれ 設 置 床

0～ 100%

変 更 後変 更 前

変更なし

計 測 範 囲

変買なし
E.[,.+17 0鷹

A、 は、C蒸気発生器

原子炉格都容器

範箇付

(正 7)|(l止 0)(IIS】

名
取 付 笛 所

3 .設 置 床
蒸気発生器広域水位 差圧式水位検出器 0～

蒸気発生器狭域水位 差正式水位検出器

が 必

囲

癬

細
出
韓

検

の
称名］

所
イエｄ

(と

'個 数 収体 絵 出 器 の い4毒】 議}副 範 l調 警様動作範囲

100%

の
号

の

上

　

上

護

番

護

防

画

防

水

　

水

盗

区

溢

系 統 ネ
(ラ イン名 )

個  数

削
量
邦
い

（
ｏ
＼
、
ミ
）

かま
”善
Ｓ
Ｆ
）



”
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(6)主蒸気の圧力、温度又は流登を計測する装置の名称、検出器の種類、計測範随、個数及び取付箇所

ヤ設

(注】)n己載の適王化を行 う。既工事計ltti書 には 「項目」と記載

(注2)既工事計画書に記載がないため記載の道正化を行 う。

(江3)記載の適正化を行 う。既工事計画書の「指示計」及び「記録計Jの記歳を削除
｀

(注4)記載の適置化を行 う,既工事計画書には「検出器設置場所」と記載

(注5)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「主恭気にカループ」と記載

(注6)既工事計画書に記!敏 がないため記載の道正化を行 うな記載内容は、設計図書による。

(注7)記載あ適正イヒを行 う。―既工事計画書には「0-100kビ /cm2clと 記載

(注8)Si単位に換算したものである。

(注9)既 工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。讐報動作範囲は計測範囲と同じ

(注 10)記破の適正化を行 う。既工事計画書には「各ループ (3個 づつ)Jと 記載

(注 11)設計基準対象施設としての値

(注 12)計測装置の個数 12個 のうち6個 を重火事故等対処設備 として使用する。 (1'T-474、 475、 484、 485、 494、 496)

変 更 前 変 更 後

個 数 取 付 笛 所

変更な し

中

設   置   床
E と.+4,Oin

中間建屋

E.と .■17.Om
12

(6
溢、水 上 の  1
区 画 番 号  lIB― El

E_と_+4 13m

溢 水 防 護 上 の   以上

配慮が必要な高さ E,と.+17.25n

以上

警 報 動 作
範   囲

(1主 tl:

変更なし

審 報動 作 個 数 取
牲   円 引名 擦 堰 議

計
型

範 LR付 笛 称

系 統 名
(ラ イン名 )

A、 B、 C主蒸気管

0-9 8MPa
Egage]

設 置 床  中間建屋 E.L+170B
9 変貞なし

計 測 範 囲

0´W9 8MPa

[gage]

検 出 TⅢ

の 種 類

(■ 61

弾性圧力

検出器

(ど ,)

名 称

主蒸気ラインにカ

證
郭

Ｐ

（
ミ
＼

Ｎ
）

（↓
む
ψが
沖
藻
鈴
騨
）



別添2(今細心気tRja)
施設区分

〔設備区分〕
機器名 個数 変更内容 検査項目 確認内容

安全保護系

1次冷却材高l罰 側温度

(狭域)

・ 1争442A

・ lT‐442B

・ lT‐442C

既存計器 の

振替

性能検査

・計測範囲確認検査

検出器、表示 (運転コンノール)、

記録 (記録用計算機)

1次冷却材低温側温度

(狭域)

・ 1争442D

1

既存計器 の

振替

・検出罪、表示 値転 コンノール)、

記録 (記録用計算機)

1次冷却材流量

・ lF‐ 417

・ lF‐ 427

・ lF‐ 437

3 計器の新設
伝送器、表示 (運転コンノール)、

記録 (記録用計算機)

加圧器圧カ

'lP‐458
1

既存計器の

振替

・伝送器、表示 (運転コンノール)、

記録 (記録用計算機)

加圧器水位

。lL‐ 462
1

既存計器の

振替

・伝送器、表示 (運転コンノエル)、

記録 (記録用計算機)

蒸気発生器狭域水位

。lL‐ 477

,lL‐487

・ lL-497

既存計器 の

振替

伝送器、表示 (運転コンノール)、

記録 (記録用計算機)

主蒸気ライン圧力

・ lP-473

・lP-483

'lP‐493

3
既存計器の

振替

・伝送器、表示 (運転コンノール)、

記録 (記録用計算機)

Д7/F



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番 号  :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :2-33

令和 さ 年 /月

原子力規制萎員会



使用講検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自  令和♪年 /月 す白

至   令和0午 /月 章日

_4検査場所    使用前検査記録のとお′り

5検査実施者   検査結果す覧表のとおり

6検査結果    検査結果‐覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :2-33



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 299号 (平成 28年 生0月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20厨 )

関原発第202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成31年 2月 1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

麗原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 204号 (29上 9年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 i2-33

検査申請二覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

>



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-38

傷

特記事項

みし

検査立会責任者

持 凛 盆脅れ杉ソヤ キ
任技術者

る と
=;

がフラ,・ノギソ多靱

をサく期

原子力検査官

メ湯騒 形 ″

検査結果

R

検査年月日

令和 今年

/月 す日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :2有 33

検査年月鳳:令れ θ年 ′月 ナ́ 日

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。     !

記録確認

検 査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 e

工事計画の命召、可番号の

記載が適七刀で ある こ

と。    ィ

記録確認 ⑧―

/



添付資料 3-生

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :2-33

検査年月日 :令和 む 年 /月
~浄

日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品寮記録が準備されていること。 記録確認 ○

必要な図画等が準備されていること。 図面等確認 Θ:―

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良竹○

系統構成が完 rしていること。 艤 ○'一

子



添付資料Si2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :2-33

 ヽ  検査年月日 :令和 ゛ 年 / 月 子 日

,                 検 査 場 所 IF,目 西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

計測制御系統施設        '

制御用空気設備

主配管 (別添 1及び別添 2参照)

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統機能検査

碩無碇色つ

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あることと   ,

Ｒヽ 0
鍮

備考

・記録確認は、工事計画に基づき中請者が行った試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-3-0002

Tl工 3-0714(そ の 1)

び



検査結果

添付資料3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)、

(立会検査)

.     
成絞書管理番号 12-33

検査年月百:令れき準 ″月 ご
~日

・             検 査 場 所 :関西電力株式会社高操発電所

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

制御用空気設備

主配管

(別添2参紫)

系統性能検査

.(通気検査)

」λ
霞視

備考

び…2



→

計測制御系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係るものを除く。)にあっては、次の事項
9 制御用空気設備に係る次の事項

(5)主配管の名称、最高使用圧力、最高使狙温度、外径、厚さ及び材料

・常設

(次ページに続く)

遭
郭

岸

奮
＼
ｅ

（↓

営

ω
令

騨
通

伽

Ⅲ
）

変 更 後

材  料

STPT370

守16

S25C

厚   さ

(BⅢ l)

(注0

3.9

(とω

(最小 )

6.1

外   径

(:I日 ■)

t注 3)

60.3

(注 3,6)

(差し込男メ

部の内径 )

61.1

最高使用

温  度

(℃ )

変更なし

50

最高使用

圧  力

(MPa)

廷更な し

(注 5)

0.98

(ユ1:5)

0.98

名 称

変更なし

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材   料

STPG42

厚   さ

(1皿 ll)

(注 3)

3.9

外   径

(阻In)

(注 3)

60,3

最高使用

温  度

(℃ )

50

最高使用

圧  力

(MPa)

(注 2)

0.83

名 称

(崖 :

格納容器貫通部

PEN#328、  332

上流配管合流点

弁 (lMOV-6202、

6203)

制
御
用
空
気
設
備



増

変 更 後

材   料

S2SC

厚   さ

(Dほ)

(最小 )

6.1

/

/
(最小)

4.3

外  径

(鳳個)

(注 3)

(差 し込み

部の内径)

61.と

/

/

(差 し湧

部の内径)

27,7

最高使用

温  度

(℃ )

50

最高使用

圧  カ

(MPa)

(VliS)

0,98

名 称

変更なし

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材  
「
料外  径 厚   さ

(mm) (阻 )

最高使用

風  度

(℃ )

最高使用

圧  力

(MPa)

名 称

(と 1)

格納容器貫通部

PEN#328、  332

上流配管合流点

弁 (lMOV-6202、

6203)

制
御
用
空
気
設
備

選
郭

ド

含
＼
ｅ

（◆
誉
∝
載

牌
湧

ｕ
コ
）



STPT370

材  料

STPT370

(1とta)

厚   さ

(注 a)

3.4

(!l:3)

3.9

(コ阻剰m)

外  径

変更な し

(専 13)

34.0

(澁3)

60.3

最高使用

温  度

(℃ )

変更な し

く注5)

138

唾更な し

(注5)

0。 98

最高使用

圧  カ

(MPa)

変更なし

変 更 後

称名

制
御
用
空
気
設
備

材  料

STPG42

(コB日巨)

厚   さ

3.9

(注 3〕

(1赳 4)

外  径

60.3

(注 B〕

最高使用

温  度

(℃ )

50

(注 2)

0,83

最高使用

圧  力

(MPa)

弁 (lV… 6204A、 B)

弁 (lV-6250F、  H)

(注 101

変 更 前

称名

制
御
用
空
気
設
備

(次ベー に く

い

遭
辣

（↓
営

岸　　（∞
＼＼
ω
）

∞
■

μ
れ

頓
翌



ヽ
も

(次

材  料

(注 6)

STPT370

(注D

ASTM

A105

Gr Ⅱ

(S25C

相当)

さ

(阻阻)(mm)

外

1

(温 3.61

3.4

(注 3,

34.0

(差し込み

部の内径 )

61_1

/

(差 し込み

部の内径)

61.1

/

(注 7)

(最小 )

6,0

/
(最小)

6.0

/

(注 a,7)

(■3)

(6!0

/

6.0

/
-)

最高使用

l量  度

(℃ )

138

(注 S〕

0198

(注 51

最高使用

圧  力

(MPa)

変更なし

変 更 後

称名

制
御
用
空
気
設
備

材   料

(皿 ll〉

厚   さ

(口n□血)

外  径

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

匠  カ

(MPa)

弁 (lV-6204A、  B)

弁 (lV-6250F、  H)

(注 10)

変 更 前

称名

制
御
用
空
気
設
備

遭
鶉

騨

（卜
＼
ｅ

（↓
営
∞
常

岸
沌

９
コ
）



変 更 後

材   料

STPT370

STPT370

厚   さ

(mm)

く注研

3.9

/

/
3.4

(431

3.4

外  径

(llm)

(注 3〕

60.5

/

/
34.0

(注 3)

34,0

最高使用

温  度

(℃ )

(注 6)

138

(と 5)

50

最高使用

圧  力

(MPa)

(注6)

0,98

(注 5)

0.83

名 称

変更な し

ホース接続回

(AJB NO.8

入口窒素供給配管)

弁 (lV-6291)

制
御
用
空
気
設
備

変 更 前

材   料厚   さ

(IIHl)

外   径

(mm)

最高使用

温  度

(℃ )

最高使用

圧 十
ヵ

(MPa)

名 称

(7三 10

弁 (lV-6204A、  B)

弁 (lV-6250F、  日)

制
御
用
空
気
設
備

．ヽ＼

(注 1)

(注2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器 A、

SI単位に換算 したものである。

公称値         !

STPc42同等材 (STPG410)今の取替えを行 う。

重大事故等時における使用時の値

エルボを示す。

本設備は既存の設備である。

B出 回の仕切弁～格納容器内逆止弁」と記栽

・」〉連聖
営郭
∞ トユ

（釦
＼＼
ω
）

常

μ
油

伽

コ
）



(注8)記載の道正化を行う。既工事計画書には「計器用空気乾燥器A、 B出 ロライン分岐点～空気だめ」と記裁

(注9)記載の適正化を行う。既工事計画書には「空気だめライン今の分岐点～主恭気大気放出弁いよび補助給水用弁」と記載

(注10)既工事計画書に記栽がないため記我の適ェ化を行う。記哉内容は、設計図書による。

(注H)エルボにういては管と同等以上の厚さのものを選定する。

ヽ
Ｙ

遭
郭

（↓
譜

μ　　（Ｏ
＼＼
０
）

ω
載

岸
沌

釧
Ｄ
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第4-2-16図工事計画認可申諸

高 浜 発 電 所 第 1号 機

計測制御系統施設の系統図

(制御用空気設備 )(2/4〉

(重大事故等対処設備〉

関 西 竜 力 株 式 会 社

■|:立会確認範囲

H:記 録確認範囲

Eコ
改造に伴 う申請纂囲 ヒ コ

SAキ要弁・安
守

世 基
で,弁



関西電力株式会社

高浜発電所第 二号機

使用前検査成績書

要領書番 号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :2-34

かん24″ 月―

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名、   関西電力株式会社高浜発電所第 1本拳機

2検査申請   検査申請一賞表のとおり

+8検査鶏母    自 強燕2年 ″月ご日

至灌渤鮨2年 ″月ご日

4検査場所   使用前検査記録のとおり `

5検査実施者   検査結果工鷲表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表7)と おり

7添付資料   _r克用前検査記録

成綴書管理番号 :2-34



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第 434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原発第 259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月 5日 )

蘭原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 28日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 669号 (2020年 3月 24日 )

関原発第  20号 (2020年 4月  7日 )

関原発第 236号 '(2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 :2-34

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申講により確認し表中に追記する。

え



検査結果二覧表

成績書管理番号 12-34

鶴

特記事項

傑 L

検査立会責任者 印

馨甍q"私守 任技術者

)、 ゑ L 舟 ⑬

原子ヵ拍謝峰査官 甲

1占帝来駒

検査結果

た

検査年月日

獲潮修2年

7月 ご日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項        |
成績書管理番号 :2-34

検査年月囲 :猿彬侍ぇ 年  夕月 ご 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認、結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認

検査 をす る工事 の工

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。

記録確認、

工事計画の認可番号の

記載 が適切 であるこ

とき

記録確認

4



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査 )

添付資料 3工 1

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-J4
検査年月日 :浴ん え 年  夕 月 ぎ 口

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者σ)品質記録が準備されていること。 記録確認

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及心逃要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認

系統構成が完了していること。 臨

∫



添付資料 8-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :2-34

検き年月日 iノ湧徹 2年  ″ 月 、デ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

発電用原子炉施設

放射線管理施設

生体遮蔽装置 外部遮蔽 てみ1添 ん疹盟 ♪

原子炉格納施設 二次格納施設

鋼製格納容器

外周コンクリー ト壁 外部しゃへい建屋 (2次格納施設) (み 1球 /疹無,

検査項日 判定基準 検査結果 検査方法

機能検査

・材料検査

・寸法検査

・外観検査

。据付検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

え
①

の

備考

。記録確認は、工事計画に基づき申請者が行った試験・検査の品質記録 (※)による。

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tl-1-1302(そ の 1)

Tl一 生-1302(そ の 2)

Tと 一と-1302(そ の 3)

・目視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

う



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査 )

(立会検査)

添付資料 3-3

使用前検査記録

成績書管理番号 :2-34

検査年月日 :健熟 え 年 夕 月 ご 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 検査結果 検査方法

発電用原子炉施設

放射線管理施設

生体遮蔽装置

外部速蔽(る1落1滲望♪

原子炉格納施設 二次格納施設

鋼製格納容器

外周コンクリート壁

外部しゃへい建屋 (2次格
'納施設)(み藤/疹∠,

機能検査

・据付検査 及 目視

備考

ヽ

7



00

設 備 概 要

放射線管理施設

加圧水型発電測原子炉施設に係るものにあらては、次の事項

3 生体遮蔽装置の名称、種類、主要寸法、冷却方法及び材料

(注1)記載の適正化を行う。既工事計画書には「外部しゃへい」と記栽

(滋)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記栽内容は設計図書による。

(注3)記載の適正化を行う。既工事計画書には「0.9」 と記載

(注4)公称値

(注5)記載の邁正化を行う。既工事計画書には「鉄筋コンクリー ト (比重2.3以上l」 と記載

(注6)設備区分 7,原子炉格納施設では外部しゃ⌒い建屋として申請

(注7)外部速薇円筒部のB,L.+51mを 超える部分  ´

(酒)外部遮級円筒部のE.L.+51m以下の部分 迷

ヽ

Ｒ

＼

〕

変 更 前 変 更 後

材  料

鉄筋コンクリート

皓 度2.lg/cm S以 鋤

鉄筋コンクリー ト

(密度2,とg/clnattD

冷却方法

変更なし

自2酵併即

主 要 寸 法

(最′lΨ昇さ)lml

0.895

(0.900幽 ))

1.095

(1.100(Y11))

0.295

(0.300(r=1))

鱒

On

上部

くユ酪l

下部

ド
|

ム
部

円
筒
部

冷却方法 材  料 名称

円
筒
都

0,395 (甜認)

(0.900く
瀕'4))

(■う)

自然冷却 鉄筋コンクリート |
(密度2.3g/cln 3以 上)|

外
部
遮
徹

外
部
遮
徹

主 要 寸 法

(最小厚さ)lml
櫛名称

I  I検査対象範囲



ヾ

原子炉格納施設

加圧水型発電用原子炉施設に係るものにあっては、次の事項

2 二次格納施設に係る次の事項

(2)鋼製格納容器に係る次の事項

イ 外周コンクリー ト壁のお称、種類、主要寸法及び材料

(注1)公称値

(注2)外部遮蔽円筒部のE。 と,キ51mを超える部分                      .
(注3)外部遮歳円筒部のE,L.+51m以下の部分

(注4)既工事言Ⅲ画書に記載がないため記載め適正化を行う。記載内容は、設計図書による。

(注5)記載の適正化を行う。既工事計画書には「0,9」 と記載

鱈幼 既止
―
事計画書に記載がないため記載の適正化を行うと記載内容は、平成7年12月 16日 付け関シ発第153号にて届出された工事計画の添付図面第1図「外

部しゃへい構造図」による。

(注7)記載の適正化を行う。既工事計画書には「基礎版厚さ」と記哉

e鋤 記載の適正化を行う。既工事計画書には「16.0」 と記載  
｀

(注9)記載の適正化を行う。既I事計画書には「地上高さ (全高)」 と記載

(注10)記勒の適正化を行う。既工事計画書には「81.4(EL.+3.5題から)」 と記載

当
登

へ訳
ｔ

変 更 後

変更なし

円筒上部 ドーム型

円筒罰S(上部 ｀
`土

Zり
142.5(t'ツ

円筒部 (下部
l予上1))と 42.1(注 け

0.29510.300

円筒都(上部 :0.395 900

:1.095(1.100(注う
)

61.6｀71.:,

変更なし

84.2(滑 :1)(e.L.+3.5mか ら)

変更なし

変 更 前

外部しやへい建屋 (2次格納施設)

たて置円筒型

42.5(注 1)

0.895(注 0 (0,900(注 1'6))

67.9｀
'1:115'

(rF8,

雑

厚さ

44,3(注
1)6)

16.0(注
J)

(農 101

81^4欲1)(E.L_キ 3.5皿から)

鉄筋コンクリー ト

名 称

m

皿

l■

種 類

内 径

ド ー ム 都 厚 さ

胴 壁    厚

胴    婚    高    さ

基   礎   版 ぐ口)

全 高 (Vittl

材 料

主
要
寸
法

I  I検査対象節lttl



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領 書番号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :歩 35

令和 2年 //月

原子力規制委員会



使用詭検査成績書

1発電所名    闘西篭力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請  1  検査申請一覧表のとおり

3検査期日Ⅲ   自   令和 之 年 〃 月 //日

至 令和 >年 ″′月 //日 |

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5'検査実施者   絞査結果下覧表のとおり

成績書管理番号 :2-35

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資料   ・使用前検査記録



検査中請書番号

(申請年月厨)

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第 46号 (平成 30年 4月 20日 )

Fぅ尋原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

関原莞第 259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第 415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

開原発第 512号 (平成 31年 2月 6日 )

F,母原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

闘原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 8月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月 7風 )

関原発第236号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 12-35

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する.

エ



検査結果す覧表

成績書管理番号 :2T35

銹

特記事項

多 :レ

検査立会責任者 印

奮 良 命 骨、移r7主任技術市

ゑ:L為

漕
'イ

=タ
イソ彎翠蠣

笏 4寿獅

原子力穂譲検査宮 樹ユ

▼ヽ
霞

崇Ｖ
・ａ留

」

〆

そ

検査結果

Ｒヽ

検査年月日

令和 、泌 年

r/月  //日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :2-35

検査年月日 :令和 ≫年 〃 月 //甲

検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所

検査前確認事項

使用講検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査中請書 (変更申請を

含む。)海 準ヾ備されてい

ること。

記録確認 纏り・下

検 査 をす る工事 のエ

程、期日及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。

記録確認 ○・一

I事計画の認可番号の

記載か適切であるこ

と。

記録確認 0-

γ



添付資料 3-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

′                           成績書管理番号 :歩 35

1検
査年月日 :令和 >年  //月  //日

検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 軽∋。■

必要な騒面等が準備されていること。 園面等確認 ○ ‐

検査用計器が校正されており有効期野艮内である

こと及び必要な測定範囲.測定精度を有してい

ること。

記録確認
0・

―

系統構成が完了していること。
0
ω

(と:::テ |・

す



添付資料8-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録|    (三
号検査)

イ                   成績書管理番号 :2-35

検査年月日 :令和 え 年 〆/月  //日
.               検 査 場 所 i関西電力 (株)高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

1放射線管理施設

換気設備

送風機 別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

・運転性能検査

設備及び機器が■事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

R Φ

備考

・記録確認は、工事計画に基づき申講者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )によると

※ 適合性確認検査成績書の識別番号 :Tと -3と0060

。目視で確認した範lttl i添 付資料 3下 3参照   1

び



添付資料3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :2-35

,  検査年月日:令和 D年  //月  //日
検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

送風機

(制御建屋送気ファ

ン (112号機共用))

系統性能検査

。運転性能検査 んF″〃わヵ
ヽ

k 目視

送風機    、

(制御建屋循環ファ

ン (1・ 2号機共用))

系統性能検査

・運転性能検査 た∂′′狗夕娩ん R 目視

備考 検査対象範囲は別添 2参照

タ



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

添付資料 3-4

成績書管理番号 :2-35

検査年月日:令和 ェ 年 ′/月 //掛

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効期番長
備考

系統性能検査

・運転性能検査

アネモマスター

風速計   ,
T―D-012

0.1～

50.Om/s

土 (指示値の

3%+0.1)皿 /S

2020/1/29

2023/と /28

系統性能検査

・運転性能検査

アネモマスター

風速言r

T―D-013
0.1～

50.0恥 /′s

± (指示値の

3%+0. 1)m/s

2020/8/27

2023/8/26

以下余白

序



工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日 認可)

放射線管理施設                I

加圧水型発電用原子炉施設に係 るものにあつては、次の事項           .

2 換気設備に係る次の事項

(3)送風機の名称、種類、容量、主要寸法、個数及び取付箇所並びに原動機の種類、出力、個数及び取付箇所

・常設

(次ページに続 く)

(1/2)

肖

聖
郭

μ
　

（岸＼
じ

変 更 後

変更なし

1,200 以 上   (1,200(注
5))

変更なし

変 更 前

(ギ Iを 1,2)

制御建屋送気ファン

(1・ 2号機共用)

遠心式 はめ

2,638 け大量ュ(■4)(2,638(注 3))

1,925(連 4.5)

1,815 X l,300(注 4,ヽ )

8,485(ユ 1:4,5)

1,992(■ 1'S)

3,56o(と 4,S)

2(よ6)

名 称

ェ13/m■ n/個

E甑二

皿 Il

mm

mm

題IEШ

種 類

容 量

吸  込  口 径

吐  出  日 径

た て

横

さ

個 数

主
要
寸
法

送
風
機



変 更 後

変更な し

lIB―El

E.L.+17.25mΣ火_L

変更なし

lIB… El

E.L。 +17.25m以 上

変 更 前剤
杯:ア刊

B制御建屋送気 ファン

(イ I:?〕

B中 央制御室

空調 ライン

輌錘 &よ■

'翻

中朧屋&し■■這
°

三相誘導電動機 (謝モ命

90

2(注 6)

送風機 と同じ

kW/個

系   統   名

(ラ イ ン 名 )

設   置   床

総 水 防 護 上 の

区  画 番  号

命 水 防 護 上 の

酉己慮が必要な高 さ

種 類

出 力 (注3)

個 数

取 付 箇 所

取
付
箇
所

送
風
機

原
動
機

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日  認可)

(2/2)

＼
感

(注 1)

(注2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注 8洟

記載の適正化を行 う。既工事計画書の「静圧」の記載を削除

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「制御建屋送気ファン」と記載

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「遠心翼形ベル ト駆動とと記載

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

公称値

記載の適正化を行 う。員九I事計画書には「2台 (予備 1台 )」 と記載   ´

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

記載の道正化を行 う。既工事計画書には「電動機劇力」と記載 ヨ
辣

解
　

（囀
＼
じ



工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日 認可)

常設 (1/2)

＼
・＼

(次ページに続 く)

変 更 後

変更なし

860 以 上  (860(注
5))

変更なし

IIB一El

E.L.+17.25Hl以 上

lIB―El

E.L.+17.25m以 上

変 更 前

('卜 1,2)

制御建屋循環クァン

(1・ 2号機共用)

軸流式 (注⇒

2,250以上 l注4)(2,250(‐Eとめ
)

2,050(注 1,5)

2,050(イ li4,5)

2,050(注■,S)

1,500(注 4,5)

2,250(注 115)

2(注
6)

B制御建屋循乗ファン

(注 7)

B中央制御室空調

ライン

中間建屋  E.L.■ 7.Om(注 4)

A制御建屋循環ファン

(注 7)

A中央制御室空調

ライン

中間建屋  E.L.■ 7.Om(と 4)

~―
― ―

‐_______i_____

名 称

m3/min/個

mlll

mm

mm

ilШ

lII:H

種 類

容 量

吸  込  日 径

吐  出  口 径

た て

横

一局 さ

個 数

系   統   名

(ラ イ ン 名 )

設   置   床

絵 水 防 護 上 の

区 画 番 号

途 水 防 護 上 の

配慮が必要な高 さ

主
要
寸
法

取
付
箇
所

送
風
機

浬
郭

騨
　

（ω
＼
じ



変 更 後

変更なし

変 更 前

二相誘導電動機 鮭つ

37

2(YIC)

送風機と同じ

kW/個

種 類

出 力 (崖 3)

個 数

取  付  箇  所

原
動
機

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日  認可)

(2/2)

ゝ
Ｖ

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注 6)

(注 7)

(注8)

記載の適正化を行 う。既工事計画書の「静圧」の記載を削除

記載の道正化を行 う。斑工事計画書には 「制御建屋循県ファン」と記載

記載の適正イヒを行う。既工事計画書には「軸流形電動機直結型」と記載 '

班工事計画書に記載がないため記裁の道正化を行う。記載内容は、設計図書による。

公称値

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「2台 (予備 1台 )」 と記載

既ri事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。              _

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「電動機出力」と記載

コ
一
軒
４
Ｐ
　
　
　
（い
＼
、
卜
）



ヽ
一一▼
ぶ」

第6-2-6図

関 西 電 力 株 式 会 社

工事計画認可申請

高 浜 発 電 所 第 1号 機

放射線管理施設の系統図

(換気設備)(6/と0)

(重大事故等対処設備)

ⅢⅢ

“
ド

A制御建屋
循環ファン

A制御建屋
送気ファン

B制御建屋
送気ファン

A中央制御室
非常用循環ファン

B制御建屋
循環フアン

「

一¬
1

1

■

日

立会範囲

記録確認範囲

●真韓口室

中央制御室
，
Ｉ

モ
ー
ー

ｉ
ｔ
ユ

ツ ト ヨ聯 ア ン

L_

―
放射操管理施設の うち換気識佑 (当 譲設信の申請籠田 )

(注 1)重大事故等時における使用時の傾

(渡2)1・ 2号機共用

触 柱切要工森 くOi 13'表 薦)

■住 :H帯 (0)崇′cED



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書 .

要領書番号 :原規規収第 1610071号 99

成縦書管理番号 :2-36

令和 身'年 r/月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

成績書管理番号 :2て 86

に

1発電所名    関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請    検査申請二覧表のとおり

3検査夕』日 自   令和】年 /ア 月//a

至   令和♪ 年//月 ′/日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5.検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果一覧表のとおり

7添付資牲    使用前検査記録



検査申請書番号

(申請年月日)

関原発第 299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 2.0日 )

関原発第 4o号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

F)目 原発第 259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 生2月 5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月 0日 )

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 31年 4月 4日 )

Fttl原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

F)目原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 23日 )

F,最原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月 7日 )

関原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

成績書管理番号 12-36

検査申請一覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

)



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-36

●

特記事項

うし/

検査立会責任者 F辟

雰酪為Qれ
'r,主

後技
′
齋警

iゑ 上鶏

詢 r・

'■

ドγ期
や

命蒜・ 寿獅

原子力鑢識機査官 卑

毬
―考 二

メ冶

検査結果

フk

検査年月日

令和 近 年

′/月 F′ 日



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使痛前検査記録

共通事項

添付資料 と

成頼書管理番号 :2-36

検査年月日:令和 工 生 //月 //日

検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 ③・

検 査 をす る工事 の工

程、期 目及び場所が申

請書 どお りで あるこ

と。

記録確認 e

工事計画の認可番号の

記載が適切で あるこ

と。

記録確認 0エ
モ

帷



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(三号検査)

添付資料 3二 と

使用―前検査記録

成績書管理番号 :236

検査年月甲:令禾目・工年 //月  //目

検査場所 :調西電力 (株)高浜発電所

淡査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 ⑥―

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 睡)・
二

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 Q―

系統構成が完了していること。 縞

ξ



添付資料 3-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 1使用前検査記録 i

(三号検査)

成績書管理番号 :2-36

'                   検査年月日 :令和 う 年 /′ 月 ノ/ 日

検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

放射線管理施設

`提気設備

送風機

フィブンター

主配管 別添 1参照

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

系統性能検査

・運転性能検査

性能検査

。フィルタ性能検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

ヽ

R ◎

鯰

備考

上 記録確認は、工事計画に基づき申請者が行つた試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 適合性確認検査成緻書の識別番号 :TI-3-0060、 TI-3-1903、 Ttr3■ 904

・目視で確認、した範囲 :添付資料 3■ 3参照

な



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :2-36

検査年月日 :令琴「 う 年 // 月 // 日

、              検 査 場 所 :関西電力 (株)高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

送風機

(中 央制御室非常用

循環ファン (1・ 2号

機共用))

系統性能検査

・運転性能検査 クど/1易 R

目視

フィルター

(中 央制御室非常用

循環 フィルタユニッ

ト (1,2号機共用))

系統性能検査 |

。運転性能検査 λ

フィルター

(中 央制御室非常用

循環フィルタユニッ

ト (1・ 2号機共用))

性能検査

。フィルタ性能検査
夕鬼移 F 殴

主配管     .
(中 央制御室～中央

制御室 (1・ 2号機共

用〉)    (

系統性能検査

・運転性能検査 災

備考 検査対象範囲は別添 2参照

※よう素フィルタ総合除去効率

”
／



添付資料 8-4

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表
成績書管理番号 :2-36

検査年月日 :令和 二 年 //月 //日

検査項目 検査用計器 管理番号 測定範囲 測定精度
校二年月日

有効期限
備考

性能険査

・フィガレタ性能検査

フッ素化炭素化舎物

濃度測定装置 (上流)

IPT― SGC一

〇〇3

0.2ppm―

100ppn
±5%F.S,

2020/9/9

2021/3/8

よう素フィ

ルタ漏えい

率検査 (フ

ッ素化炭素

化合物濃度

の測定〉

性能検査

・フィルタ性能検査

フッ素化炭素rヒ合物

濃度測定装置 t下流)

IPT― SGC―

003

0,02ppllハツ

1,00ppm
圭5%F.St

2020/9/′ 9

2021/3/8

よう素フィ

ルタ漏えい

率検査 〈フ

ッ素化炭素

化合物濃度

の測定)

性能検査

。フィルタ性能検査

アネモマスター

風速計
T― D-0と 3

0.1～

50.Om/s

士 (指示値の

6%+0.1)Vs

2020/8/27

2023/8/26

中央制御室

非常ナ覺循

環 フ ァ /

(1。 2号機

共用)の 風

量獨」l第に使

用する晟速

の測定

p



工事計画本文 (犀
上
l規発第 1606104号 平成 28オ

~6月
10日  認可)

放射線管理施設

加圧水型発電用原子炉施設 に係 るものにあつては、次の事項

2 換気設備に係る次の事項

(3)迷風機の第称、種類、容量、主要寸法、個数及び取付箇所並びに原動機の種類、出力、個数及び取付箇所
・ 常諜 (1/2)

｀
｀ ｀卜

ヽ わ

浬
郭

Ｐ

（μ
＼
寓
）

変 更 後

蕉注傘)

中央制御室非常用循環ファン

(1・ 2号機共用 )

遠心式

690 以 k (690(注 6))

795(庄 S)

488× 788(注 6)

1,530(江`)

3,140(注 6)

1:800｀注6)

変更なし 2

C中 央制御室 中央制御室

非常用循乗 非常用循環

フ ァ ン フ ァ シ

C中 央制御室 中央制御室

非常用循環 非常用循環

ライン ライン

中間建屋 中間建屋

IE.L.十二7_Om E.L.+17,OIn

lIB― El

E.L.+17.25m

以上

lIB一 El lTB一El

E.L.+171 25miE.L.+17.25m

以上  1 以 上

lIB一 El

E.L.+17.25m

以上

変 更 前
(年 1■ .2)

中央制御室非常用循県
ファン

(li2号 機共用 )

遠ナし`式 (注 4)

425 以 上 (澁
5)(425(注

,1)

875 4年
3,6)

825)(692(注 ら,6)

2,200(泣 5,,)

913.5(庄 5,6)

1,477(注 5,6)

2('・
7)

B中 央制御室

非常用循乗
フ ァン

(注 S)

B中 央制御室

非常用循環

ライン
(■う

'

中間建駐

E.L.+17f Om

A中 央制御室

非常用循環
フ ァン

(江1)

A中 央制御室

非常用循環

ライン
(波 3)

中間建駐

E.と“.+17.Om

名 称

種 類

容 量 ma/min/個

吸 込 口 径 llla

吐  出 囲 径 nin儀

た mm

横 Hlln

一品 さ   llull

個 数

系 統 名

)(ラ イ ン 名

設  置  床

冶 水 防 護 上 の

区 画 番 号

詮 水 防護 上 の

酉出慮 が必 要 な

高 ―  さ

主
要
寸
法

取
付
箇
所

送
風
機

(次ページに続 く)



変 更 後

二相誘導電動機

185

2

送風機 と同じ

1,0

変更なし

変 更 前

二相誘導電動機 はめ

-15

2(注 7)

送風機 と同じ

kW/個

腫]/h

種 類

出 力 (Υヤ9)

個 数

取 付 箇 所

(I工 10)

設 計 上 の 空 気 の

流    入    率

原
動
機

工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日 認可)

(2/2)

＼
彎

(注 1)記載の適正化を行 う。既工事計画書の「静圧」の記栽を削除

(注2)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「中央制御室非常用循環ファン」と記載

(注3)換気設備 (排風機)と 兼用

(注4)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「遠心翼形ベル ト駆動」と記栽

(注5)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

(注6)公称値

(注7)記載の適正化を行 う。既工事計画書には「2台 (予備 1台 )」 と記載

(注8)既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

(注9)記哉の適正化を行 う。既工事計画書には「電動機出力」と記載

(注10)換気設備 (排風機)に使用する場合の記載事項

浬
郭

μ

Ｏ
＼
冨
）



変 更 前

Li+17.25呵 E.L.+17.

以上  1 以上

変 更 後

名 称 中央制御室非常用循環ファン

(112号機共用)

種 類 遠心式 遠心式

容 量 m3/min/ 425以上 (425攣 D)

吸 込 口 径 ! m識 875(注 2) 795(注 2)

主
要
寸
法

吐 出 日 径 mm 825X592(注 2) :

2,200(注 2)      |

488× 788(■
2)|

た て 工l血 ■530(ユ主2) |

横 mm 913.5(注 2) 3,140(注 2)

と,800(注
2)

f冒J さ tlt■ 1,477(注 2)

個 数
|

2 2
変更なし

送
御室

,風
機

中央制御室 B中 央制御室 C 央制御室

非常用循環 非常用循環 非常用循環 .非常用循環 (

系  統  名

(ラ イ ン 名 )

フアン  |
中央制御室IB中

フ ァン フ ァン フ ァン

中央制御室ID中央制御室 |

非常用循環 1非常用循環 非常用循環 1非常用循環
取
付
箇
所

ライン ライン ライン ライン

設 置 床
中間

E.L.+17,0ぃ IE.L.■ 17.Om E.LⅢ 十二7,Om E.と,+17.Om

浴 水 防護 上 の 十

区 画 番 号 |

金 水 防護 上 の
|

lIB―El lIB一El lIB―El     lIB―El

配 慮 が必 要 な

高     さ

L。 +17.25山 IE.L.十二7.25旧十

以上    以上  |

690以上 (690 )

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて聾微変更届出)

常設 (1/2)

ヽ
＼

ヨ
郭

岸

（ω
＼
認
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

(2/2)

(注1)換気設備 (排島機)と兼用

(注2)公称値

＼
Ｖ

二相誘導電動機

185

2

送風機と同じ

変更なし

1.01.0

変 更 後

2

送島機 と同じ

変 更 前

こ相誘導電動機

15

取 付 鐵 所

種

出

個

類

教

力 l k▼/個

|
優酎/h

設'計 上 の 空 気 の

流   入   奉

湮
一鶉

岸

（卜
＼
寓
）



工事計画本文 (原規規発第 1606104号  平成 28年 6月 10日  認可)

(5)フ ィルターの名称、種類、効率、主要寸法、個数及び取付箇所

。常設 (1/2)

ヽ
蛯

変 更 後

中央制御室非常用循環フィルタユニット

(1・ 2号機共用)

よう素

フィル タ

95以 上

(相対湿度

95%、

温度30℃ に

おいて〉

95以上

(相 対湿度

95%、

温度30℃ に

おいて)

510× 丁,310(‖
帝)

510 X l,310(江 5)

4,449(注 5)

3,694(注 S)

2,065(注 5)

1

微粒子

フィル タ

99.97以上

(0.3μ m粒子 )

99以上

(0_7μ 圧歳 子 )

変更な し

変 更 前

(注 1,2)

中央制御室非常用循葉
フィルタユニット

(1・ 2号機共用)

(注 3)

よう素
フィルタ

(注4)

95以上

(相対湿度

95%、

温度30℃ に

おいて)

(イ 〕:4)

95以上

(相対湿度

95%、

温度30℃ に

おいて)

750 X l,000(イ 14,5)

1,000 X l,000(注 4,5)

3,016.4(注 ■,3)

4,018.4く注4,5)

3,036.4(注 4,5)

1

(注 錫

微粒子

フィル タ
〔,笙 4)

99,97 け火∴L

(0,3μ m粒子)

(Il:4)

99以上

(o.7μ m粒子 )

名 称

種 頚

単体 除去 効 率 %

総 合 除 去 効 率 |%/個

吸 込  日 径 mm

吐 出 日 径 mm

た て 題lDl

横 l mm

効
率

選
郭

岸

（伽
＼
寓
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (原規規発第 1606104号 平成 28年 6月 10日  認可)

記載の適正化を行 う。既工事計画書には「中央制御室非常用循県フィルタユニント」と記戒

記載の適正化を行 う。既工事計画書の「容量」の記載を削除

記載の適正化を行 うっ既工事計画書には「よう素フィルタ、微粒 子フィルタ、粗フィルタ内蔵形」と記載

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。記載内容は、設計図書による。

公称値

既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行 う。

(2/2)

ゝ
汽

(注 1)

(注 2)

(注 3)

(注 4)

(注 5)

(注6)

要
一辣

岸

（ω
＼
８
）

変 更 後

B中央制御室非常用

循環フイルタユニット

中央制御室非常用

循環ライン

中間建屋  E.L.ヰ 17.Om

A中 央制御室非常用

循環フィルタユニント

中央制御室非常用

循乗ライン

変更な し

変 更 前

A中 央制御室非常用

循県フィルタユニット

(注 6)

中央制御室非常用

循環フイン

中間建屋  E.L,+17.Om l汁→

系  統  名

(ラ イ ン 名 )

設 i 置  床

途 水 防護 上 の

区 画 番 号

途 水 防 護 上 の

配 慮 が 必 要 な

高     さ

取
付
箇
所



ヽ
輪

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

(6)フ ィルターの名称、種類、効率、主要寸法、個数及び取付箇所

。常設                                                          (1/2)

遭
辣

岸

（『
＼
認
）

フィテレタ

96以上

(相対専塁度

95%、

温度30℃ に

おいて)

7竹難子す離
おいて)

フィル タ

95以上

99.97 ,大 」L
8μ m粒子

99

変 更 前 変 更 後

名    称 中央制御室非常用循環フィルタユニット

(1・ 2号機共用)

種 類
よ

フィル タ フィル タ

単体除去効率 % 99.97以上

(0,3 μ lE粒子)

95以上

(相対温度

95%、

温度30℃に

おいて)′効
率

95以上

(相対温度
95%、

温度30℃ に

おいて)

変更なし

総 合 除 去 効 率 %/個 99以上  ｀

(0。 7μ 重粒子 )|

吸 込 日 経 mm 750 X l,000(注 1) 510 X l,310〔甚1)

主
要
寸
法

吐 出 口 径 Elm 1,000 X l,000(注 二〕 510 X l:310(注
1)|

た て mlL 3,016.4t注ユ) 4,449(歯 1)

3,694;注 け       |横 Πl風 4,018.4(滋 l)

高 さ  願魔 3,036.4t注 1) 2,l)65(喜 i〉

個 数 1 1

(次ベージに続 く)



体ヽ

工事計画本文 (関原発第 121号 平成 30年 5月 24日  にて軽微変更届出)

(2/2)

(注1)公称値

(注2)平成28年6月 10日 付け原規規発第1606104号 にて認可された既工事計画答には「A中央制御宝非常用循乗フィルタユニント中央制御室

非常用循環ライン」と記載

望
郭

岸

（∞
＼
ｏ
じ

変更なし

変更なしはか

変更なし

変 更 後

B中央制御室非常用

循環フィルタユニット

中央制御室非常用

循環ライン

中間建屋 8,L.+17.Om中間建屋 E.L。 キ17.Om

坤‐，

変 更 前

系  統  名

A中

ライン
取
付
箇
所

の

の

(ラ イ ン 名 )

循環フィルタユニット

中央制御室非常用

設  置  床

配 慮 が 必要 な

高     さ

澄 水

区 画 番 号

途 水



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26目  変更認可)

瀾 ‐

労チ〔射線管理施設

加屋水裂発篭用原子炉施設置係るものにあらては、次の事項

2 換気設備に係る次の事項         ネ         ~
(3)主醒管の名称、最高使用圧力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

・常設   ・

変 更 後

材  料

最高使用

風  度

(℃ )

外  径 厚   さ

(田鳳) (耐

最高使用

底  カ

(MPa)

名    称

6,0 SUS804

換
気
設
備

変更な し
6.0 SUS304

6.0 SUS304

変 更 前

厚   さ材  料

(臣題)

最高使用1最嵩使用

名 称 睡
(摩!;守

1温 (℃ )

疲 外 径

価 )

(注 2)

512

X

912

く血2)

512

X

1,012

(注 2)

572

×

712
瀬
一
苺
卵
Ｆ
　
（Ｏ
＼
＼
Ｏ
ω
）

(次ぺ‐ジに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日 変更認可)

ヽ
〕

材  料

最高使用

鳳  度

(℃) (□阻〕

径

(幽盟)

外 厚   さ

段高使用

医  カ

(MPa)

変 更 後

称名

変更なし

換
気
設
備

|

SUS304

材  料

SUS304

SUS304

S【lS304

(阻m)

厚   さ

て逮2)

6ぅ 0

｀
(複2)

6.0

(注2)

6.0

6.0

(遠2)

(m)

外  径

(と2)

6と2

X

1,112

て注2)

712

X

712

く`注2)

812

X

1,012

(℃〉

高使 商使用

(盟
pa)

称名

(1・ グ号機共用)

中央制御室

換
気
設
備

912

中央部l御室

712

X

165―O.0196

選
郭

μ

（ｇ
＼
認
）

次パー 1こ く



工事計画本文 (関原発第 396号 1平成 30年 2月 26自  変更認可)

ヽ
や

換
気
設
備

SUS304

(渡 2).

456

X

3.O   SUS304

(滋2.3)   (漉 2,3)

(と2)|

変更なし  -0.004  65

t注 2)

3.O   SUS304

8.0

/
3.0

(注 2)

606

X

806

456

X

1,506

/

806

X

1,606

il,506

圧  力1温  度 外  径 厚  さ材  料  名

(MPa) (℃ )  (lB田)  (国)

1最高使用1最高使用

1圧  力1温  度外
「
(MPa) (℃ )

さ1材

(mm)(mm)

称称名 径障

変 更 後変 更 前

最高使用1最高使用

(1・ 2号機共用 )

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

(温 1)

浬
郭

解

（Ｅ
＼
路
）

(次ボー 1こ



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

Ｖ
ё

(次ページに続 く)

変更なし

11,406

変更な し

SUS304

6S004-0.

`〉

  (澁 2,3)

換
気

備

3.0

/
3.0

606

X

806

/
806

X

変 買 前 変 更 後

名 称

最

圧

高使用
1最

高使用

力
1温

 度i外 径犀  さ材  料  名 称

最高使用1最高使用

圧  力1温  度i外 径 1厚  さ材  料

(MPa) (℃) (皿m) (画 ) (MPa) (℃ ) (mm)       (mm)

(注 1)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機失用)
(注 2),

-0.0034   62
606

X

1,306

〔ユ
=2)

3.0 I SWS304

遭
郭

岸

（馬
＼
認
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月
｀
26日  変更認可)

》
ゝ

最高使用

温  度

(℃ )_´

‐ト
ー
贈
肝
‐
卜
‐

径

，
―
財
い
―
庁

料さ

(醜 )(m)

外

駿廊使用

臣  力

(MPa)

変更なじ

換
気
設
備

変 更 後

称名材  料

SUS304

SUS304

変 更 前

高使用
・

度

(℃ ) (耐(国)

称名 摩  さ外  径

|

|

(1・ 2号機共用)

中央制御室
換
気
設
備

〔淳1,

(注 2,(滋21

606

606

620034-0.

|

申央制御室

3.0

/
3.0

3.O

/
3,0

X

と,306

/
1,006

:X

l,306

(注名

606

X

306

/

806

選
郭

μ

（工
＼
８
）

/



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

Ｙ

）

(注 2,3)

〈注2,3)設
備

SUS304

SVS304

(と 2,

X

606

3061

65

換

X

／
９５６

変更なし  |-0.004

006

3.0

/
340

3.0

/
3.0

(注 218〕

606

X

1″ 306

/
806

X

1,606

変 更 前 変 更 後

1最高使用1最高使用 1最高使用

I圧  カ

| (MPa)

高使用 |

名 称 睡  力温`  度 外

|(MPa).(℃ )  (4m)

径 1厚  さ材  料  名 称 度1外 径 1厚  さ材

|  (Rttl)
(℃ ) (ml (mm)

た
」

中央制御室
換
気
設
備

中央制御室

|(■ ・ 2号機共用)

運
郭

岸

（煮
＼
認
）

(次ベージに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

Ｖ
”

SUS304

〔注2,3)!
変更なし

換
気
設
備

SUS304

(注 2う

(,こ2)

(淳 2)

(連2,

1

65004

3.O   SUS304

６。６

Ｘ

６０６

／

６

　

　

　

６

８。

　

×

　

６０

(滋 Z.3)

3.0

3,0

/
3,0

606

X

1,406

606

X

1,606

変 更 前 変 更 後

最高使用 高使用

度 外  径厚  さ材  料  み

1最高使用1最高使用
|

1圧  力1温  度1外  径1厚  さ:材  料

(MFa) | (℃ )    (口m)    (口 m)

名 称 犀 称

|(MPa)|(℃ )  (m騒)  (耐
(注 t)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

I(1・ 2号機共用)

湮
」蘇

騨

（覇
＼
認
）

(次ページ峰続く



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

γ
ヽ

(次ページに続 く)

(注2,3)

706

X

1,506

/
806

X

1,606

〔注2.a)

変更なし 65

換

004…0.

く歳2)

3,O   SUS304

3.0

/   SuS304

3.0

706

X

1,50G

変 更
イ
前 変 更 後

名

最高使用I最高使用|

称  圧  カユ晟 度外  径厚  さ材  料1 嘉

|(MPa) (℃ )  (Ш)  (艶 m)

称

1最高使用
1最

1圧  力1温

高使用
|

度 1外 径i厚  さ材

(MPa) (℃ ) (こEI巨)        (Ш)

(直 11

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用)

涎
郭

μ

（示
＼
認
）



工事計画本文:(関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

株

_(次ページに続く)

変更なし

変更な し

変更な し
〔ヤt2)

(澁2)

設 3.O   SUS304
-0.004  1   65

806

X

1,406

称  1圧下 力1温  度1外  径i厚  さ!材  料  
・
名 1邑

高年
母1目

高晉曇||
:       :       

―

:最 高使用1最高使用
|

(MPa)

名 径厚  さ材

(℃)  (lEl)  (凪m)

変 更 後

称

lMPa)i(℃).(mm)  (凪 m)

変 更 前

806

|■ 1,

(1日 2号機共用 )|

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

SUS304

(注2)

(注2)

X

806

620034-0,

〒0,0034   62

(注2)

3.O   SUS304

(れ2)

3.0

806

X

1,606

遭
郭

牌

（葛
＼
霊
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

Ｖ
』

(次ページに続く)

《授 )ィ

956
65

X
004-0・

0061

(淳2)

3_O   SUS304

変 更 後変 更 前

最高使用:最高使用 |

|

径陣

1最高使用 高使用

名 称  圧  力1温  度 外 さ材  料1 名 称 さ1材  料

(MPa) (℃ ) (h■1) (mm)| (MPa)Ⅲ (℃) (mm) (mm)

(注 1) (注 21

1,006

X

1,306

(注2)

3.0 SUS304

-0.0034   62
中央制御室

|

くと2)

1,306

X

1,606

換
気
設
備

中央制御室

(注 2)

3.0

換
気
設
備

変更なし
SUS 304

(112号機共用)

ヨ
郭

騨

（あ
＼
８
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

〕
ヾ

変更なし

変更な し

変更な し

換
気
設
備

65

655002-0.

004-0.

(注 2)

3_O   StlS304

'FⅢ

456

X

1,506

変 更 前 変 更 後

名 称

最 高使用 |

圧  力
|

(MPa)|

最高使用

温  度 1外 径 厚  さ材  料, 名 称

最高使用1最高使用ャ

1圧  力1温  度1外 径暉  さ材

(℃)|(IBHi) (lliul) (MPa) (℃ ) (mm)    (Ettm)

(注 1)| (注2. (ィと2.31

2 05 3.2

-0, 0029 62
1.6

/
1.6

溶融亜

2, 135 2 めつき

鋼板X

12,135_2

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

('■ 2,a)|

702.4

X  I

く,12,SI

(1・ 2号機共用)

i3,002.41 1.2

/
1.2

!溶
融亜

-0,0021    62
1 /

1,492.4

X

3,002。 4

めっき

鋼板 瀬
卓
Ｎ
♂
Ｐ
　
（
畔
Φ
＼
、
ω
∞
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日 変更認可)

じ
時

(次ページに続 く)

変更なし

換
気
設
備

変更なし  |-0.岬 25  65

変 更 前 変 更 後

名 称

最高使用―最高使用             |
匠  力温

｀
度外  径1厚  さ材  料  名

(MPa)    (℃)    (■,m)    (凪 m)

称

1最高使用 1最高使用 |

圧  力 1温  度1外  径 ,厚  さ材

(1lPa) (℃ ) (阻 ) (Щ)

(ィ主1) (注 2.8〕
千  〔と2.3)

中央制御室

13222,2

X

3,659。 2

/
1,353.2

X

3,003.2

1.6

/
1,6

めっき

鋼板
換
気
設
備

-0.0021‐    62
中央制御室

(1'2号 機共用 )
(産2)i

l,252.4

X

1,40214

(海 2)1溶融亜鉛

1.2  めっき

鋼板

遭
郭

岸

（遂
＼
霊
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日 変更認可)

変更な し

換
気
設
備

変更なし  -0.0025, 65

変 更 前 変 更  後

最高使用最高使用
|

:最高使用

1圧  カ

| (MPa)

|■

1温

高使用
|

度1外  径 1厚

(℃)|(mm)  (血マ■)

名 称 屋   力 i温

| (MPa) | (℃ )

度十外  径 1厚  さ材  料1 名

|(lnΠl).(mm)

称 さ材

1注 1) (藤 ?.3)

1,252.4

X

1,402.4

/
1,526.4

X

1,526,4

(注 2,3)

1.2

/
1.2

1溶融

中央制御室 めっき

鋼板
換
気
設
備

-0,0021   62
中央制御室

(1・ 2号機共用)
(▼

=2,

253 2

X 1,6 1め らき

1 鋼板2,503.2

ψ‐】

(次ページに続く)

選
鶉

岸

（淫
＼
舘
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

′〕
〔） 変更な し

換
気
設
備

変更なし  -0.0025 ｀
66

変 更 前 変 更 後

名 称

最高使用1最高使用 |

圧  力温  度 外

(MPa) (℃ )  (組 m)

径 1厚  さ材  料  名 称

1最 高使用1最高使用

1屋  力1温  度外 径 1厚 さ1材  料

(皿m) (MPa) (℃ )

(と l . く注2,3)

1,253,2

X

6,853.2

/
2,135.2

X

5,853.2

(注 2,3,

1.6 .溶融

/
1.6

めっき

鋼板

中央制御室

換
気
設
備

-0.0021   62
(注2)

2,186.2

X

5,353.2

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

催ぅ溶融亜鉛

1.6  めっき

錦板

(と 2)

2,503.21 (渤 溶融亜鉛

l,6 'め っき

鋼板2,803.2
翌
郭

Ｐ

（遥
＼
認
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

変更なし65変更なし  |-0.0025

変 更 前 変 更 後

最高使用!最高使用:

匠  力温  度i外

|(Pa) (℃ ):(Πと曜)

1最 高使用 1最高使用

名 称 径 1厚   さ1材  料  名 称 IF土   力
1温

度
1外

径 さ材

(田皿) (MPa) (℃ ) (mm) (区 l送■)

(lt i),

765.2

X  I

と,069.2

韓勢1溶融亜鉛

l.6 1め っき

鋼板

(澁 2,3)|

765,2

X

1,069,2

/
1,069.2

X

1,343,2

(ユと2.3〕

中央制御室

換
気
設
備

1,6

/

1,6

-0,0017   62
中央制御室 めつき

鋼板

(1・ 2号機共用)

(注 2)

14002.4

X  I

と,002.41

はか
'溶

融亜鉛

1.2 1め っき

i鋼板

鈴
＼

翌
郭

岸

（Ю
∞
＼
寵
）

(次ページに続く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

砂
Ｖ

変更なし

1,506

変更なし

換
気
設
備

(遊 2)

706

66

5002

0015

-0

-0.
て注2)

3.O   SUS304

変 更 前 変 更 後

名 称 ,歴

使用1最高僕用

力温  度 1外 径厚   さ材  料  名 称

1最高使用

1圧  カ

高使用 |

度1外 径 1厚  さ1材

(MPa)|(■ ) (IPm) (l砿血) (MPa) (℃).(m田)  (□阻)

くェデt) (注 213】

と,069。 2

X

1,343,2

/
1,069。 2

X

1,313.2

1.6

/
1.6

|

1溶

めっき

鋼板
-0.0017   62

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室 (注 2,

1,069.2

X

1,813.2

く遠2)|

(1・ 2号機共用 ) 1,6 1め らき

鋼板

翌
郭

解

（ポ
＼
畠
）

(次ベージに続く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

践

変更なし-0.0015    65

(と 二) (注 2.8)

2,053.2

/
2,135,2

X

2,135,2

(注 2,3)

-0 0009 62
1.6

/
1i.6

めっき

鋼板

(濠 2)

中央制御室 306

X

1,666

〔注2)

換
気
設
備

3,O   SUS304
換
気
設 変更なし

中央制御室

(1・ 2号機共用 ) 1,766

X

2,188

(澁 2)

3.O   SUS304
-0.0008   62

i〔灘ぞう

2,138

×

2,138  1

澁 2)

SUS3048,0

温  度外  径1厚  さ材  料  嘉

(℃) (□巳) (阻破)

さ材

(mm)

1景

1圧称

(Va)

名

変 更 後変 更 前

称  圧  カ

最高使用1最高使用

(MPa) (℃ )  (:Bm)

高使用1最高使用

力′温  度1外  径1厚

遭
郭

岸

（誤
＼
醗
）
・

(次ページに続く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)「

皓
ホ

変更なし
|‐ 9=0015「 65

変 更 前 変 更 後

名 称  ,I 力1温

高使用             干

度 1外  径 1厚  さ材  料  名

(℃) (隠m) (mm).    I

称

1最高使用1最高使用 |

歴  力1温  度t外 径 1厚  さ材  料

|(MPa) (MPa) ィ (℃ ) (臨 ) (配 a)

(注 1, (注 2)|

408

X  ―

-2,008  i

4.0 SUS304

(注2,3》

408

ヽ x

2,008

/
1,074

X

と,818

(逆 2.0)

中央制御室

換
気
設
備

4.0

/
4.0

換
気
設
備

0.0014    62 変更なし
中央制御室 SUS304

(1・ 2号機共用 )

〔終 2〕

768

X

と,072

(注 2)

3,O   SUS304

遥
郭

μ

（誤
＼
８
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 `平成 30年 2月 26自  変更認可)

時
嬌

高使用

(℃ )

高使用

(MPa)

(逸 2)

4,0 SUS304

変更なし

換
気
設
備

SUS304

SUS304

(注2)

4s O

(瀬m)

高使用

(℃ )(ltta)

嘉    称

0。 0014

|(1・ 2号機共用 )

中央細密室

中央組御室

換
気
設
備

008

008

1

3・

62

(連

1,008

X

12.208

(滋2,

1,003

×

2,208

/
1,203

X

2,208

瀬
こ鶉

Ｐ

（囀
＼
ω
じ

(次ペー に続



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

∝
ぶ

最高使用

温  度

(℃ )

40G

X

2,006

(注2)

(注 2)

34 0   SUS304
1 0.0015    65

径 1厚  さ材  料

(阻田)        (瓢m)

変 更 後変 更 前

摩
|

|

力1温  度外  径

(MPa) (℃) (臣m)

1厚

|

||

i最高使用

1圧  力

i(MPa)

さ材 称名

(田巳)

称名

爆高使用1最高使用

(■ 1) (濠 2)

1,074

X

1,818

(構 2)

4.O   SUS304

(甚 2)

0,0014    62
1,208  1

1  X  I

2,108

中央制御室 4.O SUS304

換
気
設
備

換
気
設
備中央制御室

(,'oⅢ
変更な し

(1・ 2号機共用)

1,208

X

21208

〔注 2)i

4.0 1 SUS304

湮
郭

騨

（鴻
＼
酪
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

くと2.3)

変更なし

変更なし

換
気
設
備

SUS304

0.0015 
‐   65

3.0

/
3.0

(逮2,3)

406  1

X  !

2,006

/
1ぅ 072

X

1,816

変 更 前 変 更 後

こ

高使

冤1目
耳「 昼1外  径 1厚  さ

―(MPa) (℃) ´(mm) (馳,a)

1最高使用 使用
|

さ峰ォ 料名 称
1材

 料
|

名 ・称 1圧 度1外 径 1厚

(℃)  (阻)  (mm)'
(滋 1)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室 〔注島3)|

|

523.21

X

323.2

/

603.2

X

903.21

(滋 2,3)

(1・ 2号機共用)

1.6

/
1.6

溶融
0 001 7 62

めっき

鋼板

鉾
ミ

遭
琳

Ｐ

（遥
＼
舘
）

(次ベージに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

変更な し

換
気
設
備

変更な し  10.Oo15  65

変 更 前 更 後

最 高
十 =~~~~…

…

使用1最高使用  '
|

|

1材

1最高使用

圧  カ

(MPa)

名 称  圧  力1温  度1外  径 1厚  さ 料 名 称 度外  径i厚  ざ材

鉛 a)(℃ )| (コ阻罰風) (阻El) (℃)  (幽l)  (mml

(ユこと) (注 2)

532

X

822

(注 pi溶融

1.0 めっき

鋼板

中央制御室

(澁2)

533.2

X

823.2

(注2)

と.6 めっき

鋼板
換
気
設
備

0.0017   62
(注 2、 3)|

中央制御室 (注 2,3)

552

X

752

/
592

X

822

(1・ 2号機共漏 )

二.0

/
1,0

めっき

鋼板

′）的

浬
郭

μ

（８
＼
ａ
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

変更なし

換
気
設
備

変更な し   0.0015‐  65

変 更 前 変 更 後

最 高使用

度 外

(℃)  (口m)

最高使用 使用

度外

!

名 称  圧 力1温 径 厚  さ材  料i 名 称   圧 径t厚  さ材  料

(MPa) (阻置) (MPa) (℃)  (□m)  (阻阻)

(注 1) (注 |

556

X

766

(産 2)

3.O   SUS304

中央制御室  | (注Z,3)

556

X

756

/
756

X

756

t述 213)

換
気
設
備

0.0017   62
中央制御室

(1・ 2号機共用)

3.0

/
3.0

SUS304

“
や

(次ページに続く)

運
蘇

μ

（盟
＼
路
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

ド
⑬

最高使用1最高使用 |

圧  力
1温  度 1外

(MPa)|(℃).

称名 径 厚  さ材  料

変 更「後

径 1厚  さ材  料  泰

(mm) (mm)

変 更 前

(MPa)

最高使用1最高使用

称  1圧  力1温  度外

(浅 i (注 2,3)

563.2

X

823.2

/

603.2

X

903.2

(漢 2,9〉

1.6

/
1.6

めつき

鋼板

中央制御室

換
気
設
備

換
気
設
備

0.0017   62 変更なし  0.0015  65 変更な し
中央制御室 ('と 2, ３

　
　

　

２

(澁 2,3)

573

(1・ 2号機共用) ×

８２３．
／
阻

2 1.6

/
1.6

溶融亜鉛

めっき

鋼板2

×

823 2
瀬
二
郭

岸

（鴛
＼
畠
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

↓
、

変更なし

換
気
設 変更なし  .0.0025  65 i

力i温  度 外  径 厚  さi材  料  名

(MPa)|(℃ ).(R耐  |(mm)    |

称称名 径 1厚  さl材  料

(lDm) (an)

変 更 後変 更 前

厘
―

(℃ )

最高使用1最高使用 最高使用1最高使用

度‐外E  カ

(MPa)

(渡 23)|

(1・ 2号機共用)

(注 1)

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

1.2

010017   62

(注 2)

(注勢1浴融亜

溶融

めつき

鋼板

1.2

/

1,2

て注2,

694,4

X

827.4

1.2  めっき

鋼板

|め
っき

鋼板

(注 2)

602.4

X

902.4+

(注2,a)l

602.4

X

902.4

/ 1
752.41

X

827.4

ペ ー

遭
郭

牌

（器
＼
需
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

ボ
レ

(次ページに続く)

変更な し

0,0015

変更なし

換
気
設
備

65

50020

変 更 前 変 更  後

名 称

1最高使用1最高使用

圧  力温  度 i外

|(覇Pa) (℃ )  (量n)

径厚   さ 料 名 称

―
最高使用

圧  カ

(MPa)

度1外  径 i厚  さ材

(耐 (℃) (mm) (耐
(市tl) (注 2)

704.6

X

1,004.6

l浅う1溶融

2.3  めっき

錦板

中央制御室 (滋 2)|

換
気
設
備

706

X

13°°6

(溝 2)|

0.0017   62
中央制御室 3.O   SUS304

(1・ 2号機共用)

752.4

X

327.4

l洋め1溶融正

1.2 1め っき

銀板

翌
辣

騨

（ポ
＼
霊
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

ｆ
与

(次ぺ‐ジに統 く)

変更なし

換
気
設
備

(注2)

変更なし  0と 0015 65

(とを〕

3.O   SUS304

1,006

×

2,206

変 更 前 変 更 後

卜耳使用i最高使用 :最高使用

1圧  カ

(MPa)

高使用

名 称 l犀  力温

(MPa) (℃ )

度1外 径 1厚  さ!材 料 名 称 径 厚  さ1材

(阻■)lω (℃ ) (Bm) (函 )

(た 2)

756

X

786

('■2)i

3.O   SUS304

0。 0017   62
中央制御室 (連 ?,

換
気
設
備

756

X

1,006

(海2)

中央制御室 8,O   SUS304

(1・ 2号機共用)

翌
郭

岸

（駅
＼
舘
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

令
ｉ

換
気
段
構

SUS304

(連2,a)'  (滋 2,3)イ

変更なし  0.0015  65

2,806

(注 2)

(注 2)

3_O   SUS304

(法 2)|

3.O   SUS304

3.0

/
3.0

1,072

X

1,816

1,006

X

2,206

/
2,006

X

2,50G

(注2)|

1,006

X

最高使用1最高使用    ―    |

圧  力l温  度 外  径庫  さ1材  料  名 称称ネ 径 I厚  さ材

(lttn)    .   (mm)(℃ )lIPa)

変 更 後

(MPa)(℃ )|(mm) (mm)

高使用1最高使用 |

力1温  度1外

変 更 前

(1・ 2号機共用)

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

|

遭
郭

μ

（器
＼
盆
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

ボ
看

(注 2,謝

と,6

変更なし

換
気
設
備

65000

鋼板

めっき

鋼板

めっき

鋼板

l`6

/
1.6

15

(注り1溶融

1.6 1め つき

(注2)

1,828,2

X

2,128.2

(灘2.3)

I.828.2

X

2,128.2

/
1,331.2

X

2,103.2

(激〉

l,831.2

X

2,103.21

変 更 前 変 更 後

膿高年角
1最

高年押
|

1最高使用1最高使用

1圧  力I温  度Ⅲ外名    称 度外  径 厚

(℃) ―(mm)  (饉 Bl)

さ材  料  名 称 さ材  料

(MPa) (MPI) (℃ ) (醜) (mm)

(注 1)

中央制御室
換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用〉

渤
」
辣

Ｐ

（瑠
＼
霊
）

(次ページに続く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

ず
ヽ

換
気
設
備

鋼 板

(澁 2,

65変更な し  0.0015

2,503.21

(とD溶融

めつき

溶融亜鉛

めっき

鋼板

(と 2)

1.6

1.6

/
■ 6

(滋 2)

2,003.2

X

2,503.21

1.6 1め つき

鋼板

1,831.2

X

2,503.21

(澁 Z,3)|

1,831.2

X

2,50312

/
2:003.2,

変 更 前 変 更 後

名 称 径 ,厚  さ1材  料  名 称

最高使用1最高使用

'圧
  力1温  度 径 1厚  さ材

(mm) (Bn) i (MPa)
(℃ ) (inm) (mm)

中央制御室
換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

遭
募

μ

Ｏ
∞
＼
認
）

(次ページに続 く)



I事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

ト
ミ

(次ぺ▼ジに続く)

406

X

606

0.0025.   65
(注 2)|

3.O   SUS304

変 更 前 変 更 後

最高使用1最高使用

度外

(℃)  (m阻 )

1最高使用1最高使用

名 称 煙

|

径 1厚  さィ材  料  嘉 称 圧  力1温

(MPと)|(℃ )

径1厚  さ材

(MPa) (凪u) (m諷) (m)

(滋 2.

1,208

X

2,103

/
1.308

X

1,823

(注 2.4)

0,0021   62
4.0

/
4.0

中央制御室 SUS304

換
気
設
備

換
気
設
備

変更なし
中央制御室

(1・ 2号機共用 )

遥
郭
μ

（器
＼
認
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

ｉ
∞

(次ページに続 く)

406

X

606

/
506

X

606

換
気
設
備

SUS304

(注2)

(注2)

X

856

406

3.O   SUS304

〔注2.8)|  (注 2,3)

変更な し  0,00251 65

3.0

/
3.0

変 更 前 変 更 後

最高使用最高使用

称  囁  力i温  度1外

1最高使用1最高使用

名 径 1厚  さ材  料  名 称 1圧  力i温

(MPa) (℃ )

度1外  径i厚  さ1材

(MPa) (℃).(盟阻)  (lEm) (函 ) (mm)

(注 1)|

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用)

翌
辣

μ

（卜
ｏ
＼
畠
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

令
↓

(注 2,3,

(と 2.3)
変更なし

換
気
設
備

SUS304

SUS304

6500250.

3.0

/
3.0

3,0

/
3.0

(注2,3)

406

X

356

/
506

X

606

(津2,3)

406

X

856

/
866

X

856

最

圧度 1外

変 更 前

1外称名料
|

|

(回E)

径 1厚

(mm)

称名 径厚  さ財

高使用高使用

さ 材

1最高使用1最高使用

カ 度匠  力1温

(MPa).(℃ )

変 更 後

i(1,2号機共用〉|

(注 ))

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

浬
募

牌

含
洋＼
認
）

(次ページに続 く



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

玲
Ｃ

(注 2.3)

変更なし

換
気
設
備

SUS304

(注2)

3.O   SUS304

変更な し  0.0025  65
3.0

/
3,0

(滋 2)十

406

X

1,006

(注2.3)|

406

X

006

/
606

X

806

変 更 前 変 更 後

名 称

最高使用1最高使用、       1
圧  力1温  度 !外  径 1厚  さ1材

(MPa) (℃ )|(llHl)  (航)|

料1  名    称

1最高使用

圧  カ

(MPa)

高使用

度外

(℃ )  (lnm)

径 1厚  さ1材  料

(腱'■
)

(注 1)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用)
|

注 2)|

504. 6 (注?)

0,0048   62
X 2.3 めっき

鋼板754. 6
選
郭

岸

（Ｓ
＼
認
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

(注2,3)|

変更なし

SUS304

〔注2)

65変更なし  0,0025贅|

〔護 2)

3.O   SUS304

3.0

/
3.0

縁驚|

備

506

X

606

(と 2〕 a)

506

X

606

/
506

X

1,306

変 更 前 変 更 後

力 温

(MPa)

高使用

度

(℃ )

|  |  |
1外  径 1厚  さ:材

高使用十

度 1外 料さ

(℃ )

称名料称名

(口m) (蘭 m)(阻椰l (幽 )

1最高使用

(MPa)

1圧 径 1厚

(注 1,

(1・ 2号機共用 )

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

0。 0048   62
(温 2):

3.O   SUS304

く注2メ

506

X

756

４
ヽ

瀬
こ
鈍
卵
ド
　
（心
ω
＼＼
ω
ω
）

(次ページに統 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

吟
ν

(次ぶ―ジに続 く)

(注生 3).

506

X

756

/
606  +

X  I

906

(注 2,a)

換
気
設
備

SUS304

変更なし  α0025  65

3.0

/
3.0

(注 2)

3.O   SUS304

《造2)!

506

X

1,206

変 更 前 変 更 後~~T¬
篤轟轟高高使用 1最高使用1最高使用

|

名 称 座  力l温  度外  径厚

(MPa)|(℃ )  (Bm)

さ材 料  名 称 1圧  力!温  度1外  径1厚  ざ材

(協m) (MPa) (℃ ) (Em) (□ m)

(滞 1)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1。 2号機共用)

瀬
工
く
み
騨
　
（卜
ヽ
＼
＼
Ｏ
ω
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26回  変更認可)

SUS304

I注 2,3)

(注 9,3,
65

換
気
設
備

SUS304

X

856

変更なし  0.0025

3.0

/
3.0

3.0

/
3.0

11,206

1  /
856

(注2,3〕

506

X

1:206

/
606

X

1;206

(澁 2.3)

506

X

(注 1〕
:

|(1・ 2=機共用)

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

1最高使用

'圧
  カ

(MPa) (℃ ) (mm)

称名

(霞饉)(ma)

称名

変

径 !厚  こさ材さ材  料

最高使用1最高使用 |

径眸

更 後

使用

度

変 更 前

圧  力i温  度

(MPa) | (℃ )

十
的

遭
郭

岸　
ｇ
釦
＼
寓
）

(次ペー イこ く



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日 変更認可)

鈴
点

(次ページに続 く)

換
気
設
備

(遠 2)

(と2).

(注 2)十

606

X

806

3.O   SUS304

3.O   SUS304
変更なし  .0,0025  65

(注 2)!

(注2)

3.O   SUS304

〔連2)

606‐

X

906

606

X

606

変 更 前 変 更  後

最高使用1最高使用
|

称  圧  力1温  度:外

用 1最高使用

名 さ材  料  名 称 1圧  力 I温

(MPa).

度1外 径 1厚  さ材

(MPa) (℃) (mm) (I:■ ) (℃)  (血)  (n電)

とII

中央制御室
換
気
設
備

中央制御室

(162号機共用)

湮
郭

岸

（占
＼
寓
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26_日  変更認可)

ム
次ページに続 く)

変更な し

換
気
設
備

(歳 2)

(柱 2)

6500250.

3.O   SUS304

3.O   SUS304

11

606

X

206

(注 2)

856

X

856

さ材

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

(mm)(am)

称

(MPa)

(権 1

名 径暉

変 更 後変 更 前

称  圧   力

(1・ 2号機共用 )十

最高使用
'最

高使用
: 最高使用 1最高使用 !

温  度1外  径1厚  さ材  料  名

(℃)|(mm)  (mln)|  、

1圧  力1温  度

(MPa)'(℃ )

遭
郭
Ｐ

（式
＼
需
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

今
ま ‐

(注 2.3)

(相と2 3)

換
気
設
備

|

|

65変更なし   0.004

き

溶 融

鋼 板

1.6

/

1.6

1,6

/
1.6

1,818.2

/
l,403.2

X

2,103.2

めっき

鋼板

(注 2.3)

1,30312

X  .

19813.21

/

1,348.2

X

2,103.2

(滋 2,3)

1,303.2

X

変 更 前 変 更  後

1最高使用1最高使用 最高使用

圧  カ

(MPa)

1最

1温

高使用    |
度1外  径 1厚

(℃)  (m饉)  (耐

名 称 F上  力 撮

(ⅢIPa) (℃ )

度
1外

径厚 さ材  料― 名 ―称 さ材

|   (躍
M■ ) (BIttl)

(I〕 1)

中央制御室
換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

聟
郭

Ｐ

（島
＼
認
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

tと 2,3)

(江 2,第 r

変更なし

換
気
設
備

650040

溶融亜鉛

めつき

鋼板

1溶融亜鉛

めつき

鋼板

ユ.6

/
1.6

1.6

/

1.6

(注 2,3)

1,348.2

X

2,103.2

/
1,803,2

X

2,103.2

(注2,3〕

1,403.2

X

2,103.2

/

1,823,2

X

2.128.21

高使用

度 1外  径 1厚  さ材  料  名

(℃) (電磁l (阻 m)

1最高使用

1圧  カ

(1lPa)

高使用    |

度 1外  径 1厚  さ材  料

(℃) (m) (田 m)(MPa)|

称称名

変 更 後変 更 前

最高使用

圧  カ

:FI:,

(1'2号 機共用 )

中央制御室

中央制御室

換
気
識
箱

で
常

瀬
工鶉

岸

（卜
０
＼
諾
）

(次ペー とこ窮走く



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

こ

(次太エジに続く)

1,803,21

X

2,103.2i

/

と,828.2

X

2,128,2

換
気
設
備

変更なし   0.004  65

めっき

鋼板

1.6

/

1.6

1,803.2  (ギとかi溶融亜鉛

X   l.6 1め つき

2,198.2           鋼板

(注213) ' (注 2.3):

変 更 前 変 更 後

名 称

最高使用1最高使用|        |
狂  力1温  度1外  径1厚  さ1材  料  名

仙P⇒ I(℃)|(mm)|(m)|!  |
称

!最高使用1最高使用|

1屋  力1温  度1外 径 1厚  さ材

(MPa) (℃ ) (足l協〉
|(lv■

)

(注 0

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用)

謎
郭

Ｐ

（召
＼
甜
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

い一

イ

1材

使用

さ

(】nm)

径
1厚

(駆m)

称名

高使用

|(MPa)|(℃ )

1圧  力

変 更 前 1変 更 後

名 称

最高使用1最高使用|

歴  力温  度l外 さ

(MPa)    (R3) (mm) (mm)

(lkl) (浅 2)|

408 (注 2)

4,0X I SUS304 1

808

(注 2)|

中央制御室

408

X

1,208

(滋 2)

4,0 SUS304

換
気
設
備

換
気
設
備

0.0074   62 変更なし
中央制御室 (と 2,3>

|

408  1

X  i

(滋 2,紛 1

(1・ 2号機共用)

l２０８
／

５０８

Ｘ
鶴

4.0

/
4.0

SUS3 04

聟
郭

Ｐ

（盟
＼
露
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 21月 26日  変更認可)

財  料外 涸
(rm)(靱題)(℃,(lTa)

厚   さ

変更な し

換
気
設
備
）

変 更 後

称名料材

SUS304

(m)

厚   さ

(注2)

4.0

4.0

SUS304

SUS304

O

0

(渡 2・

4.

4:

/

変 更 講

‐解
距

径

|

a)

称名

一蹂

度
1外

(℃)|(薗 )

t滋,Sl

0,0074

1(1・ 2号機共用〉

(注 1)

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

X

508

62

醒
／

５０８
Ｘ
‐０８

蛛
〕

遭
蘇
μ

（超
＼
８
）

(次ベー に続



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日 変更認可)

・

，

‐
Ｌ

材

‐

さ

(nu)(田阻)ЮttPa)

変更なし

換
気
設
備

SUS304

さ

(観 )

(逮21

4.0

508

X

1,308

観
　
Ｘ～
駆

中央親御室

中央錮毎室

換
気
設
備

L

6240070,

号磯共ガ)|(1・ 2

(歯 2)

303

X

1,00e

へ
＼

(次ベージに く〉

遭
郭

岸

（認
＼
８
）



変 更 後変 更 前

最
―
姪
‐Ｉ

高使用1最高使用

力iユ且  度 1外

(MPa)|(℃)1(口 m)

料
|

(℃ )

さ1材 称名

(■l■l)

称名
II:I二

(MPa)

高使用1最高使用

力 1温

(遣 1) (と 2,

508

X

308

/
708

X

308

(ユ注2,

4.0

/
4.O

SUS304

中央制御室
換
気
設
備

中央制御室
0,0074   62

t滞 2)

換
気
設
備

1  変更なし

56S (遠2)i

4,O   SUS304(1・ 2号機共用 )| X

708

〔農空),

控 2)|5G8

X 4.0 SUS304

808

工事計画本文 (関原発第 396号 、平成 30年 2月 26日  変更認可)

螺
Ｖ

選
郭

岸

（駕
＼
認
）

(次ページに続く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

変 更 前 変 更 後

名 称

高使用1最高使用
―

力1温  度外 径  1厚 さ:材 料 | 名 称

1景高使用
1最高使用 |

1圧  力1温  度I外

(MPa) (℃ ) (HHil) (口 m) |(MPa)|(℃ ) (lШll)

(注 X)' (注2)

608

X

1,108

(注2)

4,O  I SUS304

中央制御室

(滋 Z》

708

X

708

SUS304

換
気
設
備

換
気
設
備

0.0074   62 1  変更なし
中央制御室 く津2)

703

X

903

|

|

)|

(註 2)

(■ ・ 2号機共用 4,0 SUS304

(濠 2)

708

X

1,008

(,す

4.0 SUS304

ゝ
々

謳
郭

Ｐ

（沼
＼
認
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 306号 平成 30年 2月 26日 r変更認可)

へ
点

匡  カ

(MPa)

高使漁

度

(℃ )

伊

‐

料

(霊阻)(mm)

駿

厚    さ外  径

;変 更 後

称名

SUS304

SUS304

〔滋2〕

4.0

換
気
誠
構

SuS304

3)(澁乳

4.0

/
40

(滋2)

4.O

料務名 さ

(饉 )|

変 更 前

報
Ｘ
８０８

く注２
組
Ｘ

，００３
／
８。８
Ｘ
岬

(1・ 2尋機共用)!

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

62400T0.

遭
鶉

μ

（ぬ
ω
＼
認
）

(次ベー く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

ヽ
埒

( ペ ー

(注2)

X

006

306
6550070

(歳2)

3.O   SUS304

変 更 前 変 更 後

最高使用最高使用 |

圧  カ
ー
温  度 外  径i厚  さ材  料  名

(MPa) (℃ )  (■m)  (閲m)

1最高使用i長高使用

名 称 称  1圧  力1温  度 タト 径!厚  さ`材

(MP占)|(℃ ) (阻田) (nm)

i'れ
, (歳 2)

808

X

1,008

`注

2,

4.O   SUS304

0. 0074 62
中央制御室 (滋 2)

908

X

1,158

換
気
設
備

(牌2)

換
気
設
備

変更なし
中央制御室 4.O   SUS304

(1・ 2号機共用)

コ
ニ
郭

騨

（瑠
＼
認
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

(注 2,3)|

(注 2.3)

換
気
設
備

SUS304

SUS304

変更なし  0.0075  65

3.0

/
3.0

3,0

/
3.0

(注 2,a)

306

X

1】 006

/
506

X

1,106

・
 (注 2,a)ィ

306

X

11,006  1

1/
506

X

」 806

最高使用 最高使用

圧  力1温  度 1外  径 厚  さ材

(MPa) (℃ )  (五阻l  (mm)

称称名

変 更 後

さ材  料  第

(℃)  (団巳)  (mm)

変 更 前

(MPa)

最高使用1最高使用

圧  力1温  度外  径(厚

(1'2号 機共用 )

(注 1)|

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

蝋』

湮
」郭

岸

（認
＼
譜
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

(注 2,3)

換
気
設
備

SUS304

(注 2〉

(注 2)

1

父

〕

　

　

　

　

　

´

　

　

　

貪

Ψ

４０

　

Ｘ
　

００

変更な し  0。 00761 65

166l

(注 2)

3.O   SUS304

(注 2)〔

3.O   SUS304

3.0

/
3,0

406

X

1,156

(と2.3)

406

X

,156

/
906

X

変 更 前 変 更 後

高使用1最高使用 1最

1庄

高使用 1最高使用
―

力 温  度外  径 1厚  さ材名 称 匠  力1温  度外 径 1厚  さ材  料  名 称

(l』Pa) (℃) (mm) (mm) (MPa) (℃ ) (mm) (山 )

(淀 t,

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

味
や

湮
」郭

騨

（超
＼
認
）

(次ページに続く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

ム
』

換
気
設
備

SUS304

tとう)

66

3.O   SUS304

変更なし  0.0075

(線2,

340  ' SuS304

i注 2,,

456

X

806

(避2)|

506

X

806

(1■と2.3)

3.0

/
3.0

(注2,3)|

456

X  l

806

/1

606

X

706

変 更 前 変 更 後

高使用1最高使用
i

最高使用1最高

称  1圧  力1温

使 用

名 称  F土  力!温  度1外

(MPa)|(℃)|(凪m)

径 1厚
|

さ1材  料  名 度1外 径1庫  さ
'材

(口m) (MPa) (℃ ) (耐  |(田 m)

(ユ笠:|

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

|(1・ 2号機共用 )

遭
郭

岸

金
ｏ
＼
舘
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

５。６

Ｘ

８０６

／

５０６

Ｘ

‐０６
換
気
設
備

SUS304

SL.S304

(注 2)

3.

(渡 2)

(注 2,

X

506

3061,

65

8_O   SUS304

儀
　
０

(雄 2.3):   く泣 2出 )

変更な し  0,0075

3_0

/
3.O

506

X

1,106

変 更 前 変 更 後

最高使用1最高使用

圧  力1温  度1外

1最高使用 最高使用
|

径陣名 径 1厚  さ材  料十 名 称 1 温 度

―

外 さ材  料

(MPa) (℃ ) (口■l) (Ill「 E) (℃ ) (田m) (ld■ )

中央制御室
換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用)

鶴一

遭
郭

μ　
金
騨＼
毬
）

(次ページに続 く)



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

踊

Ｘ

３。６
／

６。６

Ｘ
８。６

(注 2)

６

　

　

　

６

６０

　

Ｘ

　

７。

換
気
設
備

SUS304

(注 2,3)ィ   (注 2・

変更なし  0.007ξ  65 .

(注 2)!

3.O   SUS304

3,0

/
3_0

変 更 前 変 更 後

1最高使用1最高使用

匠  力温  度1外

|(Va)|(℃ )|(miE)

高使用1最高使用 |

名 称 径 1厚  さ1材  料  名 称 力1温  度外  径
―
厚  さ材  料

(題■■)   | (I伊a) (℃ )  (mm)  (餡m)

(と ,)

中央制御室

換
気
設
備

中央制御室

(1・ 2号機共用 )

常
嗚

(次ぺ■ジに続 く)

運
郭

騨

金
〕
＼
８
）



工事計画本文 (関原発第 396号 平成 30年 2月 26日  変更認可)

(注 2)

ll〕 136

換
気
設
備

SuS304

(注 2)

3.O   SUS304

変更な し  -0,00751 65

(滋 2,

3_0

(注 2)

3,O   SUS304

606

ナ  X

806

(農 2)

SC6

X

と,006

(注 2)

906  1

×

最高使用〕最高使用 |

圧  力温  度1外  径

(MPa) (℃)上 (mml

称嘉料 |

(mm)

称名 径1厚 | さ材

(耐  (mm)

厚  さ材

(℃)|(瀞a)

変 更 後変 更 前

1最高使用1最高使用 i

産  ヵl温 
′

度1外

(1・ 2号機共用 )

中央制御室

中央制御室

換
気
設
備

(朝EI

や
＼

(注 1)実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則改正に係る適正化

(注2)公称値

(注3)八 日と出日の自径が異なる管である。

翌
募

Ｐ

（８
＼
酪
）



制御建屋空調ユニット

B中央割御室非常用循環
フィルタユニット

C中央制御室
非常用循環フナシ

フ ァン

ヽo

す

一
放錆線管理施設の うち換気激常 (当 獣波傷の中錦範囲l

- 1・
2警 旧

(,逹 :)t大‐事軟学時こヽおける使
'伺

時のは

く湛2)■・ 2号機共同

「

~~~~~… …… …………………………… ¬

卜′

■ :立会範囲

■ :記録確認範囲

中央制御皇

ヒ _________一 十
一 一 一

二
一

___J

第6毘-8図工事計画観ぃ可申請

高 浜 発 電 所 第 1号 戦

肢射線笹理施設の系統図

(換気設結)(8/10)

(重大事故等対処設備〉

B目 西 電 力 株 式 会 社

N



A制御建屋
循環ファン

A制御建屋
送気ファン

eH観爆軍、ニクァレ̀
迪
?,

B制御建屋
送気ファン

ヤ

ロ

A中央制御室
非常用循環
フィルタユニット

A中央制御室  |
非常用循環ファン

B"●鸞■お■Dュニヤ●
'331

峰∝ミ
ヘぐ
ド

B中央制御室
非常用循環ファシ

―
ガ〔射線管理施設のうち換気設衛 (当 族設備の申請範囲 )

- 1・
2号機共用

(ユ

=1)室
大事故等時にお :す る使用時の値

(遊か 1・ 2与機共用

!静 :記録確認範囲

中央制御室

生

十

１

１
１
「
よ
コ

ふ

第6-2-6図工事計画認可申請

高 浜 発 電 所 第 1号 機

敗射線管理施設の系統図

(換気設備)(6/10)

(重大事故等対処設備)

関 百 電 力 株 式 会 社



関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使用前検査成績書

要領書番 号 :原規規収第 1610071号 99

成績書管理番号 :2-87

′枷 2年 ′月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請 検査申請一覧表のとおり

3検査期日 自今
～
2 年′角ガ日

至冷
～

と午房月/ρ 日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施着   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査結果,覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績書管理番号 :2-37



検査中請書番号

(申請年月H)

関原発斃299号 (平成 28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年-3月 20日 )

関原発第46号 (平成 30年 4月 20日 )

関原発第 202号 (平成 30年 7月 4日 )

闘原発第259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月 5日 )

F,量 原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 512号 (平成 31年 2月 6日 )

関原発第 582号 (平成 31年 3,月 18日 )

関原発第 3号 (平成 81年 4月 4日 )

関原発第 68号 (2019卒 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

開原発第478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 5と 0号 (2020年 1月 31日 )

関原発第 542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 29号 (2020年 4月  7日 )

成績書管理番号 :2-37

検査申請―覧表

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

ン



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-37

皓

特記事項

膠 t

検査立会責任者 印

存猪 多
ユ ″

'=ご

V主 任技術者

布■

飛曳∩姿■守 主rt,貌普

ゑ 左為 '①

原子力齋盟機査官 印

彰 爪 Y―⑬

検査結果

費

検査年月日

/徘
～

2年

″月ノタ日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 :2-37

検査年角日 :石》帥2年 F 月 ノア 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用講検査申請書び)確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使罵前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Θ―

検査 をす る工事のエ

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 Θ―

工事計画の認可番号の

記載 が適切で ある こ

と。

記録確認 ⑧一

好



添付資料8-1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :2-37

検査年月甲:獅 2年 ″ 月 ノタ 日
f

検 査 場 所 :Fttl西電力株式会社禽浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q―

必要な区面等が準備されていること。 図面等確認 ⑧`二

検査用計器が校正されており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認 良・〇

系統構成が完了していること。
◇

″

記録確認 Θ・―

か



添付資料8-2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)

成績書管理番号 :2-87

襟査年月日:舟酵2年 〆 月 ゲ 日

検 査 場 所 iF,目 西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格縦施設                 …     ｀

放射性物質濃度制御設備及び荘燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備

主配管  別添 1参照の太線枠内の範囲

検査項目 判定基準 検査結果 検査方法

通水検査

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、搬付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

灸
⑫

記録確認

備考

◆
1朗黎 鶴 藤 前 修 需 際 嶺 芸 平

=理
盛 需 脚 窮 準 駆 頸 輩 こ 遵 歯 譴 」 時 当 薯 や 噺 解 鮮 憩 歯 尊 当 策 碑 君 属 点 鎖 講 爛 陽 障

至 ヨ
靭 尊 巫 建 軍 喜 群 謀 事 轟

=電

湊 願 臣 項 静 蟹 募
=尊 =罵

資 諏 駒 屯

。日視で確認した範囲 :添付資料 3-3参照

ど



添付資料 3-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(三号検査)     !
(立会検査)

成績書管理番号 :2T37

検査年月日 :今和 と年 7月 ノタ 白

検 査 場 所 :関西電力株式会社蔦浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

原子炉格納施設

放射性物質濃度制御設備及び

可燃性ガス濃度制御設備並び

に格納容器再循環設備
「
主配管 (別添 1参照)

通水検査※ 1

ヽ

夜 目視
×2

備考

※ 1:通気検査

※2:別添 2の範囲について確認

タ



原子炉格納施設       ‐

力「圧水型発電用原子炉施設 とこ係 るものにあつては、次の事項

3 歴力低滅設備 その他 の安 全設備 に係 る次の事項

C4)放射性物質濃度制御設備及び可燃性 ガス濃度制御設備 並びに格納容器 再循環設備 に係 る次の事項

ヌ 主配管 の名称 、最高使用履力、最高使 用温度、外径 、厚 さ及び材料

・ 常設

Ч

変更 な し

度
「
外  径 1厚   さ

(℃ )|(H114)  (咸 lm)

材

|

高使用最高使 用

匿  カ

、(MPa)

変  更  前 変  更 後

1最 高使用 1最 高使用

1圧  力 i温  度

|(MⅢa)｀ |(℃ )
1外 1材

称さ

([患 In)(mm)

称名 料 :  名径 1厚

(,1,1,
('12)

406つ

〔| 変 更な し

4.5 SS41

(■ 2)

．
　

　

放
射
性
物
質
浅
度
制
御
設
備

及
び

可
燃
性
ガ

ス
濃
度
制
御
設
備
並
び

に
格
納
容
器
再
編
環
設
備

500 (lr2)!

放
射
性
物
質
濃
度
制
御
設
備
及
び

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
設
備
並
び
に
格
納
容
器
再
循
環
設
備

× 2.3    SS41

500

(ユ 〕12.3〉 (イ 1123)|

変更な し

変更な し
アニ ュラス

出 口取合点

500

× 2.3

/
2.3

更な し

(,111,

125

0.015   115
300

/

503

SS41
0.00245

排気筒

取含点

く
'1:2)

508

〈!,12)

2.3 SS41  ,

で
'1:2)|

508

(112)

4_5    SS4k

澄
薪

岸
―

解



舛  径1厚  さ材 料

(lllm)(皿 lll)

SUS304調3.508

変更な し

変更なし

更な し|更かし

0,035 125

(,11)

放
射
性
物
質
濃
度
制
御
設
備
及
び

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
設
備
並
び
に
格
納
容
器
再
循
環
設
備

変更なし

2.3

1

SS4

SS4

SS4

3)

(イに2)

(イ 〕:2)

(,

4.5

/
4.5

t,12)

508

(112)

×

500

500

変 更 後変 更 前

(℃ )(℃)

一働

(MPa)

称名

(1,m)(】lwl)

使 用

1温称名 料
|

:,::二

(MPム )

さ材

使用

力

放
射
性
物
質
濃
度
制
御
設
備
及
び

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
設
備
並
び
に
格
納
容
器
再
編
環
設
備

(:L2,3)

嗣
／
・
観

llδ0.015

X

500

(11を 1)

ア濠ュラス

出口取合点

拶F気筒

取合点

＼も

(注 1)既工事計画書に記栽がないため記戦の適正化を行 う。

(注2)公称値

(注3)入 国と出口の口径が異なる管である。

(注4)重大事故等時における使用時の値

(注5)本設備は既存の設備である。

記栽内容は、設計図書による。

遭
郭

牌
―
］



男1,黍 2

●
＜

玉
コ
朝
、
‘
卜
●
●

ド
〓

＾
ｗ
ト

整
f

|
磯 ∫

―

・

i

ｔ
↑
↓

Ｇ
守
゛
ヽ
ヽ
　

，
ぃ

、
ヽ
ヽ
■
●
●
●

【
ユ
　
　

・

ヘ
ト
ヽ
Ｆ
ａ
ｇ
■

に
ヽ
■
■
卜
０

ヽ
卜
ヽ
■
蠍
皓
Ｅ

く
心
＝

――
卜
く

と
、
――
『
ヽ
ミ

予
ヽ

凛
と
“
■
ド
ぶ
彎
К
卜
Ｌ

と
、
Ｌ
■
ふ
４

、
ト

よ
二
百

●
К
ふ
下
■
■
く

ｔ
，

一「
　

・１

押
， ．

・
ｈ

，
【
～

～
■
一

個<

生
∴
卜

」

t
饉ヽ

ぼヽ
細
盛

囚

轡

■J

ｒ
」■【・卓】

「

~~

X,111卜 《韓
エ

い
Ｈ
お

鴫

猛

西

塁

尋

」

ノ努



関西電力株式会社

高浜発電所第二号機

使用前検査成績書

要領 書番 号 :原規規収第 1110071持 99

歳績書管理番号 12-38

神 r年 夕月

1原子力規制委員会



使昂前検査成績書

1発電′所名    関西電力株式会社高浜発電所第1号機

2検査申請    検査申講■覧表のとおり

3検査期日  自 今 紳 ∫ 年 夕 月 ′r日

至今浄 す 年ク月//日

4検査場所    使用前機査調録のとおり

5検査実施着   検査結果一覧表のとおり

6検査結果    検査落ど1・果工覧表のとおり

7添付資料   r使用誠検査記録

成績書管理番号 :2-38

′



検査中請書番号

(中請年月日)

関原発第299号 (平成28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

関原発第46号 (平成30年 4月 20日 )

関原発第202号 (平成 30年 7角 4目 )

呂尋原発第259号 (平成 39年 8月 20日 )

開原発第415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 512号 (平成 3麦 年 2月 6日 )

閥原発第582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成 3と 年4月 4層 )

関原発第 68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

関原発第204号 (2019年 3月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 、41F尋 )

闘原発第 542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2029年 4月 7日 )

関原発第 286号 (2020年 8月 21日 )

関原発第る03号 (2021年 2月 25日 )

関原発第290号 (2021年 3月 2尋 )

関原発第 561号 (2022年 2月 28日 )

関原発第581号 (2022年 3月 15日 )

関原発第 136持 (2022年 6月 10日 )

関原売第 195号 (2022年 7月 1日 )

関原発第 50号 (2023年 5月 12日 )

関原発第66号 (2023年 5月 26日 )

関原発第 112号 (2023年 6月 7目 )

閥原発第 152号 (2023年 6月 21目 )

閣原発第 217号 (2023年 7月 13日 )

成績善管理番号 :2工 38

検査中請一覧表

上記以轟筆の変更を検査申講善の変更中講により確認し表中に追記する。

″



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-38

"

基今伸,4″月r31揮βa"

特記事項

τ3と

検査立会責任者

安滉命え 主任技術蒼

原子力検査富

工 翌 が

牟 今 残

乾 べ 警

検査結果

・
iti:tiく  〔ぃ

検査年月日

琴海とす年
ク 月i//日

ノと串
/Sg
″父 ロ



添付資料 と

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

1        共通事項
成績書管理番号 :2-38

●        テ淡査年角日i機 す 準 ク 荘 騨

検 査 ち爵所 :関顔篭力株式会社高浜発電所

検査講確認事項

使用飾検査申請書の確耀

確認事項 確認方法 確認結果 イ蔵考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確継
⑬

・ ―

検査をする工事のエ

程、期日及び場所が学

請書 どお りであるこ

と。     |

記録確認 Q・
エ

工事計画の認可番号の

記載が適切であるこ

とょ

記録確認 Q・ ―

々



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

(四号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録

検査年月日が 弩戸辱

響

身

号

言
τ 身

:

検 査 場 所 :関西電力株式会社巌浜発電所

検査講確認事項

確認事項 確認方法 結果 備考

申請者の品質,a.し録が準編障されていること。 記録確認 Θ

必要な図画等が準イ蒲されていること。 圏面等確認 Q―
検査用計器が校正されており有効期限角である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ること。

記録確認
Q・

一

系統構成が完了していること,

∞ /
鰻 0・ 下

∫



添付資料 8「 2

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(四号検査)

成績書管理番号 :2-38

検査年月日玲 脅 す 年 夕 月
な r'目

検 査 場 所 :関西篭力株式会社嵩浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉格納施設

原子炉格納容器

原子炉絡納容器配管貫通部及び電気雷己線貫通部

圏定式麗管質通郎

電気配線員
・
通都  別添 とに示す範囲

検査項畳 判定基準 検査結果 検査方法

漏えい率検査

原子炉格納容器全体瀦えい

率検査 (A種試験)

設備及び機器が工事計画に従い製作

され、1層付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基準に適合するもので

あること。

衰
⑤

備考                  1
・記録確認は、工事計画に基づき申請者力Yfつ た試験・検査の品質記録 (※ )による。

※ 通合性確認検査成績書の識別番号 :Tと -4二 〇863

・園視で確認した範囲 :添付資料3-3参照

所
‐



添付資料+8-3

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(匹l号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 12-38

検査年月目
琴 浄 す 年

″
月挽

兆
隠

検 査場 所 :関ど耳電力株式会4と高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

臆l定式配管貫通部

長通部番号 :2501351,352

電気配線貫通部

質通部番号 :550i553,555

557,669,661

漏えい率検査※l

原子炉格納容器全体漏え

い率検査 (A種試験)

別紙 1参照 R 目視

イ薦考 :

※と:社圃法人日本電気協会電気技術規程 JEAC 4203-2017「 原子炉格納容器の漏えい率試験規程」

に準拠して実施

ク



関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使井職前検査記録

検査用計器 一覧表
戒織書管理番稀:2-38

添付資料 3-4

′′

検査年月日 :令和
―
■
「

年 ク 月 ′ 粛

測定精度
校「二年月日

有効期限
研i考検査項斜 検査用計器 管理驀号 測定範唇とl

2023,3,8

2024,3.7
クオーツマブメータ

2023,2.28

2024,2.27
精密,f:力 計

2023.5,(2

2024.5, 11

ti測定温度
温度検出器

′

2023.4.17

2024,4. 16
鰈点検子ti器

2023,2,8

2024.2.7
露点変換器

2023.2,8

2024.2,7
露点変換器

2022,と 1,23

次四定期事
業者検査

すJ騒ナ亡器水位計

(冷態用)

2022,12.22
次と麟ヨ定理事
業者検査

漏えい率

検査

A余熱除去

ポンダ 14ゴと日温度

以下余白

才



別紙 と

１
工
　

９
留

漏えい率ナ漁査

検奪年月爾 :令和 ∫ 年 夕 月 /2日

検査圧カ

(kPa)

判定基準

(%/da切

平均漏えい率の95%信頼限界

(上の限界)

協/da〕

z々沙t2
≦0.03 沙ttt Oタ

備考

ヂ



(4)原
C

貪通れ

30B

資過品

最高使用

!R 康 得

(℃ )

質通

工事計画本文 (原規規発第1606104号 )(平 成28年 6月 10日認可 )

管質通都及び電気配線貫通部の名称又は貫通番号、種類ご個数、最高使用圧力、最高使用温度、帯成、主要寸法及び材料
部

変 更 前 変 更 後

貫通郎   1   
段高使用

番 号i種類 佃微 圧  カ

(HPM)

主要寸法 (,n) 1   肇高使用 最高使用

徹頭 十侵微 屋  カ ェ  度 得  成

(HPB)  (℃ )

変更なし

1                1鶴

1査 質な し

外  後 長  さ   厚  さ

童要寸 法 (m)

変更なと

向 左

成

122 スリープ

材   料 市す
外  怪 長  さ   犀  さ

0.261 嬉  傾
(ス リープ

とヽ。
' 取付 )

増  板
(at
取fす )

伸増機手

短   管

2
291

?91

0 305 餐夏な し
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(遠 lⅢ 魔工事汁日●に■●がないたわ報喩0おこ化と行うr   .                   I
(穂と,硯五手汁Eと韓専とがないなわ盟aおB正化を行う.■は内専は、長工事件口守に臨 ,凛孝伊●綸事脅のとお伐れ雄力あユ
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く機3)′み`今重

(緯6)韓■,■田01こ 置は,くないた0躍aのれ■にと行うa観磯内‡は,粛骨磨●による。               ・   
′
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μ

(4)原
d

子炉格納容掛配管貫通椰及び電気虚線貫通部の名称又は質通番号、徹類、日敬、最高使用圧力、最高練用工渡、構成、主要寸法及び材料
電機配線貫通部

(注 1)公称傾

(注2)碇五事計匈とに配嗽がないため置はの意正化を行う。■喩白事は、段件田●による,

(遠3)=大事犠等時における使用時のE
(濃1)瞬工事計口etこ建aが ないため盟はのれ正化と行う。a颯内gは 、平虚7学 7月 3日 付げV歯岸第7576■にてB町された工亭仕Hの澪付歯科l・ 2「原子炉骨納審と電線寅過錦の強鼠針募●Jに よる.

(注5)既工亭針口とに電段がないため確敬のお重化を行う,
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

使1用 前検査成績書

要領 書番 号  :原規規1又第 161007と 号 99

成績書管理番号 :2-39

つ静す年 ク月

原子力規制委員会



使用前検査成績審

1発電所名    関西電力株式会社高浜発電所第 1号機

2検査申請   検査申請二覧表のとおり

3検査期日 守今浄 す
｀
年7γ夕即

至神 す年ク月/,日

4検査場所    使用前検査記録のとおり

5検査実施者   検査結果一覧表のとおり

6.検査結果   検査結果一覧表のとおり

7添付資料    使用前検査記録

成績審管理番号 :2-39

デ



検査中請書香号

(申請年月日)

成績書管理番号 :2-39

検査申請∵覧表

関原発第299号 (平成28年 10月 7日 )

関原発第434号 (平成 30年 3月 20日 )

F,目原発第46号 (平成 30年 4月 20日 )

開原発第202号 (平成 301年 7月 4日 )

関原発第259号 (平成 30年 8月 20日 )

関原発第415号 (平成 30年 12月 5日 )

関原発第 504号 (平成 31年 2月 1日 )

関原発第 512号 (平成31年 2月 6日 )

関原発第 582号 (平成 31年 3月 18日 )

関原発第 3号 (平成31年 4月 4日 )

関原発第68号 (2019年 5月 16日 )

関原発第 115号 (2019年 6月 24日 )

F)尋原発第 204号 (2019年 8月 23日 )

関原発第478号 (2020年 1月 23日 )

関原発第 510号 (2020年 1月 31日 )

関原発斃 542号 (2020年 2月 26日 )

関原発第 609号 (2020年 3月 24日 )

関原発第 20号 (2020年 4月 7日 )

関原発第 236号 (2020年 8月 21日 )

関原発第6o3号 (2021年 2月 25日 )

関原発第200号 (2021年 8月 2日 )

関原発第 561号 (2022年 2月 28口 )

関原発第 581号 (2022年 3月 15日 )

関原発第 136号 (2022年 6月 10日 )

関原発第 195号 (2022年 7月 1日 )

関原発第 50号 テ(2023年 5月 12日 )

関原発第66号 (2023年 5月 26日 )

関原発第 112号 (2023年 6月 7日 )

関原発第 152号 (2023年 6月 21日 )

闘原発第217号 (2023年 7月 13日 )

上記以降の変更を検査申請書の変更申請により確認し表中に追記する。

た



検査結果一覧表

成績書管理番号 :2-39

修

特記事項

τさ(

検査立会責任者

焚攻傘え多 主任技術者

Л時汗ラ, いと
わ
/皇

原子力検査官

Rヽ―

小 徽/ラ
雀

著 泉 孝

検査結果

R

検査年月日

者静静o年
7月 /7日



添付資料 1

関西電力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

共通事項
成績書管理番号 12-39

検査年月日 :押 さ年  ク 月 /ダ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

使用前検査申請書の確認

確認事項 確認方法 確認結果 備考

本検査に係る使用前検

査申請書 (変更申請を

含む。)が準備されてい

ること。

記録確認 Q!■

検 査 をす る工事 のエ

程、期 日及び場所が申

請書 どお りで ある こ

と。

記録確認 Q

工事計画の認可番号の

記載が適七刀で ある こ

と。

記録確認 Q

覚



関西電力を未式会社高浜発電所第 1号機
｀
       (匹 l号検査)

添付資料 3-1

使用前検査記録 l

成績書管理番号 :2-39

検査年月日 :ノ彿

"∫

年  7月  /7日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査前確認事項

確認事項 確認方法 結果 、備考

申請者の品質記録が準備されていること。 記録確認 Q

必要な図面等が準備されていること。 図面等確認 Q・ ―

検査用計器が校Iされており有効期限内である

こと及び必要な測定範囲、測定精度を有してい

ることじ

記録確認 ⑤・一

系統構成が完了して,い ること。
働
鰤 Q―

と



添付資料3-2

関西電力株式会社高浜発電所第1号機 使用前検査記録

(四号検査)

成績書管理番号 :2-39

検査年月日 :⇒砕 F年 9月 /夕 日

検 査 場 所 :F)目 西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検 査 対 象

原子炉冷却系統施設

一次冷却材の循棄設備

加圧器Ⅲ主配管

計測制御系統施設

ほう駿注入機能を有する設備

容器、主配管 ヽ

別添 1に示す範囲

検査項目 判定基鰺 検査結果 検査方法

系統機能検査

(バウングリ構成確認検査)

設備及び機器が工事計画に従い製作

されt据付けされ、所定の性能を有し

ており、技術基攀に適合するもので

あること。

一罠
③

ど
'



添付資料 3二 3

関西電力株・式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

(四号検査)

(立会検査)

成績書管理番号 :2-39

襟査年月日 :ィ与鸞 ∫ 年 ″ 月 /ダ 日

検 査 場 所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査結果

検査対象設備名 項 目 測定値等 検査結果 検査方法

加圧器

系統機能検査

(バウンダリ構成確認検査)

別紙 1

参照

r

& 目視

14B

一次冷却系加圧器サージラ

イン用管台
´

加圧器

加圧器

弁 (lMOV-8000A B)入 ロレ

ジューサ (6× 3)

弁 (lMOV二8000A B)入 ロレ

ジューサ (6× 3)

弁

(lPCVT444Aと PCV-445)

l薦考

ノ



添付資料3-4

関西篭力株式会社高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表     |
成赤責書管理番号 :2-39

1父査年角日 :苓和 ∫ 年 7月 /ダ 日

検査項目 検査用話器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月日

有効理騎艮
備考

バウンダ

リ構成確

認検査

圧力計
2023.5,19

2023.8.31 (正 )

圧方計

2023.5, 19

2023.8,3と (B'立)

以下余白

″



別紙 1

高浜発電所第 1号機

バウンダリ構成確認検査記録

半彗定基準 i原子炉冷却材圧カバウンダじを機成する機器に異常がないこと。

※ 2

:設計基準要求圧力 (通常運転圧力)× 1.1(15.41MPaX l.1=16。 96MPお 以上

社団法人日本機械学会 「発電用原子力設備規格 設計 。建設規格 紀005年度版鬱007年追

補版を含む))(JSME S NCI-2005/200扮 PHT-2121」 の規定に準拠した検査圧力 (通常運転圧

力の と。r倍)

i重大事故等時における使用時の値

備考 :

※ 1

″

漏えい

検査圧力

(MPa)

検査

方法
結果

耐圧検査圧カ

(MPa)※ t

保持

時間

(分 )

最高使用圧カ

(MPa)
検査対象

18.5刈加圧器

18.5※
2

14B

一次冷却系加圧器サー

ジライン用管台

加圧器

17.16

18,5×
2

弁 (lMOV 8000A B)入 口

レジューサ (6× 3)

加圧器 及ヽ
ｒ

′

′

Ｆ /ク 、

１

′

′

目視

‐６

Ｎ

1 7

と8,

′ク、プ

弁 (lMOV-8000A3)入

ロレジエーサ (6× 3)

弁

(IPCV-444A, IPCV-445)



原子炉冷却系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係るも
4 -次 冷却材の循環設備に係る
(3)加圧器の名称、種類t容量

工事計画本文'(原
規規発第1606104号 )(平成28年6月 10日 認可)

の (蒸気タービンに係るものを除く。)に あっては次の事項
次の事項
t最高使用圧力t最高使用温度、主要寸法、材料及び個数

＼
影

(1/2)

澄
郭

♯

含
＼
薫
）

変 更 前 eFl) 変 更 後

最  I吉:  使  用  '上   力   MPお

使  用  温  度  で

事近    |'t    rF    さ

i′
、l  引モ   !,   'Lデ    さ

用

任

ィ

甘お
ｒ

生
一イ‥γ

　
ム
〕

ブｋ

世

安 釜 4及 び 巡 か し

'ド

安 生弁 kび 進 か と弁
'|∫

サ ー メ Hl協 台 内 径

IⅢ _ジ4′+1甘 台 厚 さ

iヤ 与 '11 '一  ル 益 l望 さ

Ａ
】

ｔ
嘴
十
法

mm

niHI

mlm

mm

m

mm

mm

mm

単m

1鳴

剛
　
　
鰤

…ア レ イ ラ イ ン

+及    1単

‐
ム

世

‐Π

ｋ
】

用

径

高

一
胴
　
憫

一　　　　　　　　一

珪

一

ォi T,l庄 内 径

台   l▼   さ |

圭゙    Iかヨ

変更なし

加圧器 。士分加圧器称名

描

種

'体 m・ /′ 個

|

!検査対象範囲
次ページに続 く



(2/2)

馬

変更なし

変 更 後変 更 前

系    統    名

(ラ イ ン 名 )

途 水 防 護 上 の FX~画 番 号 i

冷 水 防 護 上 の 西亡慮 が

必  要  な  高  さ

,I

|

|

取
付
簡
所

床置設

主
要
十
法

鏡 板 内 半 径

■lln高全

スプ レイ ラ イ ン用 管 台

安 全 弁 及 び

逃 が し 弁 用 管 台

サ ー デ 用 管 台

ヒ ー タ ス リ ー プ |

ヤ  ン  ホ
ヤ
ー  テレ 座

材
|

ル  蓋 |マ  ン  ホ

内   張   り

板

板鏡

l lllttl

数
|

l卜
ll

避
郭

牌

Ｏ
＼
煮
）



別添 1(3/14)

/必



原子炉冷却系統施設
加圧水型発電用原子炉施設に係るもの (蒸気
4 -次 冷却材の循環設備に係る次の事項
(3)主配管の名称、最高使用圧力、最高

タービンに係るものを除く。)にあっては次の事項

使用温度、外径、厚さ及び材料

α

変 更 後

名 称 さ昨オ 料

(趣鐵)

変更な し

148

-次冷却系

加圧器サージ

ライン用管台

更な

18.5

加圧器

．
殊
冷
却
材
の
循
環
設
備

ASME

SA351

Cr.CF8M

(開S14

相 当)

SUS316TP

暉   さ

(llln)

(ユ1:48)

31,2

(‖ 3)

(35,7)

(ユ 1:3)

35,7

外   径

(mm)

(ユ 1お ,

355,6

(}強3)

355,6

(1“ 21,17)1

久
冷
却
材
の

循
秦
設
備

14B

一人冷却系

加圧器サージ

ライン用管台

(▼ 11)|

17,16 360

|

|

加圧器

遥
郭

ド

倉
＼
解ё



ヽ
く
´

高使用

(℃ )

更なし

18.5

(,17)

弁

(lV-8945A、  B、  C)

68

安全注入系

フイ ン用管台

高使用

カ

(MPa)

|

さl本オ

(離m) |(mm)

更  後変

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

16

(洋 3.埼 )

18,3

l最 高使用践

Ⅲ(iaF' 畳
1外

さ

(mm)

称柔

(mm)

変 更 前

高使

18.3168.384317_16

17.16

(マ lilい

(ユ

'149)

348

6BI

安全注入系

ライ.ン用管台

6B

安全注入系

ライン用管台

弁

(lV-8940A、  8、  C)

弁

(lV-8945A、  B、  C)

遭
郭

岸

Ｇ
＼
К
）



別添 1(6/14)
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別添 と (7/14)
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別添1(8/14)

アク



「 話優衆望羹篭驚講子炉施設に係るもの (蒸気タービンに係るものを除く。)にあつては次の事項
4 〒次冷却材の循環設備に係る次の事項
(3)主配管の名称、最高使用症力、最高使用温度、外径、厚さ及び材料

ヽ
静

回左 t遊 4!,“ )

同左 は13、 お1,

同左 学43,“ 41

加圧器

i変 更なし

弁

(l Ⅲl()V-8000A、 出)

入 口

レジューサ

(6× 3)

構ヽ?)変 更な じ

18.6

．
次
冷
却
材
の
循
球
設
備

翻岳Y'「 iキ(1ギ

Ｆ
Ｉ
肪
ｒ
ｌ

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
Ａ
い
」

血

ギ径

・　
　
　
　
　
　
　
閣

Ｆ
Ｉ
胎
障

］嚇禦］臆叫

確・醐
力
叫一

Ｌ
Ｆ
Ｌ
陸
―
，Ｉ
・

料称名料称名

変 更 前

SじS32Ti】

tと IJ〕

SuS32TP

tと 11'

SじS32TP

変更なし

変更なし

ヨ

(柱0】

加鷹器

S」S32TP

18,

1変

更な し

弁

(lV…8010A、  :〕 、 C)i

(津 3,11'

18,3

/

18.3

/

18.3

(津 3.H)

16S,3

/

168.3

/

16813

(筐 3,,割

18.3

`常
3)F注を

'

17.16   360

168,3

/

86.9

t注 3111】

18.3

/
11.1

18.316S.:〕

1注 31

弁

(lMOヤ ー8000A、  4)

入「
I

レジ ューサ

(6× 3)

加歴器

17.16 :  360

イと?),

力Π圧器

弁

(lV-8010A、  i3、  C)

一
次
冷
却

遭
辣

岸

（ｏ
＼
〓
）



＼
や

変 史
‐

後

高使用 高

名    称 さ

(MPa) (℃ ) (盟盟) (餡阻)

一
次
冷
却
材
の
循
棗
設
備

弁

(1斑OV-8000A、  B)

入 口

レジューサ

(6又 3)

変更なし

な し

な

18.5

弁

(IPCV-414A、

lPCV-445)

同左 (盗43,45〕

変 更
‐
前

,オ  料

SUS27TP

タト 径厚  さ

(麓腱) (諷観)

(選 3) (≧ 3)

88。 9

高 用

名 称

(雄Pa) (℃ )

一
次
冷
却
材
の
循
舞
設
備

弁

(lMOV…8000A、  B)

入 目

レジi―サ

(6X3)
17。 16 360

弁

(lPCV-114A、

lPCV-445)

運
謀

岸

（る
＼
薫
）



卜
Ｏ

(遠6)

弁

(lV-3945A、  B、  C)

変更なし

変更な

360

|

|

魔更なし|

|   (注 7〉

1 18.56B

安全注入系

ライン痛管台

変更なし

(m臓 )

序li名

使塁任| :皆
(℃ )(MPa)

局高使用

カ

変 更 後

一
次
冷
却
材
の
循
環
設
備

18.3

168.3

(℃ )

17.16 1  343

17.16

〔注■け

さ

(Hピn)(mm)

343

務ミ名

高使用

変 更 前

一
次
冷
却
材

の
据
環
設
備

(注3.20

18,3

(注 3,

168.3

6B

安全注入系

ライン用管台

6B

安全泣入系

ライン用管台

弁

(lV-8940A、  と、 C)

t盗 12,

弁    
―

(lV-8945A、  B、  C).

遭
募

解

含
騨＼
照
）
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関西電力株式会社

高浜発電所第 1号機

工事の計画に係る全ての

工事が完了した時に係る

使用前検査成績書

施  設  名 二放射性廃棄物の廃棄施設

放射線管理施設

その他発電用原子炉の附属施設

系  統 名 :気体、旗体又は圏体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)

生体遮蔽装置

補助遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)

火災防a建設備

火災区城構造物及び火災区画構造物

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)

要 領 書 番 号  i原規規収第 1610071号 2-40

平式 29年 生サ月

原子力規制委員会



使用前検査成績書

1 発電所名  関西電力株式会社高浜発電所舞 l号機

2 検査の種類1 工事の計画に係る全ての工事が完了した剰寺に係る使用前検査

3 検査申請 使用前検査申請番号        |
関原発第299号 (平成 28年 10月 7日 )

4 検査期日 自串択 2夕 年 〃月 /日

至 キ裁 2'.年 〃 月 か
′
日

5 検査場所 関西電力株式会社高浜発電所

福井県大飯郡高浜町田ノ浦

6 検査範囲 高浜発電所第 1号機

放射性廃棄物の廃棄施設

気体、液体又は固体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)

放射線管理施設

生体遮蔽装置

補屋力燃蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)

その他発電用原子炉の階属施設

火災防護設備

火災区域た縛進物及び火災区画構造物

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)

7 検査結果   検査結果一覧表のとおり

―k式

一式

一式



検査結果一覧表

検査項目
検査

結果
原子力施設検査官 検査立会責任著

機能検査

材料検査

寸法検査

外観検査

組立て及び据付け状態を

確認する検査

I性能検査

容量手雀認検査

霊

引鳴択2'年 //月 ξ 占 イ泳と

'年

//漁  浄日

水フ 瓶

戯塩|え'Z)

プ費共え

み霊孵 ガ主任技術者

■
■
■
■
■

8 特記事項

々 じ

9 添付資料 使用前検査記録

l 検査前確認事項

2 機能検査記録

(1)材料検査   f

(2)寸法検査
′
(3)外観検査

(4)組立て及び掘付け状態を確認する検査

3 性能検査記録      フ

(1)容量確認検査

4 検査用計器一覧表

2



添付資料工 1・ 1

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項
機能検査

材料検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

中請者の品質記録が準

備されていること。
記録確認

f子
,与ξケロえ

年

月 日

年 イ

必要な図爾等が準備さ

れてしヽること。
囲画等確認

抑 2夕 年
〃月7日

ヽ

R
年

月 日

年 /

検査翔計器が校正され

てお り有効期番長内であ

ること及び必要な測定

範隣l、 測定精度を有し

ていること。

記録確認

軒初立′ 年
〃 月 7囲 盈

月 日

年 イ

3



添付資料-1二 2

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

機能検査

査

確認事項 確認方法 検査年月日 糸き果 備考

紛 22年

〃角7日
涎

年

月   日

申請者の品質記録が準

備されていることc

記録確認

イ

紛 2′ 年

〃月″日 熊

年

月   日

年

必要な図面等が準備さ

れていること。
醸面等確認

イ

千八2夕 年

〃月夕日 費
年

月   日

年

検査用計器が校正され

ており有効期限内であ

ること及び必要な測定

範囲、,測定精度を有し

ていること。

記録確想

イ

4



添付資料一生-3

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

機能検査

確認事項 確認方法 検査年月霞 率吉果 備考

聟η単り年

〃月/日 え

年

月   鳳

年

申請者の品質記録が

準備されていること。
記録確縄

イ

執 2,年

′/月 7日 走

年

月   日

年

必要な図面等が準備

されていること。
図画等確認

イ

も



添付資料工1-4

機能検査

組立て及

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

け状態を確認する検査

確認事項 確認方法 検査年月日 結果 備考

歴!

将物衣ガ年
″角
『 史

年

月 日

年

申請者の品質記録が

準備されていることぅ
記録確経

イ

日

年

ζ
執 2′

〃 月
ぇヽ

年

月 日

年

必要な図画等が準備

されていること。
図面等確認

イ

6



添付資料工1-5

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査前確認事項

性能検査

容盈確認験査

確認事項 確認方法 検査年月恩 結果 イ薦考

申請者の品質 記録が

準備されていること。
記録確謎

都 2夕年
//月 /日 走

月 日

年 /

必要な図面等が準l薦

されていること。
隠面等確認

平式2夕 年
//月 7日 挺

年

月 日

年 イ

検査用計器が校正さ

れており有効ダ翻限内

であること及び必要

な測定範囲、測定精度

を有していること。

記録確耀

ね 之″年
〃月/日 盈

年

月 日

年 イ

7



添付資料-2-1
高浜発電所第 1号機

機能検査記録 (材料検査)

執査場所 i関西電力株式会社高浜発電所

検査笹B囲 :放射性廃棄物の廃棄施設 気体、液体又は麿l体廃棄物貯蔵設備

廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

放募寸線管テ塁施設 生体遮蔽装置 補助遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (li2号機共用):一式

その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備 火災区域構造物及び火災区画構造物

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)i一式

判定基準 :工事計画のとおりであり、技術基準に適合すること。

対象機器 使用材料 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保管庫

(1・ 2号機共用 )

鉄筋コンクリー ト
執 2,年
ノ/月 /日

挺 翻

備 考
、 ,記録確認は、申講者の品質記録 (※ )による。

｀

※ :適合性確1露験査成績書の要領書番号 : 
・
ア
~/―

ず ″ /θヮ/

8



添付資料-2-2
高浜発電所第 1号機

機能検査記録 (寸法検査)

検査場所 :関西竃力株式会社高浜発電所

範囲 :放射性廃棄物の廃棄施設 、液体又は団体廃棄物貯蔵設備
廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

放射線管理施設 生体遮蔽装置 存甫〕ノJ遮熟貢

外部遮 壁 庫 (1・ 2号機共用)
一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容寸法を満足すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用 )
秘 り 年
〃 月/El

え
言鰍

r浦考

9記録確据は、申請者の品質記録 (※ )による。

※ :適合性確認検査成績書の要領書番号 : "「 メ ー ダ ‐ /Jo/

?



添付資料・-2-3
高浜発電所第 1号機

機能検査記録 (寸法検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 : その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備 火災区域構造物及 区画構造物
外部遮蔽壁保管庫 (1'2号機共用):一式

判定基準 :各部の主要寸法の測定値が許容 寸法を満足すること。

検査対象
主要寸法

(mm)
許容値

(れm)
測定値

※3

(mm)
検査年月日

検査

結果
検査方法

外部遮許貢壁保管庫

(1・ 2号機共用)
150以上

IIIIIIII卜

1

|
ぎο) キ八 2夕 年

//月 7 日
史 記録確認

備考

※ と:公称値のうち最小のもの。

※ 21譜容値は工事計画による。

※ 3:最小値

'・
記録確認は、中請者のFl質記録 (※ 4)たよる。

※4:適合性確認検査成頼書の要領書番号 : '「 ,… ≦
「 「

/Fσ /

!θ



添付資料-2-4
高浜発電所第 1号機

機能検査記録 (外観検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射性廃棄物の廃棄施設 気体、液体又は囲体廃棄物貯蔵設備
廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):一式

放射線管理施設 生体遮蔽装置 補ユカ遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号協そ共用)i ‐式

その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備 火災区域構造物及び火災区画構造物
外著る遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共濡):一式

判定基準 :有害な欠陥 (表面に機能 G性能に影響
がないこと。

を及ぼすおそれのある傷、割れ、変形(腐食、浸食)

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用 )

れ 2′ 年
〃月7日

飛
記録確 11・忍

備考

・記録確認は、申請者の品質記録 (※ )による。

※:適合性覇雀黒検査成績書の要領書番号 : 
´
戸 /…

`ヤ

/ぎσ/

了|



添付資料-2-5
高浜発電所第 1号機

機能検査記録 (組立て及び据付け状態を確認する検査)

検査場所 :関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :波射性廃棄物の廃棄施設 気体、液体又は団体廃棄物貯蔵設備
廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用)i ^式

放射線管理施設 生体遮蔽装置 補助遮蔽

外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号機共用):手式

その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備 火災区域構造物及び火災区面構造物

外部遮蔽壁保管庫 (1'2号機共用):一式

判定基準 1工事計画σ)と おりであり、技術基準に適合すること。

検査対象 検査年月日
検査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保管庫 (192号機共用 )

れ 29年
′1月 子ョ

R ⑪ /∽

備考

摯
区域に設定されていることを確認する。

確認

こ記録確認は、申請者の品質記録 (※)による。                     '

※ :適合性確懇検査成擦書の要領書番号 : ア /rす :/ご 9/′  T/― J~/す。/(を刀2ブ

r2



添付資料-3
高浜発電所第 1号機

性能検査記録 (容量確認検査)

検査揚″
‐
舜:関西電力株式会社高浜発電所

検査範囲 :放射性廃棄物の廃棄施設 気体、液体又は固体廃棄物貯蔵設備
廃棄物貯蔵庫 外部遮蔽壁保管庫 (1・ 2号 1幾共用):一式

判定基準 :所定の容量を有すること。

検査対象
容盈

(濯 /本束)
検査年月日

験査

結果
検査方法

外部遮蔽壁保管庫
(1・ 2号機共用)

8j800※
I

与戒 22年
〃 月 7日 え

備考

※ 1:1階 の容量 5,000ボ と2階の容量 3)300ポ の総計

・記録確認は、申講者の品質記録 (※ 2)による。

※ 2:適合性確認験査成績書の要領書番号 17'F… す ,/θ 。 /

ぶ゛:五公懐'新惇添 付有掛
工怠‐1の うおし

ノ.

,3



糸イ甘輩掛…3-lt,

園 :保管容器

r4
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添付資料-4

高浜発電所第 1号機 使用前検査記録

検査用計器一覧表

検査項目 検査層言,器 管理番号 測定範囲 測定精度
校正年月口

有効期限
備考

'雄 熊校左
lttF月

'HFl,電

Ⅲl,vh;
歩
→中声

t与

降締言

⊇o/7,′,2フ

2。′手、′、2`

/
/

/

/

ノ

/

16/F


